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はじめに

ディスクパッケージの包装を開封される前に、必ず下記の「ソフトウェア使用許諾契

約書」をお読み下さい。本契約にご同意いただけた場合のみ、本製品をご使用いただ
くことができます。

ソフトウェア使用許諾契約

コニカミノルタビジネステクノロジーズ株式会社（以下「弊社」といいます）は、本契約と
ともにご提供する上記のプログラム製品（以下「本ソフトウェア」といいます）を使用する
権利を下記条項に基づきお客様に許諾します。本契約で許諾される以外は、お客様は本ソフ
トウェアにおけるいかなる知的財産権をも得るものではありません。

(1) 使用許諾

➀ お客様は、本ソフトウェアがデジタル複合機「bizhub 162f」（以下「弊社製品」といいま
す）を使用するためにのみ、本ソフトウェアを 1 台又は複数台のコンピュータにインス
トールし、実行することができます。

➁ お客様は、前項のほか、バックアップの目的に限って、本ソフトウェアを
1 部のみ複製することができます。

(2) 著作権

本ソフトウェアは、著作権および国際条約により保護されています。本ソフトウェアの
著作権は、本ソフトウェアに記載された法人又は個人に帰属しています。

(3) 譲渡

お客様が本ソフトウェアの譲渡を希望する場合は、お客様は、改変されていない完全な
本ソフトウェア及び本契約書を含む付属の文書を引き渡すこと、譲渡後、本ソフトウェ
アの複製物を直ちに破棄し、一切の複製物を所持しないこと、かつ譲渡人が本契約の条
項に同意することを条件として、本契約に基づくお客様の権利を譲渡することができま
す。本ソフトウェアがバージョンアップされている場合は、バージョンアップ版及び以
前のバージョンの一切を併せて譲渡しなければなりません。この譲渡によって、お客様
への使用許諾は終了し、譲渡人は、本契約の受諾に基づき本ソフトウェアの使用許諾を
得るものとします。

(4) 禁止条項

➀ お客様は、本契約及び法律で許されている場合を除いて、本ソフトウェアを複製又は改
変することはできません。

➁ お客様は、弊社の書面による事前の承諾なく、第三者によるダウンロード等の用に供する
ために本ソフトウェアをネットワーク上に掲示することはできません。

(5) 保証及び責任

➀ 弊社は弊社製品の購入日より 90 日間、本ソフトウェアの記録媒体及び付属の取扱説明書
等文書に瑕疵がないことを保証いたします。但し、本ソフトウェアのプログラム自体に
ついては現状通りとし、機能上、性能上の保証はいたしません。

➁ 本ソフトウェアの欠損が、お客様の故意、過失、誤用またはその他の異常な条件下での
使用により生じた場合には、弊社は、保証の責任を負いません。

➂ お客様による本ソフトウェアの操作または使用不能から生ずる損害（事業利益の損失、
事業の中断、事業情報の損失又はその他の金銭的損害を含むがこれらに限定されない）
に対しては、弊社は一切その責任を負わないものとします。たとえ弊社がかかる損害の
可能性について知らされていた場合でも同様です。
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(6) 契約の終了

➀ お客様は、本ソフトウェア及び本ソフトウェアの複製物を全て破棄することにより、本
契約を終了させることができます。

➁ お客様が本契約に違反した場合、弊社はこの使用許諾契約を解除することができます。
その場合、お客様は、本ソフトウェア及び本ソフトウェアの複製物を全て破棄すること
に同意するものとします。

本製品の仕様は、改良のため、予告なしに変更することがあります。
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このたびは弊社製品をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。

このユーザーズガイドは、bizhub 162f の機能と操作方法、使用上のご注意、簡単なトラブルの処置方
法などについて記載しています。本機の性能を十分に発揮させて、効果的にご利用いただくために、
ご使用の前にこのユーザーズガイドを最後までお読みください。お読みになったあとは必ずユーザー
ズガイドホルダーに入れて保管してください。ご使用中わからないことや、不都合が生じたとき、
きっとお役に立ちます。

ユーザーズガイド内で使用しているイラスト等は、実際の機械とは異なる場合があります。

国際エネルギースタープログラム

当社は、国際エネルギースタープログラムの参加業者として、本製
品が国際エネルギースタープログラムの対象製品に関する基準を満
たしていると判断します。

国際エネルギースタープログラム対象製品とは？

国際エネルギースタープログラム対象製品とは、地球温暖化抑制に貢献する事を目的に作ら
れた製品です。一定時間印刷を行わない場合、自動的に低電力モードに移行する機能が搭載
されています。この機能により本機未使用時の効率的および、経済的な電力の使用ができま
す。

エコマーク

本機は資源採取からリサイクルまでのライフサイクル全体を通して環境
に配慮し、エコマーク認定された製品です。

エコマークとは？

環境省の指導のもとに環境にやさしい社会の実現に向けて、財団法人日本環境協会が制定し
た認証です。

「製品の製造、使用、廃棄等による環境への負荷が相対的に少ない商品」、また、「この製品
を利用することにより、他の原因から生ずる環境への負荷を極力抑えることができる商品」
に認定されます。
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商標、著作権等について

KONICA MINOLTA、KONICA MINOLTA ロゴ、The essentials of imaging は、コニカミノル
タホールディングス株式会社の登録商標です。

PageScope、bizhub はコニカミノルタビジネステクノロジーズ株式会社の登録商標です。

Netscape Communications、Netscape Communications ロゴ、Netscape Navigator、
Netscape Communicator および Netscape は、Netscape Communications Corporation の商
標です。

This machine and PageScope Box Operator are based in part on the work of the Independent 
JPEG Group.

Compact-VJE
Copyright 1986-2003 VACS Corp.
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こんなコピーがとれます

本機のおもなコピー機能を簡単に紹介します。操作方法については、参照ページをご覧くだ
さい。

コピー

片面コピー （p. 4-1）

2in1 コピー（p. 5-2）

4in1 コピー （p. 5-2）

ブック分割コピー （p. 5-5）

倍率

縮小／等倍／拡大 （p. 4-39）

タテヨコ変倍 （p. 4-43）
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仕上げ

ひとこと

コピー機能により、必要な装着オプションが異なります。

ソート （p. 5-7）

グループ （p. 5-7）

交互ソート （p. 5-8）

交互グループ （p. 5-8）

応用

イレース （p. 5-12）

ネガポジ反転 （p. 5-14）
15
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とじ代 （p. 5-15）

原稿

混載原稿（p. 3-18）
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ファクスでこんなことができます

送信

順次同報送信 （p. 6-20）

時刻指定送信 （p. 6-35）

ポーリング送信 （p. 7-9）

送信要求

送信
17
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中継指示送信 （p. 7-16）

中継局には、F コード通信に対応した機種を指定してくだ

さい。

受信

メモリ受信 （p. 6-38）

親展受信 （p. 7-8）

ひとこと

親展受信は、F コード通信に対応した機能です。

親展ボックス

ボックス ID

プリント

ファクス送信
（F コード）
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ポーリング受信 （p. 7-13）

転送 （p. 7-19）

送信要求

受信
19
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原稿および用紙の呼び方と表示

本文中に出てくる原稿や用紙の呼び方と、その表示について説明します。

排出面と通紙方向

本機は用紙を右側から給紙し、コピー／プリントした面を下に向けて上側の排紙トレイへ排
出します。下図の矢印で示された、用紙の送られる方向のことを通紙方向と呼びます。

幅と長さ

原稿／用紙の大きさを表す場合、X 辺を幅と呼び、Y
辺を長さと呼びます。

タテ

幅（X）よりも長さ（Y）のほうが大きいものをタテ
と呼び、w と表示します。
21
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ヨコ

幅（X）よりも長さ（Y）のほうが小さいものをヨコ
と呼び、vと表示します。
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コピー禁止事項

本機でなにをコピーしてもよいわけではありません。

特に法律によって、そのコピーをとるだけでも罰せられるものがありますので、次の点にご
注意ください。

法律によりコピーを禁止されているもの

紙幣、貨幣、政府発行の有価証券、国債、地方債証券

外国紙幣、証券類

未使用郵便切手、官製はがき類

政府発行の印紙、酒税法で規定されている証券類

＜関係法律＞

通貨及証券模造取締法

外国ニ於テ流通スル貨幣紙幣銀行券証券偽造変造及模造ニ関スル法律

郵便切手類模造等取締法

印紙等模造取締法

紙幣類似証券取締法

著作権の対象となっているもの

書籍、絵画、写真、図面、地図、楽譜などの著作物は、個人的にまたは、家庭内、その他こ
れに準ずる限られた範囲内で使用する場合を除いてコピーは禁止されています。

注意を必要とするもの

政府発行のパスポート、公共機関や民間団体発行の免許証、許可証、身分証明書や通

行証、食券などの切符類も勝手にコピーしないほうが良いと考えられます。

民間発行の有価証券（株券、小切手、手形等）、定期券、回数券などは事業所が業務に

供するための最低必要部数をコピーする以外は、政府の指導によって注意が呼びかけ
られています。

本機が搭載している「部門管理」機能で「暗証番号登録」を設定すると、コピー使用時に暗証番号を
入力しないと本機が使用できなくなるため、不正使用を防止することができます。
また、「部門管理」機能でコピーの「許可／禁止」を設定することにより、コピー機能に制限を加える
こともできます。
23
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機械・消耗品のリサイクル／リユース

使用済みのトナーボトル・イメージングユニット

使用済みのトナーボトル・イメージングユニットは、サービス技術者が回収しますの

で、捨てずに個装箱に入れて保管しておいてください。

使用済みのドラム（感光体）

使用済みのドラム（感光体）は、サービス技術者が回収しますので、捨てずに個装箱

に入れて保管しておいてください。

本機廃棄について

本機を廃棄するときは、サービス実施店もしくは、最寄りの販売店にご連絡ください。

本機を直接お引取りするか、または指定のお引取り場所をお知らせします。

2 次電池（充電式バッテリー）の使用について

本機は 2 次電池（充電式ニッケル水素電池）を使用しております。

本機を廃棄するときは、2 次電池も回収いたします。お客様が 2 次電池を取り外す必

要はありません。また、故障時の 2 次電池の交換は、お客様が行う必要はありませ

ん。サービス実施店にご相談ください。
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ご使用にあたってのお願い

NTT 東日本、NTT 西日本（以下 NTT と言う）のキャッチホンサービスをご利用の場合、
ファクシミリ画像の乱れや回線異常を起こすことがあります。キャッチホンサービスとファ
クシミリ通信の併用はしないでください。

本機をご使用になるにあたって、NTT のレンタル電話機が不要になる場合は、NTT へご連
絡ください。

ご連絡いただく日をもって「機器使用料」は不要になります。詳しくは、局番無しの 116 番
へお問い合わせください。

電話料金の内訳

1. 回線使用料：
ご契約者名義等により住宅用と事務用に区別され、回線使用料が異なります。

2. 屋内配線使用料：
保安器から屋内の電話機のさしこみ口までの屋内配線を NTT からレンタルでご利用い
ただいている場合の料金です。

3. 機器使用料：
NTT の電話機などをレンタルでご利用いただいている場合の料金です。

4. 付加機能使用料：
プッシュ回線、キャッチホン、クレジット通話などをご利用いただいている場合の付
加機能の使用料金です。
25
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第1 章 設置・取扱いの注意
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1.1 安全にご使用いただくために

製品を安全にお使いいただくため、機械の電源、設置および日常の取扱い時にぜひ守ってい
ただきたい注意とお願いを記述しました。製品の電源を入れる前に必ずお読みください。

このユーザーズガイドはいつでも見られる場所に大切に保管ください。

ユーザーズガイド本文内に書かれている注意事項も必ずお守りください。

KM_Ver. 01J_F

※ご購入いただいた製品によってはこの項の内容と、一部合致しないものもありますが、ご
了承ください。

絵表示の意味

このユーザーズガイドおよび製品への表示では、製品を正しくお使いいただき、あなたや他
の人々への危害や財産の損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。そ
の表示と意味は次のようになっています。

図記号の例

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性
が想定される内容を示しています。

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定され
る内容及び物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。

この記号は注意（警告を含む）を促す内容があることを告げるものです。記号の中に具
体的な注意内容が描かれています。

例） 「高温注意」を示す図記号

この記号は禁止の行為であることを告げるものです。記号の中や近くに具体的な禁止内
容が描かれています。

例） 「分解禁止」を表わす図記号

この記号は必ず行わなければならない行為を告げるものです。記号の中に具体的な指示
内容が描かれています。

例） 「電源プラグを抜く」を表わす図記号
設置・取扱いの注意
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分解・改造について

• 本製品を改造しないでください。火災・感電のおそ
れがあります。また、レーザーを使用している機器
にはレーザー光源があり、失明のおそれがありま
す。

• 本製品の固定されているカバーやパネルなどは外さ
ないでください。製品によっては、内部で高電圧の
部分やレーザー光源を使用しているものがあり、感
電や失明のおそれがあります。

電源コードについて

• 同梱されている電源コード以外は使用しないでくだ
さい。不適切な電源コードを使用すると火災・感電
のおそれがあります。

• この製品の電源コードを他の製品に転用しないでく
ださい。火災・感電のおそれがあります。

• 電源コードを傷つけたり、加工したり、重いものを
載せたり、加熱したり、無理にねじったり、曲げた
り、引っぱったりして破損させないでください。傷
んだ電源コード（芯線の露出、断線等）を使用する
と火災のおそれがあります。
設置・取扱いの注意 1-3
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電源について

• 製品に表示された電源電圧以外の電圧で使用しない
でください。火災、感電のおそれがあります。

• プラグの形状とコンセントが合わない場合に変換ア
ダプタを使用しないでください。コンセントの形状
は電圧や流せる電流で決まっているため、これを守
らないと火災の危険があります。また、アース接続
の不良により、感電の危険もあります。プラグの形
状に合うコンセントの設置を電気工事士にご依頼く
ださい。

• コンセントが 2 口以上あって、この製品と他の電気

製品を同時に使う場合は、事前に担当サービス技術
者にご相談ください。コンセントの容量を超えて使
用すると、火災の危険があります。

• 原則的に延長コードは使用しないで下さい。また、
タコ足配線はしないでください。火災、感電のおそ
れがあります。やむを得ず延長コードを使用する場
合は、担当サービス技術者にご相談ください。

• コンセントはできるだけ製品のそばにあるものを利
用し、そのコンセントに容易に近づけるようにして
ください。火災、感電のおそれがあります。非常時
に電源プラグを抜けなくなります。
設置・取扱いの注意
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電源プラグについて

• 濡れた手で電源プラグを抜き差ししないでくださ
い。感電のおそれがあります。

• 電源プラグはコンセントに確実に差し込んでくださ
い。火災、感電のおそれがあります。

• プラグを抜くときは電源コードを引っぱらないでく
ださい。コードが傷つき、火災・感電の原因となる
ことがあります。

• 電源プラグは年 1 回以上コンセントから抜いて、プ

ラグの刃と刃の周辺部分を清掃してください。ほこ
りがたまると、火災の原因となることがあります。

アース接続について

• 必ずアース接続してください。アース接続しない
で、万一漏電した場合は火災、感電のおそれがあり
ます。
※ アース線の接続は電源プラグをコンセントに差

し込む前に行ってください。また、アース線を
外すときは、必ず電源プラグをコンセントから
外してから行ってください。

アース線は、以下のいずれかの場所に取り付けるよ
うにしてください。
• コンセントのアース端子
• 接地工事を施してある接地端子（第 D 種）

次のような所には絶対にアース線を取り付けないで
ください。
• ガス管（ガス爆発の原因になります）
• 電話専用アース線および避雷針のアース線（落雷
時に大きな電流が流れ、火災・感電のおそれがあ
ります）

• 水道管（途中が樹脂になっていて、アースの役目
を果たさない場合があります）
設置・取扱いの注意 1-5
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設置について

• 本製品の上に水などの入った花瓶等の容器や、ク
リップ等の小さな金属物などを置かないでくださ
い。こぼれて製品内に入った場合、火災、感電のお
それがあります。
万一、金属片、水、液体等の異物が本製品の内部に
入った場合には、ただちに電源スイッチを切り、そ
の後必ず電源プラグをコンセントから抜いて、担当
サービス技術者にご連絡ください。

• 本製品を設置したら固定脚を使用して固定してくだ
さい。動いたり、倒れたりしてけがの原因となるこ
とがあります。（床置き型製品の場合）

• 本製品をほこりの多い場所や調理台・風呂場・加湿
器の側など油煙や湯気の当たる場所には置かないで
ください。火災・感電の原因となることがありま
す。

• 本製品を不安定な台の上や傾いたところ、振動・衝
撃の多いところに置かないでください。落ちたり、
倒れたりして、けがの原因となることがあります。

• 本製品の通風口をふさがないでください。内部に熱
がこもり、火災・故障の原因となることがありま
す。

• 本製品の周囲で引火性のスプレイや液体、ガス等を
使用しないでください。火災の原因となります。

換気について

• 本製品を狭い部屋等で使用される場合は、定期的に
部屋の換気をしてください。換気の悪い状態で長期
間使用すると健康に障害を与える可能性がありま
す。
設置・取扱いの注意
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異常が見られたら

• 本製品が異常に熱くなったり、煙、異臭、異音が発
生するなどの異常が発生した場合には、ただちに電
源スイッチを切り、その後必ず電源プラグをコンセ
ントから抜いて、担当サービス技術者にご連絡くだ
さい。

• 本製品を落としたり、カバーを破損した場合は、た
だちに電源スイッチを切り、その後必ず電源プラグ
をコンセントから抜いて、担当サービス技術者にご
連絡ください。そのまま使用しますと、火災・感電
のおそれがあります。

• 本製品の内部にはやけどの原因となる高温部分があ
ります。紙づまりの処置など内部を点検するとき
は、「高温注意」を促す表示がある部分（定着器周
辺など）に、触れないでください。

消耗品について

• トナーまたはトナーの入った容器を火中に投じない
でください。トナーが飛び散り、やけどのおそれが
あります。

• トナーカートリッジや感光体等を子供の手の届くと
ころに放置しないで下さい。なめたり食べたりする
と健康に障害を来す原因になることがあります。

• トナーユニットや感光体ユニットは、フロッピー
ディスクや時計等磁気に弱いものの近くには保管し
ないでください。これら製品の機能に障害を与える
可能性があります。
設置・取扱いの注意 1-7



1.1 安全にご使用いただくために

1-8

bizhub162f_fax_UM_J.book  Page 8  Wednesday, April 27, 2005  5:53 PM
製品を移動させるときは

• 本製品を移動させる場合は、必ず電源プラグをコン
セントから抜いて行ってください。コードが傷つ
き、火災・感電の原因となることがあります。

• 本製品を移動する際は必ず使用書等で指定された場
所を持って移動してください。製品が落下してけが
の原因となります。
設置・取扱いの注意
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1.2 適合宣言文

レーザーの安全性

本機は、レーザーを使用するデジタル機器です。本マニュアルに記載の指示事項を守って動
作させる限り、レーザーの危険にさらされることはありません。

レーザー光放射は、保護カバーの中に完全に遮蔽されていますので、ユーザー使用のどの段
階においても、レーザー光が機外に漏れ出すことはありません。

本機はクラス 1 レーザー製品として認定されています。従って、本機が危険なレーザー放射
を発生させることはありません。

内部レーザー放射

最大平均放射パワー：プリントヘッドのレーザー開口部で 6.32 μW

波長：770-795 nm

本機は、クラス 3b のレーザーダイオードを使用し、不可視のレーザー光を放射します。

プリントヘッド部には、このレーザーダイオードと読み取り用ポリゴンミラーが組み込まれ
ています。プリントヘッド部は市場保守調整品目ではありません。したがって、プリント
ヘッド部は、どのような状況でも開けないでください。

注意

ここに規定した以外の手順による制御や調整は、危険なレーザー放射の被ばくをもたらす恐
れがあります。

これは半導体レーザーです。このレーザーダイオードの最大出力は 5 mW で波長は
770-795 nm です。

プリントヘッド

レーザー開口部
設置・取扱いの注意 1-9
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レーザー安全ラベル

下図に示すように、レーザー安全ラベルが本機の外側に貼り付けられています。

オゾン放出

本機の使用中はオゾンが発生しますが、その量は人体に悪影響を及ぼさないレベルです。

ただし、換気の悪い部屋で長時間使用したり、大量にコピー／プリントを行ったりする場合
には臭気が気になることがあります。快適な環境を保つために部屋の換気をおすすめしま
す。

電波障害について

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）の基準に基づくクラス Ａ 情
報技術装置です。この装置を家庭環境で使用すると電波妨害を引き起こすことがあります。
この場合には使用者が適切な対策を講ずるよう要求されることがあります。

この製品にはシールドされたネットワークケーブルおよびパラレルケーブルを使う必要があ
ります。そうでない場合は、電波障害を引き起こすことがあります。

高調波対策ガイドライン

本機器は社団法人ビジネス機械・情報システム産業協会が定めた複写機及び類似の機器の高
調波対策ガイドライン（家電・汎用品高調波抑制対策ガイドラインに準拠）に適合していま
す。
設置・取扱いの注意
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1.3 設置上のご注意

設置環境

次のような場所への設置は安全上好ましくありません。また本機の故障の原因になりますの
で、避けて設置してください。

カーテンなどの燃えやすいものが近くにあるところ。

水などが飛び散り、漏電を起こす危険性のあるところ。

直射日光のあたるところ。

エアコンや暖房器具の風が直接あたるような、温度や湿度が急激にかわるところ。

通気性、換気性の悪いところ。

湿気の多いところ。

ほこりの多いところ。

振動の激しいところ。

水平でないところ。

アンモニア等の有機ガスが発生するところ。

機械の排気が直接人体に当たるところ。

石油ストーブ等の発熱機器に近いところ。

設置電源

設置電源には以下の条件の電源を使用してください。

使用する電源は、電圧および周波数の変動が少ないものを使用してください。

電圧変動率：AC 100 V ± 10％以内

周波数変動：50 Hz/60 Hz ± 3 Hz 以内
設置・取扱いの注意 1-11
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設置スペース

コピー操作、ファクス操作、消耗品の交換、点検などの作業を容易にするため、下図の設置
スペースを確保してください。

*1: 本機の左側面には排熱用の排気ダクトがあるため、左側面は必ず 100 mm 以上あけてください。

*2: 本機の右側面は横カバーの開閉用に 400 mm 以上あけてください。

単位： mm

*1100 599 *2400

1024

14
75

356

11
00

37
5

1099
設置・取扱いの注意
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1.4 使用上のご注意

使用環境

いつも良い条件でご使用いただける環境の範囲は、以下の条件です。

気温 10°C ～ 30°C 温度変化率 10°C/h 以下

湿度 15% ～ 85% 湿度変化率 10%/h 以下

本機使用上のご注意

本機を最良の状態でご使用いただくために、次の点にご注意ください。

原稿ガラスの上に重いものを載せたり、衝撃を与えたりしないでください。

コピー／プリント中に、各種ドアを開けたり、メインスイッチを OFF にしたりしない

でください。紙づまりをおこします。

本機に磁石や燃えやすいガス、または液体を近づけないでください。

電源プラグはしっかり差し込んでください。

電源プラグを差し込んだコンセントが、本機などの陰に隠れてしまわないようにして

ください。

長い休みなどで長期間本機を使用しない場合は、安全のため電源プラグをコンセント

から抜いてください。

連続して多量のコピー／プリントを行う場合には、部屋の換気を行ってください。

転居、移動

引越しなどで本機を移転させる場合には、サービス実施店にご相談ください。

注意
本機の左側面にある排気ダクトがふさがれると、内部に熱がこもり、故障や火災の原因と
なります。
排気ダクトの左側面は 100 mm 以上あけてください。

注意
定着部周辺は高温となっています。
火傷の原因となりますので、ユーザーズガイド中で指定された箇所以外には手を触れない
ように注意してください。特に、「注意 やけどのおそれあり さわらないでください」とい

う表示のある箇所、およびその周辺には手を触れないでください。
高温部分に手などが触れてしまった場合は、すぐに冷たい水で冷やし、医師にご相談くだ
さい。
設置・取扱いの注意 1-13
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消耗品の取り扱い上のご注意

消耗品（トナーボトル、用紙）の取り扱いには以下の点にご注意ください。

消耗品を以下のような場所で保管しないでください。

直射日光の当るところ

火気のある暑いところ

湿気の多いところ

ほこりの多いところ

包みから取り出した用紙は、ポリ袋に入れ必ず冷暗所に保管してください。

トナーは本機専用のトナーを使用してください。他のトナーは絶対に使用しないでく

ださい。

幼児や子供の手の届く所には置かないようにしてください。

コピー／プリントの保存について

長期間保存される場合は、光による退色を防ぐため光の当らないところに保管してく

ださい。

コピー／プリントされたものを貼る場合、溶剤入りの接着剤（スプレーのりなど）を

使用すると、トナーが溶けることがあります。

注意
トナーで本体内や衣服または手などを汚さないように注意して取り扱ってください。
トナーで手を汚してしまった場合には、水や中性洗剤などを使って洗い流してください。
目に入ってしまった場合には、すぐ水で洗い流し、医師にご相談ください。
設置・取扱いの注意
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2.1 装置全体の構成とはたらき

No. 名称 説明

1 自動原稿送り装置
DF-502

自動的に原稿を 1 枚ずつ送り出し、読み込みます。

以降本文中では原稿送り装置と呼びます。

2 マルチ手差し給紙ユニット
MB-501（オプション）

用紙を最大 100 枚までセットできます。

以降本文中ではマルチ手差しトレイと呼びます。

3 ペーパーフィーダーユニット
PF-502（オプション）

用紙を 250 枚セットできるペーパーフィーダーユニット

です。
本機には 4 段まで増設できます。

以降本文中では第 2/ 第 3/ 第 4/ 第 5 トレイと呼びます。

4 専用デスク
DK-703（オプション）

本機を専用デスクの上に設置できます。
専用デスクを使用することにより、本機をフロアに設置
できます。
以降本文中では専用デスクと呼びます。

5 専用デスク
DK-702（オプション）

本機を専用デスクの上に設置できます。
専用デスクを使用することにより、本機をフロアに設置
できます。
以降本文中では専用デスクと呼びます。

6 専用デスク
DK-701（オプション）

本機を専用デスクの上に設置できます。
専用デスクを使用することにより、本機をフロアに設置
できます。
以降本文中では専用デスクと呼びます。

7 セパレータ
JS-503（オプション）

プリントされた用紙を仕分けることができます（PC プリ

ント時のみ有効）。
以降本文中ではセパレータと呼びます。

1

7

6

5

2

3

4
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* 内蔵系オプションのため、図解してありません。

8 イメージコントローラ
IC-205*（オプション）

内蔵型のプリンタコントローラです。本機を PC プリン

タ（PCL）として使用できます。

詳しくは、イメージコントローラ IC-205 のユーザーズガ

イドをご覧ください。

9 ネットワークカード
NC-502*（オプション）

内蔵型のネットワークカードです。本機にネットワーク
カード NC-502 を装着することにより、Windows および

NetWare ネットワーク環境でのネットワークプリントが

できます。

10 スキャナユニット
SU-502*（オプション）

スキャナから読み込んだ画像を、インターネットサーバ
を介してコンピュータやインターネットファクスに送信
したり、E メールを受信したりできます。

11 拡張メモリ
EM-101*（オプション）

32MB の拡張メモリです。本機で処理できる原稿枚数を増

やすことができます。
以降本文中では拡張メモリと呼びます。

12 拡張メモリ
EM-102*（オプション）

64MB の拡張メモリです。本機で処理できる原稿枚数を増

やすことができます。
以降本文中では拡張メモリと呼びます。

No. 名称 説明
おつかいになるまえに 2-3
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2.2 各部の名称とはたらき

本体

No. 名称 説明

1 コピートレイ コピー／プリントされた用紙がコピー／プリント面を下
にして排出されます。

2 前カバー トナーボトルを交換するときに開きます（p. 10-2）。

3 第 1 トレイ • 250 枚までの用紙をセットできます。

• 用紙サイズを自由に変更できます。
• 特殊紙を使用できます（p. 8-16）。

4 シングル手差しトレイ • 手差しコピーをするときに使用します。
• 用紙は 1 枚ずつ差し込みます。

• 特殊紙を使用できます（p. 4-19）。

5 ロック解除レバー 横カバーを開閉するときに使用します。

6 横カバー 紙づまりの処理をするときに開きます。

7 メカカウンタ コピー／プリントされたトータル枚数を表示します。

8 メインスイッチ 本機の電源を ON ／ OFF します（p. 2-19）。

1

2

15

4

5

7

8

14

3

16

17

12

10

9

13

11

6
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9 パラレルインターフェースコネク
タ

パラレルケーブルで PC と本機を接続するときに使用し

ます。

10 ネットワーク用コネクタ RJ45
（オプション）

本機をネットワークプリンタとして使用するときにネッ
トワークケーブルを接続します。

11 USB コネクタ USB ケーブルで PC と本機を接続するときに使用します。

12 回線コネクタ（LINE） 回線コードを接続します。

13 外付け電話機接続コネクタ (TEL） 外付け電話機のコードを接続します。

14 原稿スケール スケールの表示に合わせて原稿をセットします（p. 3-
15）。

15 原稿カバー セットされた原稿を押さえます。

16 原稿ガラス 原稿をここにセットし、原稿を読み込みます。
原稿面は下側に向けてセットします（p. 3-15）。

17 操作パネル コピー動作、送信動作や各種の設定を行う場合に使用し
ます（p. 2-10）。

No. 名称 説明
おつかいになるまえに 2-5
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本体内部

No. 名称 説明

1 感光体ユニット プリントイメージを生成します。
感光体ユニットの交換はサービス実施店で行います。

2 トナーボトルホルダー トナーボトルを交換するときに開きます。

3 圧着レバー 定着部の紙づまり処理をするときに使用します（p. 10-
6）。

1

2

3
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自動原稿送り装置／マルチ手差し給紙ユニット（オプション）

自動原稿送り装置

マルチ手差し給紙ユニット

No. 名称 説明

1 原稿排出トレイ 読み込みの終わった原稿が排出されます。

2 原稿セットガイド 原稿の幅に合わせてガイドを調整します。（p. 3-14）

3 給紙カバー 紙づまりの処理をするときに開きます。（p. 10-14）

4 原稿給紙トレイ コピー / 送信する原稿を上向きにセットします。（p. 3-14）

No. 名称 説明

5 手差しトレイ 100 枚（普通紙）、20 枚（特殊紙）、10 枚（封筒）までの

用紙をセットできます。（p. 4-14）

6 補助トレイ 大きなサイズの用紙をセットするときに引き出します。

2
4

5

6

1

3

おつかいになるまえに 2-7



2.2 各部の名称とはたらき

2-8

bizhub162f_fax_UM_J.book  Page 8  Wednesday, April 27, 2005  5:53 PM
ペーパーフィーダーユニット（オプション）

ペーパーフィーダーユニット

No. 名称 説明

1 第 2/ 第 3/ 第 4/ 第 5 トレイ • 250 枚（普通紙）までの用紙をセットできます。

• 4 段のペーパーフィーダーユニットを増設できます。

2 横カバー 紙づまりの処理をするときに開きます。（p. 10-10）

1

2
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セパレータ（オプション）

セパレータ

No. 名称 説明

1 用紙排出ランプ 上段排出トレイが上部に移動している状態で、トレイに
用紙が残っているときにランプが点灯します。

2 上段排出トレイ PC からのプリントまたはファクス受信された用紙が排出

されます。

3 下段排出トレイ コピーされた用紙がここに排出されます。

1

2

3

セパレータ装着時
おつかいになるまえに 2-9
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2.3 操作パネル部の名称とはたらき

操作パネル部の名称とはたらき

No. 名称 機能

1 エラーランプ エラーが発生したときに点灯または点滅します。
詳しくは、「こんなメッセージが 表示されたら」（p. 10-1）
をご覧ください。

2 プリンタキー／ランプ PC からのプリント中はランプが点灯し、データの転送中

はランプが点滅します。
詳しくは、プリンタドライバユーザーズガイドをご覧く
ださい。

3 確認キー カウンタの確認、通信結果の確認、レポート出力を行い
ます。

4 ユーティリティキー ユーティリティモードの設定画面に切替えます。
本体設定、トレイ設定、ユーザー保守、
管理者保守、コピー設定 1、2、ファクス登録、送信設定、

受信設定、通信設定、レポート設定、ユーザーデータ登
録、ネットワーク設定、メール設定 1、2、スキャン設定

5 ディスプレイ コピー枚数や倍率、ファクスモード、設定メニュー、エ
ラーメッセージを表示します。

6 No/C キャンセルキー 入力中の文字や数字を消去します。
前の画面に戻ります。

7 Yes 決定キー 各種設定値を決定します。

8 オート用紙／オート倍率キー オート用紙モード／オート倍率モードを選択します。

9 倍率キー
,、+キー

• 拡大／縮小の固定倍率を選択します。
• キーを押すごとに、×0.25 ～ ×4.00 の範囲で 0.01 刻み

の倍率を設定できます。（マニュアル用紙選択モード
時）
オート用紙モード選択時は ×0.50 ～ ×2.00 の範囲で選

択できます。
• 機能選択画面や一覧画面で上下キーとして使用します。

10 サイズキー コピーしたい用紙サイズのトレイを選択します。

11 原稿画質／濃度キー
、 キー

• コピーの読み取り濃度を選択します。
• 機能選択画面で左右キーとして使用します。

12 枠／折目消しキー イレース位置の選択をします。

2 3 41

20

19

18

17 15 14 12 11

5 6 7

16 13 9 810
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13 とじ代作成キー とじ代モードを選択します。

14 仕上りキー コピーの仕上りモードを選択します。

15 ネガポジ反転キー 原稿の白色部と黒色部を反転してコピーします。

16 タテ・ヨコ独立変倍キー タテとヨコの倍率を変えてコピーします。

17 コピーキー 2in1、4in1 コピーを選択します。

18 コピー設定 登録／呼出キー • コピー設定を登録できます。
• 登録したコピー設定を選択して呼び出します。

19 ブック分割キー ブック分割を選択します。

20 原稿キー 混載原稿を選択します。
ファクスキーを押すと、原稿混載ランプが点灯します。

No. 名称 機能
おつかいになるまえに 2-11
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No. 名称 機能

21 スキャンキー スキャンモードに切替えます。キーがグリーン点灯し、
スキャンモードであることを示します。
（ネットワークカード NC-502 およびスキャナユニット

SU-502 装着時のみ有効です。）

22 ファクスキー ファクスモードに切替えます。キーがグリーン点灯し、
ファクスモードであることを示します。

23 コピーキー コピーモードに切替えます。キーがグリーン色に点灯し、
コピーモードであることを示します。

24 ID キー 部門管理をしているときに使用します（p. 5-19）。

25 低電力モードキー 低電力モードに切替わります（p. 2-20）。

26 割込みキー 割り込みモードに切替わります。キーがグリーン色に点
灯し、割り込みモードであることを示します。
もう一度キーを押すと、割り込みモードを解除し、割り
込みモードに入る前のモードに戻ります（p. 4-48）。
ファクス受信／ PC プリント中にこのキーを押すと、プ

リントが停止し割り込みコピーできます。もう一度キー
を押すと、ファクス受信／ PC プリントを再開します。

27 入力切替キー 番号入力モードと文字入力モードが切替わります。

28 リセットキー • 設定をすべて解除します。
• 設定中のジョブを消去します。 
（コピーモード、ファクスモードへの切替えはできませ
ん。）

29 ストップキー • 連続コピー動作を停止させます。
• ファクス送受信を停止させます。
• PC プリントを停止させます。

30 スタートキー • コピー動作を開始します。
• ファクス送信を開始します。
• ウォームアップ中に押すと、予約コピー機能がはたら

きます（p. 2-20）。
• グリーン色に点灯しているときはコピー受け付け可能

なことを示し、オレンジ色に点灯しているときはコ
ピー開始の準備ができないことを示しています。

24

25
31

30

26

29

21

28

22 23

27
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31 テンキー • コピー部数を設定します。
• 各種設定値を入力します。
• ファクス番号を入力します。
• 短縮番号や文字を入力します。
• ファクスモードではトーン送信（ダイヤル回線）用に

キーを使用し、外線のアクセス用に # キーを使用し

ます。

No. 名称 機能
おつかいになるまえに 2-13
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No. 名称 機能

32 メモリ送信キー メモリ送信を設定します。

33 メモリ送信ランプ メモリ送信モードに設定されているときに点灯します。

34 自動受信ランプ 自動受信モードに設定されているときに点灯します。

35 オンフックキー 受話器をとった状態にします。もう一度キーを押すと、
受話器を置いた状態に戻ります。

36 ファクス画質キー 画質（送信解像度）を選択します。

37 リダイヤル／ポーズキー • 最後にかけた相手先にダイヤルします。
• ダイヤル時、内線から外線への発信、情報サービスを

受けるときの待ち時間に利用します。

38 電話帳キー ワンタッチダイヤル、グループダイヤル、短縮ダイヤル
に登録されている内容が表示されます。

39 機能キー 機能設定画面に切替えます。
順次同報送信、時刻指定通信、親展送信、親展プリント、
ポーリング送信、ポーリング受信、中継指示送信、予約
キャンセル、インターネットファクス受信（スキャナユ
ニット SU-502 装着時）

詳しくは、「便利な送信と受信」（p. 7-1）をご覧くださ

い。

40 短縮ダイヤルキー 3 桁の数字と組み合わせて、あらかじめ登録されている相

手先にダイヤルします。

41 ワンタッチダイヤルキー • あらかじめ登録されている相手先にダイヤルします。
• ワンタッチダイヤルキーとグループダイヤルの設定に

は、【01】～【27】を使用します。

• プログラムダイヤルの設定には、【24】～【27】を使用

します。

01 02 03 04 05 06 07 08 09

10 11 12 13 12 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25 26 27

33 34 35 36 37 38 39 40

41

32
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ディスプレイの角度の変えかた

ディスプレイ部分を押して角度を 3 段階に調節できます。
使いやすい角度を選んでご使用ください。

上段位置

下段位置

中段位置
おつかいになるまえに 2-15
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ディスプレイ表示について

No. ディスプレイ表示 説明

1 コピー濃度 コピー濃度設定での濃度設定状態を表示します。

オート濃度が選択されています。

マニュアル濃度が選択されています。マニュアル濃度は、9
段階で調整できます。

2

1

7

43

9

10

＜コピーモード画面＞

＜ユーティリティ画面＞

11

12

＜ファクスモード画面＞

5

11

11

12

68
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2 原稿画質 原稿の画質設定状態を表示します。

ﾓ / ｼｬ 文字 / 写真画質が選択されています。

文字と写真が混在する新聞や雑誌などの印刷された原稿か
ら、コピーするのに適したモードです。
オート濃度モードと組合わせて設定できます。

ｼｬｼﾝ 写真画質が選択されています。
パンフレットやカタログなどの印刷された原稿から、コ
ピーするのに適したモードです。モジ画質では再現できな
いハーフトーンの原稿画像（写真など）を、可能なかぎり
再現します。

ﾓｼﾞ 文字画質が選択されています。
文字だけで構成された原稿からコピーするのに適したモー
ドです。コピーされた文字のエッジをシャープに再現し、
読みやすい画像がえられます。
オート濃度モードと組合わせて設定できます。

3 コピー倍率 設定されているコピー倍率を表示します。

x ｵｰﾄ オート倍率が選択されています。
原稿サイズと選択した用紙サイズに合わせて、自動的に最
適なコピー倍率を選択します。

x1.00 等倍（×1.00）が選択されています。

原稿と同じ大きさでコピーします。

x ﾖｺ / ﾀﾃ タテ・ヨコ独立変倍が選択されています。
原稿のタテ方向とヨコ方向を異なった倍率でコピーします。

4 コピー枚数 コピー枚数を表示します。
1 ～ 99 枚まで設定可能です。

5 メッセージ表示 コピーモード中における、ファクス、PC プリントなどの状

態を表示します。

6 用紙種類 選択されている用紙種類を表示します。

普通紙または再生紙が選択されています。

ｱﾂｶﾞﾐ 厚紙が選択されています。

OHP OHP フィルムが選択されています。

ﾌｳﾄｳ 封筒が選択されています。

ﾊｶﾞｷﾌｳﾄｳ 官製はがきが選択されています。

7 用紙サイズ 選択されている用紙サイズを表示します。

フリーサイズの用紙が設定されています。

8 給紙トレイ 選択されている給紙トレイを表示します。

1 第 1 トレイが選択されています。

2 第 2 トレイが選択されています。

3 第 3 トレイが選択されています。

4 第 4 トレイが選択されています。

5 第 5 トレイが選択されています。

シングル手差しトレイまたはマルチ手差しトレイが選択さ
れています。

No. ディスプレイ表示 説明
おつかいになるまえに 2-17



2.3 操作パネル部の名称とはたらき

2-18

bizhub162f_fax_UM_J.book  Page 18  Wednesday, April 27, 2005  5:53 PM
＜ファクスモード時の絵文字一覧＞

9 モード／機能 • 各種設定メニュー、選択肢を表示します。
• エラーが発生した場合、エラーメッセージを表示します。

10 メッセージ 操作の指示メッセージなどを表示します。

11 モード／機能 • 現在選択されているモードや機能の設定状態などが表示
されます。

• 各種設定メニュー、選択肢が表示されます。
• エラーが発生した場合、エラーメッセージが表示されま

す。
• 待ち受け状態のときは、日付とメモリ残容量が表示され

ます。

12 メッセージ ファクスモード中における、PC プリントなどの状態を表示

します。

絵文字 説明

ダイヤル中 ダイヤル中です。

着信中 呼び出し（着信）を受けています。

送信中 原稿を送信中です。

受信中 原稿を受信中です。

時刻指定送信待機中 時刻指定送信待ちの文書があります。

ポーリング送信待機中 ポーリング送信待ちの文書があります。

親展受信待機中 親展受信プリント待ちの文書があります。

メモリ受信 メモリ受信中または、メモリ受信した文書があります。

No. ディスプレイ表示 説明
おつかいになるまえに
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2.4 電源について

電源を ON にする

メインスイッチの【｜】を押します。

【スタート】がオレンジ色に点灯し、ディスプレイに
「＊ｼﾊﾞﾗｸ ｵﾏﾁｸﾀﾞｻｲ ! ＊」と表示されます。

電源を OFF にする

A すべてのジョブが終了したことを確認します。

B メインスイッチの【2】を押します。

初期モード

本機の電源を ON にしたときやリセットしたときの設定を初期
モードと呼びます。初期モードは、すべての操作を行うときの
基本となります。

コピーモード

コピー枚数：1

コピー濃度：オート

倍率：等倍（×1.00）

用紙：オート用紙

仕上り：ノンソート

ファクスモード

画質：スタンダード

濃度：ふつう

送信設定：メモリ送信

受信設定：自動着信

ひとこと

• ウォームアップタイムは
室温 23°C で 30 秒以内で

す。
• ウォームアップ時でもコ
ピーを予約することがで
きます。（p. 2-20）

ユーティリティモードを
使って初期モードを変更で
きます。（p. 8-1）（p. 9-1）
おつかいになるまえに 2-19
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オートリセット

オートリセットとはコピー終了後、または本機を操作しなく
なってから一定時間が経過すると、初期モードに戻る機能です。

（工場出荷時の設定：1 分）

低電力（スリープ）モード

低電力モードは電源を OFF するかわりに本機を節電状態にする
機能です。

低電力モード中は【スタート】がグリーン色に点灯し、操作パ
ネルのディスプレイ表示は OFF になります。

低電力モードになる条件

【低電力モード】を押したとき

本機を操作しなくなってから一定時間が経過したとき

（工場出荷時の設定：15 分）

オートパワーオフ

オートパワーオフとは、本機を操作しなくなってから一定時間
が経過すると、節電のために自動で電源が OFF になる機能で
す。（工場出荷時の設定：OFF）

予約コピー

予約コピーとは、ディスプレイ右下に「＊ｳｫｰﾑｱｯﾌﾟ＊」と表示
されているときに原稿をセットし、【スタート】を押すと、コ
ピーを予約できる機能です。

ウォームアップ表示が消えると、セットされた原稿の読み込み
を開始してコピーを行います。

オートリセット機能が有効
になるまでの時間を 30 秒、

または 1 分から 5 分の間で

設定できます。
またオートリセット機能を
無効にすることもできます。
詳しくは p. 8-6 をご覧くだ

さい。

ファクスモード中は、オー
トリセット機能の設定値に
関係なく、最後のキー操作
後 1 分間を経過するとオー

トリセット機能がはたらき
ます。

低電力モード中でもオート
パワーオフ機能が有効にな
ると、本機の電源は OFF に

なります。

低電力モードが有効になる
までの時間を 1 分から 240
分の間で設定できます。詳
しくは p. 8-7 ご覧ください。

自動的にオートパワーオフ
がはたらくまでの時間を、
15 分～ 240 分の間で設定で

きます（p. 8-8）。
おつかいになるまえに
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2.5 電気を節約するには

省エネルギーのために電気を節約したいときは、「低電力（ス
リープ）モード」や「オートパワーオフモード」を使うと便利
です。

ここでは自動的に低電力（スリープ）モード、オートパワーオ
フに切り替える方法を説明します。

A 【ユーティリティ】を押します。

本体設定メニューが表示されます。

B テンキーの【2】を押します。

「ｽﾘｰﾌﾟ ﾓｰﾄﾞ」が表示されます。

C テンキーで、機能が有効になるまでの時間を入力し、
【Yes】を押します。

D テンキーの【3】を押します。

「ｵｰﾄﾊﾟﾜｰｵﾌ」が表示されます。

• タイマー設定は、1 分～

240 分の間で設定できま

す。
• 数値を訂正したい場合は、
【No】を押して入力しな

おします。
おつかいになるまえに 2-21
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管理者保守メニューで、オートパワーオフしない設

定の「ｷｮｶ」を選択しているときは、下の画面が表
示されます。

【 】、【 】で「ON」を選択し、【YES】を押

してください。

E テンキーで、機能が有効になるまでの時間を入力し、
【Yes】を押します。

F 【No】を押します。

基本画面が表示されます。

• タイマー設定は、15 分～

240 分の間で設定できま

す。
• 数値を訂正したい場合は、
【No】を押して入力しな

おします。
おつかいになるまえに
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第 3章 コピー／ファクスをとるまえに
コピー／ファクスをとる前に知っておくと便利なことについて説明します。
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3.1 用紙について

以下の表に示す条件を満たす用紙を使用してください。

用紙種類

2：セット可

—：セット不可

ひとこと

第 2/ 第 3/ 第 4/ 第 5 トレイ、

マルチ手差しトレイはオプ
ションです。

用紙種類
普通紙 厚紙 再生紙

坪量（g/m2）

給紙口／その他 60 ～ 90 g/m2 91 ～ 157 g/m2 60 ～ 90 g/m2

シングル手差しトレイ 2 2 2

マルチ手差しトレイ 2 2 2

第 1 トレイ 2 2 2

第 2 トレイ 2 — 2

第 3 トレイ 2 — 2

第 4 トレイ 2 — 2

第 5 トレイ 2 — 2

用紙種類 特殊紙

官製
はがき

OHP
フィルム

ラベル
用紙

封筒
給紙口／その他

シングル手差しトレイ 2 2 2 2

マルチ手差しトレイ 2 2 2 2

第 1 トレイ 2 2 2 2

第 2 トレイ — — — —

第 3 トレイ — — — —

第 4 トレイ — — — —

第 5 トレイ — — — —
コピー／ファクスをとるまえに
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用紙サイズ

不定形紙

定形紙

2：セット可

—：セット不可

ひとこと

第 2/ 第 3/ 第 4/ 第 5 トレイ、

マルチ手差しトレイはオプ
ションです。

給紙口 用紙幅 用紙長

シングル手差しトレイ 90 mm ～ 297 mm 140 mm ～ 432 mm

マルチ手差しトレイ 90 mm ～ 297 mm 140 mm ～ 432 mm

第 1 トレイ 90 mm ～ 297 mm 140 mm ～ 432 mm

第 2 トレイ 182 mm ～ 297 mm 140 mm ～ 432 mm

第 3 トレイ 182 mm ～ 297 mm 140 mm ～ 432 mm

第 4 トレイ 182 mm ～ 297 mm 140 mm ～ 432 mm

第 5 トレイ 182 mm ～ 297 mm 140 mm ～ 432 mm

用紙サイズ A3 
wwww

B4 
wwww

A4 
wwww

A4 
v

B5 
wwww

B5 
vvvv

A5 
wwww

A5 
vvvv

給紙口／その他

シングル手差しトレイ 2 2 2 2 2 2 2 2

マルチ手差しトレイ 2 2 2 2 2 2 2 2

第 1 トレイ 2 2 2 2 2 2 2 2

第 2 トレイ 2 2 2 2 2 2 — 2

第 3 トレイ 2 2 2 2 2 2 — 2

第 4 トレイ 2 2 2 2 2 2 — 2

第 5 トレイ 2 2 2 2 2 2 — 2
コピー／ファクスをとるまえに 3-3
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用紙セット枚数

—：セット不可

ひとこと

第 2/ 第 3/ 第 4/ 第 5 トレイ、

マルチ手差しトレイはオプ
ションです。

用紙種類
普通紙 厚紙 再生紙

坪量（g/m2）

給紙口／その他 60 ～ 90 g/m2 91 ～ 157 g/m2 60 ～ 90 g/m2

シングル手差しトレイ 1 枚 1 枚 1 枚

マルチ手差しトレイ 100 枚 20 枚 100 枚

第 1 トレイ 250 枚 20 枚 250 枚

第 2 トレイ 250 枚 — 250 枚

第 3 トレイ 250 枚 — 250 枚

第 4 トレイ 250 枚 — 250 枚

第 5 トレイ 250 枚 — 250 枚

用紙種類 特殊紙

官製は
がき

OHP
フィルム

ラベル
用紙

封筒
給紙口／その他

シングル手差しトレイ 1 枚 1 枚 1 枚 1 枚

マルチ手差しトレイ 20 枚 20 枚 20 枚 10 枚

第 1 トレイ 20 枚 20 枚 20 枚 10 枚

第 2 トレイ — — — —

第 3 トレイ — — — —

第 4 トレイ — — — —

第 5 トレイ — — — —
コピー／ファクスをとるまえに
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コピー／プリントに適さない用紙

以下に示す用紙は使用しないでください。コピー／プリント品
質の低下や、紙づまり、故障の原因になります。

一度通紙した OHP フィルム

白紙状態で排出された OHP フィルムであっても再使用で

きません

熱転写プリンタやインクジェットプリンタでプリントさ

れた用紙

厚すぎる用紙や薄すぎる用紙

折り目、反り、しわ、破れのある用紙

開封後に長期経過した用紙

吸湿した用紙

バインダー用の穴があいている用紙、ミシン目のある用

紙

表面が滑らかすぎる用紙、表面が粗すぎる用紙、表面が

一様でない用紙

カーボン紙、感熱紙、感圧紙のような表面が加工された

用紙

箔押し、エンボス等の加工が施されている用紙

形が不規則な用紙（長方形でない用紙）

のり、ステープル、クリップなどで綴じられている用紙

ラベルが貼ってある用紙

リボンやフック、ボタン等の付いている用紙
コピー／ファクスをとるまえに 3-5
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3.2 画像コピー／プリント領域

以下に示す領域の画像はコピー／プリントされませんので注意
してください。

用紙の後端より 4 mm（等倍時）のエリア（A）

用紙の先端より 4 mm（等倍時）のエリア（B）

用紙の端より 4 mm（等倍時）のエリア（C）
PC からプリントする場合

については、「プリンタドラ
イバユーザーズガイド」を
ご覧ください。オプション
のイメージコントローラ IC-
205 を装着している場合は、

「イメージコントローラ IC-
205 ユーザーズガイド」を

ご覧ください。

AB

C

C

A, B, C: 4 mm （等倍時）

排紙方向
コピー／ファクスをとるまえに
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3.3 用紙の保管

用紙は以下の注意点を守って取り扱ってください。

用紙を保管するときには、次のような場所は避けてくだ

さい。

直射日光の当たるところ

火気のあるところ

湿気のあるところ

ほこりのあるところ

包みから取り出した用紙はポリ袋に入れ、必ず冷暗所で

保管してください。

幼児や子供の手の届くところには置かないようにしてく

ださい。
コピー／ファクスをとるまえに 3-7
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3.4 用紙のセットのしかた

用紙をセットするときに、以下の注意事項を必ず守ってくださ
い。

用紙がカールしている（反っている）場合は、用紙の

カール（反り）をなおしてからセットしてください。

用紙は▼マークまたは規定枚数を超えないようにセット

してください。

ガイド板を確実に用紙の端面にあわせてください。
コピー／ファクスをとるまえに
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第 1 トレイに用紙をセットする

給紙ローラの表面には手を
触れないように注意してく
ださい。

A 第 1 トレイを引き出します。

B 押し上げ板を“カチッ”と音がするまで押し下げます。

用紙は ,マークをこえない

ようにセットしてください。

C 用紙をセットします。

給紙ローラ

押し上げ板
コピー／ファクスをとるまえに 3-9
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D 用紙のサイズにあわせ、ガイド板を調整します。

E 第 1 トレイをもとに戻します。

第 2/ 第 3/ 第 4/ 第 5 トレイに用紙をセットする

A トレイを引き出します。

B 押し上げ板を“カチッ”と音がするまで押し下げます。

ガイド板は、必ず用紙の端
面にあわせてください。

押し上げ板
コピー／ファクスをとるまえに
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C 用紙をセットします。

ガイド板は、必ず用紙の端
面にあわせてください。

D 用紙のサイズに合わせ、ガイド板を調整します。

E トレイをもとに戻します。

用紙は ,マークをこえない

ように、ツメの下にセット
してください。
コピー／ファクスをとるまえに 3-11
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3.5 原稿について

原稿送り装置を使用する場合

原稿送り装置は、多数の原稿を 1 枚ずつ送り出して読み込み、
読み込み終わると自動的に排出する装置です。この装置の機能
を十分発揮させるために、適正な原稿をご使用ください。

適正な原稿を使用しないと、原稿づまりや原稿破損、本機の故
障の原因となります。

原稿のタイプ

片面の原稿 混載の原稿

原稿セット方法 原稿種類 原稿サイズ

原稿送り装置の場合 シート原稿
片面原稿

（50 g/m2 ～

110 g/m2）

混載原稿

（60 g/m2 ～ 90 

g/m2）

A3 w、B4 w、A4 w/v、B5 
w/v、A5 w/v
原稿幅：90 mm ～ 297 mm
原稿長さ：210 mm ～ 420 
mm
ファクス送信の場合、原稿
の長さは 1,000 mm まで読

み取りできます。ただし A3
幅をスーパーファインで読
み取る場合は 900 mm まで

です。
混載原稿の場合以下の組み
合わせができます。
A3 wと A4 v
B4 wと B5 v

原稿ガラスの場合 シート原稿、
ブック原稿、
立体物
最大質量 3 kg

A3 w、B4 w、A4 w/v、B5 
w/v、A5 w/v

原稿幅：297 mm まで

原稿長さ：432 mm まで
コピー／ファクスをとるまえに
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原稿についての注意

以下のような原稿は原稿づまりや原稿破損、本機の故障の原因
になるため、原稿送り装置に適していません。原稿ガラス上に
原稿をセットしてください。

折り目のついた原稿（2 つ折り、Z 折りなど）

第 2 原図などの透明度の高い原稿

とじ穴のあいた原稿（とじ穴の数が 2 個～ 4 個）

ルーズリーフなどの、とじ穴が多い原稿

感熱紙やカーボン紙など、原稿表面にコーティング処理

されている原稿

インクジェットプリンタ用の用紙

本機でコピー／プリントした直後の用紙

反り返った原稿

しわや破れのある原稿

OHP フィルム

原稿ガラス上に、不定形サ
イズの原稿をセットしたと
きは、オート用紙、オート
倍率機能が使用できません。
不定形サイズの原稿をセッ
トしたときは、【サイズ】を
押してコピーする用紙を選
択するか、【倍率】を押して
コピー倍率を選択してくだ
さい。（p. 4-39）
コピー／ファクスをとるまえに 3-13
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3.6 原稿のセットのしかた

原稿のセットのしかたには、原稿送り装置にセットする方法と、
原稿ガラス上にセットする方法があります。原稿の種類にあわ
せて最適な方法で原稿をセットしてください。

原稿送り装置に原稿をセットする

A 原稿セットガイドを開きます。

B 原稿のコピーする面を上に向けてセットします。

原稿を正しくセットしない
と、原稿が斜め送りされる
原因になります。

C 原稿セットガイドを原稿サイズにあわせます。

• 原稿のセット枚数は最大
50 枚までです。

• 原稿は ,マークをこえな

いようにセットしてくだ
さい。
コピー／ファクスをとるまえに
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原稿ガラス上に原稿をセットする

普通紙や原稿送り装置に適さない原稿をセットする場合は、以
下の手順でセットしてください。

A 原稿送り装置を開きます。

B 原稿のコピーする面を下に向けてセットします。

原稿は原稿ガラス左側と上側にある原稿スケールに

あわせます。

C 原稿送り装置を静かに閉じます。
コピー／ファクスをとるまえに 3-15
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透明度の高い原稿をセットする

OHP フィルム、トレーシングペーパー、第 2 原図などの透明度
の高い原稿をセットする場合は、以下の手順でセットしてくだ
さい。

A 原稿送り装置を開きます。

B 原稿のコピーする面を下に向けてセットします。

原稿は原稿ガラス左側と上側にある原稿スケールに

あわせます。

C 原稿と同じサイズの白紙を原稿の上に重ねます。

D 原稿送り装置を静かに閉じます。
コピー／ファクスをとるまえに
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ブック原稿をセットする

本や雑誌など、綴じてある見開き原稿をセットする場合は、以
下の手順でセットしてください。

A 原稿送り装置を開きます。

原稿ガラスの上には 3 kg を

超えるような重い原稿は載
せないでください。また、
ブック原稿などをセットす
る場合、強い力で上から押
さえつけないようにしてく
ださい。故障の原因となり
ます。

B ブック原稿を原稿ガラスにセットします。

見開きコピーの場合、原稿スケール左奥側の （矢

印）マークにあわせます。

ブック分割コピーの場合、原稿の天部（上側）を奥

側にし、ブック原稿の中央を奥側にある原稿スケー
ルの — マークにあわせます。

C 原稿送り装置を静かに閉じます。
コピー／ファクスをとるまえに 3-17
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サイズが異なる原稿をセットする（混載原稿）

混載原稿とは、原稿送り装置にサイズの異なる原稿を一度に
セットしてコピーをとる機能です。

A 原稿セットガイドを開きます。

B 原稿のコピーする面を上に向けてセットします。

原稿の幅が同じ場合のみ混
載原稿コピーができます。
原稿の組み合わせは以下の
とおりです。
A3 wと A4 v、B4 wと B5 
v

原稿 コピー

（オート用紙モード）

• 原稿のセット枚数は最大
50 枚までです。

• 原稿は ,マークをこえな

いようにセットしてくだ
さい。
コピー／ファクスをとるまえに
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C 原稿セットガイドを原稿サイズにあわせます。

D 【原稿】を押します。

混載原稿ランプが点灯します。

E 【オート用紙／オート倍率】を押し、オート用紙を選択
します。

ディスプレイ下行に「ｵｰﾄ」が表示されていること

を確認します。

F 【スタート】を押します。

原稿を正しくセットしない
と原稿が斜め送りされる原
因となります。
コピー／ファクスをとるまえに 3-19
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3.7 文字の入力のしかた

発信元を登録したり、ワンタッチダイヤルキーなどに相手先の
名前を登録したりするときの、文字の入力のしかたについて説
明します。

キー操作

テンキーで数字、カタカナ、英字、記号を入力します。

数字、英字／記号とカタカナの入力切り換えは【入力切替】で
行います。

数字入力時は、［1］がディスプレイに表示されます。

英字／記号入力時は、［A］がディスプレイに表示されます。

「→」は「~」（チルダ）として扱われます。

カタカナ入力時は［ｱ］がディスプレイに表示されます。

テンキーの各キーで使用できる文字は、以下の表のようになっ
ています。

＜テンキー入力文字列一覧＞

* テンキーを繰り返し押すと、文字・記号が各欄に記されて
いる順番でディスプレイに表示されます。

テンキー
入力文字列 *

［1］ ［A］ ［ア］

1 1 .（ピリオド）@ 
_ （アンダー

バー） -（ハイフ

ン）1

アイウエオ
ァィゥェォ

2 2 ABC2abc カキクケコ

3 3 DEF3def サシスセソ

4 4 GHI4ghi タチツテトッ

5 5 JKL5jkl ナニヌネノ

6 6 MNO6mno ハヒフヘホ

7 7 PQRS7pqrs マミムメモ

8 8 TUV8tuv ヤユヨャュョ

9 9 WXYZ9wxyz ラリルレロ

0 0 （スペース）0 ワヲン（スペース）

* + & / ∗ = ! ? ( ) % 
[ ] ^ ‘ ’ { } | →$ , : ; 
< > “ 

ﾞﾟ

# # # #
コピー／ファクスをとるまえに
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入力モードの変更

【入力切替】を押すたびに、番号入力モードと文字入力モードが
切替わります。

［1］：番号を入力できます。

［A］：アルファベット、記号を入力できます。

［ｱ］：カナを入力できます。
コピー／ファクスをとるまえに 3-21
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入力例

名前を入力する場合の例：　エイギョウブ

【入力切替】を押して入力モード［ア］を選択します。

※ ディスプレイ上のカーソル（_）は、その位置の文字と交互
に表示されます。

NAME=_
OK=YES ［ア］

【1】× 4 回

NAME= ｴ
［ア］

キー

NAME= ｴ _
［ア］

【1】× 2 回

NAME= ｴｲ
［ア］

【2】× 2 回

NAME= ｴｲｷ
［ア］

【 】× 1 回

NAME= ｴｲｷﾞ
［ア］

【8】× 6 回

NAME= ｴｲｷﾞｮ
［ア］

【1】× 3 回

NAME= ｴｲｷﾞｮｳ
［ア］

【6】× 3 回

NAME= ｴｲｷﾞｮｳﾌ
［ア］

【 】× 1 回

NAME= ｴｲｷﾞｮｳﾌﾞ
［ア］
コピー／ファクスをとるまえに
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文字列の訂正のしかたと入力時の注意

入力済みの文字列をすべて消去したい場合は、【No】を長

押しします。

入力済みの文字列の一部を削除したい場合は、【 】、

【 】で削除したい文字の上にカーソル（_）を移動さ

せ、【No】を押します。

入力済みの文字列を修正したい場合は、【 】、【 】

で修正したい文字の上にカーソル（_）を移動させ、文字

を入力します。（カーソル位置の文字は、入力した文字に
置替えられます。）

テンキーで文字を入力するとき、直前に入力した文字と

次に入力する文字で同じキーを使う場合は、次の文字を

入力する前に【 】を押します。（前ページの入力例を
ご覧ください。）

スペースを入力したい場合は、テンキーの【0】を押しま

す。

すべての入力、登録をキャンセルしたい場合は、【リセッ

ト】を押します。
コピー／ファクスをとるまえに 3-23
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3.8 最初に必要な登録と設定の確認

本機の持っている機能を十分に活用していただくために、ここ
で説明している時刻やワンタッチダイヤルキーなどをあらかじ
め登録してください。

また、各種レポートのプリントのしかたなどは、工場出荷時に
設定してありますが、利用状況に応じて変更できます。本機の
操作に入る前に、これらをご確認ください。

必要な登録

はじめてお使いになるときは、必ず以下の登録を行ってくださ
い。

現在の日付／時刻

自局ファクス番号

回線種別の設定

通信回線（外線／内線）の設定

以下の登録をしておくと、本機を有効に利用できます。登録す
ることをおすすめします。

発信元（こちらの名前や番号）

ワンタッチダイヤル

短縮ダイヤル

プログラムダイヤル

初期設定の確認

各種機能の設定状態は、工場出荷時にあらかじめ設定されてい
ます。お買い上げいただいたときの設定内容を確認し、利用状
況に合わせて変更してください。（「第 8 章 ユーティリティ／コ
ピー設定」、「第 9 章 ユーティリティ／ファクス設定」をご覧く
ださい。）
コピー／ファクスをとるまえに
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現在の日付／時刻を設定する

A 【ユーティリティ】を押します。

「ﾎﾝﾀｲ ｾｯﾃｲ ?」画面が表示されます。

B 【,】を 11 回押し、「ﾕｰｻﾞｰﾃﾞｰﾀ ﾄｳﾛｸ ?」を選択します。

C テンキーの【1】を押し、「ﾆﾁｼﾞ ｾｯﾃｲ」を選択します。

時刻は 24 時間制で指定し

ます。

D テンキーで時刻を入力します。

時刻、日付入力画面では【 】、【 】でカーソ

ル（_）を移動させることができます。
コピー／ファクスをとるまえに 3-25
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E テンキーで日付（年月日）を入力します。

F 【Yes】を押し、タイムゾーンの設定画面を表示させま
す。

【,】、【+】でタイムゾーンを選択します。

G 【Yes】を押します。

「ﾕｰｻﾞｰ ﾃﾞｰﾀ ﾄｳﾛｸ ?」画面が表示されます。

【リセット】を押すと基本画面に戻ります。

年は西暦の下 2 桁で指定し

ます。

ひとこと

ネットワークカード NC-
502 とスキャナユニット

SU-502 を装着したときの

み、この設定が必要です。

日本国内の場合は、+09:00
が標準です。
コピー／ファクスをとるまえに
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自局のファクス番号を登録する

送信原稿のヘッダーに付ける自局のファクス番号を登録します。

A 【ユーティリティ】を押します。

「ﾎﾝﾀｲ ｾｯﾃｲ ?」画面が表示されます。

B 【,】を 11 回押し、「ﾕｰｻﾞｰﾃﾞｰﾀ ﾄｳﾛｸ ?」を選択します。

C テンキーの【2】を押し、「ﾌｧｸｽﾅﾝﾊﾞｰ」を選択します。

D テンキーでファクス番号を入力します。

E 【Yes】を押します。

「ﾕｰｻﾞｰ ﾃﾞｰﾀ ﾄｳﾛｸ ?」画面が表示されます。

文字列の入力方法について
は「文字の入力のしかた」
（p. 3-20）をご覧ください。

• ファクス番号は最大 20 桁

まで入力できます。
• 入力可能な文字：　数字
（0 ～ 9）、スペース、+、-
コピー／ファクスをとるまえに 3-27
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発信元名を登録する

送信原稿のヘッダーに付ける発信元名を登録します。

A 【ユーティリティ】を押します。

「ﾎﾝﾀｲ ｾｯﾃｲ ?」画面が表示されます。

B 【,】を 11 回押し、「ﾕｰｻﾞｰﾃﾞｰﾀ ﾄｳﾛｸ ?」を選択します。

C テンキーの【3】を押し、「ﾊｯｼﾝﾓﾄ」を選択します。

D テンキーで発信元名を入力します。

E 【Yes】を押します。

「ﾕｰｻﾞｰ ﾃﾞｰﾀ ﾄｳﾛｸ ?」画面が表示されます。

発信元は、送信した原稿の
先端にプリントされます。
発信元を付けずに送信する
こともできます。

文字列の入力方法について
は「文字の入力のしかた」
（p. 3-20）をご覧ください。

発信元名は最大 32 文字ま

で登録できます。
コピー／ファクスをとるまえに
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回線種別を設定する

電話回線には、プッシュ回線（PB) とダイヤル回線（DP10pps、
DP20pps）があります。ご使用の電話回線の種別と本機の設定
を合わせないと送信できません。ご使用の電話回線の種別をご
確認のうえ、回線種別を設定してください。ご使用の回線種別
がわからない場合は、最寄りの NTT 窓口へお問い合わせくださ
い。

A 【ユーティリティ】を押します。

「ﾎﾝﾀｲ ｾｯﾃｲ ?」画面が表示されます。

B 【,】を 9 回押し、「ﾂｳｼﾝ ｾｯﾃｲ ?」を選択します。

C テンキーの【1】を押し、「ﾄｰﾝ / ﾊﾟﾙｽ」を選択します。

D 【 】、【 】で「ﾄｰﾝ」（プッシュ回線）または
「ﾊﾟﾙｽ」（ダイヤル回線）を選択し、【Yes】を押します。
コピー／ファクスをとるまえに 3-29
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E 「ﾊﾟﾙｽ」を選択した場合、「10pps」か「20pps」を選択
し、【Yes】を押します。

「ﾂｳｼﾝ ｾｯﾃｲ ?」画面が表示されます。
コピー／ファクスをとるまえに
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通信回線を設定する

接続している通信回線が、「PSTN（公衆網電話線）」か「PBX
（構内電話交換機）」かを設定します。

「PBX」の場合、外線接続（または内線接続）のダイヤル番号を
登録します。外線接続（内線接続）のダイヤル番号は【#】に登
録されます。

A 【ユーティリティ】を押します。

「ﾎﾝﾀｲ ｾｯﾃｲ ?」画面が表示されます。

B 【,】を 9 回押し、「ﾂｳｼﾝ ｾｯﾃｲ ?」を選択します。

C テンキーの【3】を押し、「PSTN/PBX」を選択します。

D 【 】、【 】で「PSTN」（公衆網電話線）か「PBX」
（構内電話交換機）を選択し、【Yes】を押します。
コピー／ファクスをとるまえに 3-31
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E 「PBX」を選択した場合、外線接続するためのダイヤル
番号を登録します。テンキーでダイヤル番号を入力し、

【Yes】を押します。

「ﾂｳｼﾝ ｾｯﾃｲ ?」画面が表示されます。
コピー／ファクスをとるまえに
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第 4章 コピーのとりかた
基本的なコピーのとりかたについて説明します。

4.1 コピーする ...................................................................................................... 4-2

4.2 コピーの停止／再開／消去について .............................................................. 4-8

4.3 用紙の選択のしかた ....................................................................................... 4-9

4.4 手差しでコピーする ..................................................................................... 4-13

4.5 いろいろな用紙にコピーする ....................................................................... 4-25

4.6 倍率を指定してコピーする ........................................................................... 4-39

4.7 コピー濃度を変更してコピーする ................................................................ 4-45

4.8 割り込んでコピーする .................................................................................. 4-48

4.9 マシンカウンタを確認する ........................................................................... 4-50
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4.1 コピーする

原稿をセットし、コピーをとるための基本的な操作手順を説明
します。

コピーの基本的なとりかた

「原稿のセットのしかた」
（p. 3-14）をご覧ください。

A 原稿をセットします。

B 操作パネルで、必要な機能を設定します。

C テンキーでコピー部数を設定します。

•「用紙の選択のしかた」
（p. 4-9）をご覧ください。

•「倍率を指定してコピーす
る」（p. 4-39）をご覧くだ

さい。
•「コピー濃度を変更してコ
ピーする」（p. 4-45）をご

覧ください。
•「一歩進んだコピーのとり
かた」（p. 5-1）をご覧く

ださい。

• コピー部数は、1 枚から

99 枚までの間で設定しま

す。
•【No】を押すと設定した

部数はクリアされます。
コピーのとりかた
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D 【スタート】を押します。

コピーが開始されます。

コピーを途中で中断する場
合は、【ストップ】を押して
ください。
コピーのとりかた 4-3
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定形サイズの原稿を異なる定形サイズに縮小

／拡大する

ここでは A4 サイズの原稿を B4 サイズに拡大してコピーする例
を説明します。

「原稿のセットのしかた」
（p. 3-14）をご覧ください。

A 原稿をセットします。

ひとこと

【倍率】を押すたびに、表示
される固定倍率が切り替わ
ります。

B 【倍率】を押します。

ディスプレイに「A4 → B4」と表示されます。

給紙トレイの用紙サイズ設
定を変更するときは p. 8-15
をご覧ください。

C コピーする用紙を確認します。

「オート」と表示されているときは、トレイに B4 の

用紙がセットされていることを確認します。

「オート」と表示されないときは、【サイズ】を押し

て「オート」を表示してください。
コピーのとりかた
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D 必要に応じてその他の項目を設定します。

E 【スタート】を押します。
•「コピー／ファクスをとる
まえに」（p. 3-1）をご覧

ください。
•「一歩進んだコピーのとり
かた」（p. 5-1）をご覧く

ださい。
コピーのとりかた 4-5
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図面や写真を鮮明にコピーする

コピーする原稿にあわせて、「ﾓｼﾞ」、「ｼｬｼﾝ」、「ﾓ / ｼｬ」を指定す
ると、原稿を鮮明にコピーできます。

「原稿のセットのしかた」
（p. 3-14）をご覧ください。

A 原稿をセットします。

B 【原稿画質／濃度】を押します。

「ｼｬｼﾝ」、または「ﾓ / ｼｬ」を選択します。

C 【 】、【 】を押し、濃度を調整します。

原稿の文字、用紙の色や濃さにあわせて調整してく

ださい。
コピーのとりかた
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D コピーする用紙を確認します。

「オート」または、給紙トレイを指定するときは

【サイズ】を繰り返し押します。

E 必要に応じてその他の項目を設定します。

F 【スタート】を押します。
•「コピー／ファクスをとる
まえに」（p. 3-1）をご覧

ください。
•「一歩進んだコピーのとり
かた」（p. 5-1）をご覧く

ださい。
コピーのとりかた 4-7
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4.2 コピーの停止／再開／消去について

コピー中のジョブは、以下の手順で中断できます。

A コピーの設定をし【スタート】を押します。

コピーが開始されます。

B コピー中に【ストップ】を押します。

「＊ｼﾊﾞﾗｸ ｵﾏﾁｸﾀﾞｻｲ ! ＊」と表示され、ジョブが停止し
ます。

停止中のジョブを再開する場合は、

「ｽﾀｰﾄｷｰ ﾃﾞ ｻｲｶｲ ﾃﾞｷﾏｽ」が表示されているときに【ス
タート】を押します。

停止中のジョブを消去する場合は、

「ｽﾀｰﾄｷｰ ﾃﾞ ｻｲｶｲ ﾃﾞｷﾏｽ」が表示されているときに【No】
を押します。「＊ｺﾋﾟｰ ｦ ｷｬﾝｾﾙ ｼﾏｼﾀ＊」と表示され、
ジョブが消去されます。
コピーのとりかた
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4.3 用紙の選択のしかた

コピーをとるときに用紙を選択する方法は 2 種類あります。

オート用紙：

原稿サイズと設定されたコピー倍率をもとに、適切な用
紙がセットされているトレイを自動的に選択します。

マニュアル用紙選択：

コピーをする前に、希望する用紙がセットされているト
レイを指定します。

オート用紙選択のしかた

「原稿のセットのしかた」
（p. 3-14）をご覧ください。

A 原稿送り装置に原稿をセットします。

B 【オート用紙／オート倍率】を押し、オート用紙を選択
します。

ディスプレイ下行に「オート」が表示されているこ

とを確認します。

• 第 1 トレイに OHP フィ

ルム、官製はがき、厚紙、
封筒などの特殊紙をセッ
トできます。特殊紙を
セットする場合は、あら
かじめユーティリティ
モードの「ﾄﾚｲｾｯﾃｲ」で
「ﾄﾚｲ 1 ﾖｳｼ」を設定してく
ださい。詳しくは、「第 1
トレイ用紙の設定をする」
（p. 8-18）をごらんくださ

い。
• 第 1 トレイを特殊紙設定

している場合は、オート
用紙を選択したときに第
1 トレイは選択されませ

ん。
コピーのとりかた 4-9
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C 必要に応じてその他の項目を設定します。

D テンキーでコピー部数を設定し、【スタート】を押しま
す。

マニュアル用紙選択のしかた

「原稿のセットのしかた」
（p. 3-14）をご覧ください。

A 原稿をセットします。

B 【サイズ】を押し、希望する用紙サイズを選択します。

ディスプレイ下行の用紙サイズを確認します。

•「倍率を指定してコピーす
る」（p. 4-39）をご覧くだ

さい。
•「コピー濃度を変更してコ
ピーする」（p. 4-45）をご

覧ください。
•「一歩進んだコピーのとり
かた」（p. 5-1）をご覧く

ださい。

ディスプレイに「ﾖｳｼ ｦ 
ｾﾝﾀｸ ﾃﾞｷﾏｾﾝ」と表示された
場合は、トレイに適切な用
紙がセットされていません。
適切なサイズの用紙をセッ
トするか、【サイズ】を押し
て別の用紙を選択し、再度
【スタート】を押してくださ
い。
コピーのとりかた
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C 必要に応じてその他の項目を設定します。

D テンキーでコピー部数を設定し、【スタート】を押しま
す。

オートトレイチェンジ機能

オートトレイチェンジ機能とは、コピー／プリント中に現在選
択中のトレイに用紙がなくなった場合、他のトレイに自動的に
切り替えてコピー／プリントを続ける機能です。

現在選択中のトレイとは別のトレイ（シングル手差しトレイを
除く）が以下の条件のときオートトレイチェンジがはたらきま
す。

同じサイズの用紙がセットされているとき

同じ種類の用紙がセットされているとき

用紙が同じ向きにセットされているとき

各トレイにセットされている用紙の種類が「ﾌﾂｳｼ」、

「ｻｲｾｲｼ」のとき

•「倍率を指定してコピーす
る」（p. 4-39）をご覧くだ

さい。
•「コピー濃度を変更してコ
ピーする」（p. 4-45）をご

覧ください。
•「一歩進んだコピーのとり
かた」（p. 5-1）をご覧く

ださい。

• シングル手差しトレイに
用紙がセットされている
ときは、オートトレイ
チェンジは機能しません。

• オプションのマルチ手差
しトレイと第 2/ 第 3/ 第
4/ 第 5 トレイを装着すれ

ば、最大で 1,350 枚の連

続コピー／プリントがで
きます。大量の連続コ
ピー／プリントをする場
合は、全てのトレイ（シ
ングル手差しトレイを除
く）で左記の条件をそろ
えて用紙をセットしてく
ださい。

• すべてのトレイに用紙が
なくなった場合、画面の
表示にしたがって用紙を
補給してください。画面
表示されたトレイ以外の
トレイに用紙をセットし
ても、コピー／プリント
が再開されないことがあ
ります。
コピーのとりかた 4-11
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トレイチェンジの順序

オートトレイチェンジ機能が動作する場合、以下の優先順位で
トレイが選択されます。

第 1 トレイ ⇒ 第 2 トレイ ⇒ 第 3 トレイ ⇒ 第 4 トレイ ⇒ 第 5
トレイ⇒ マルチ手差しトレイ 第 1 トレイ、またはマルチ

手差しトレイに OHP フィ

ルムやラベル用紙などの特
殊紙をセットしている場合、
オートトレイチェンジ機能
がはたらき、誤って給紙さ
れる恐れがあります。
このような場合、以下の設
定をすることをおすすめし
ます。
• 第１トレイに特殊紙を
セットしたときはユー
ティリティの「トレイ１
ヨウシ」で用紙タイプを
変更します。（p. 8-18）

• マルチ手差しトレイに特
殊紙をセットしたときは、
用紙をセットしたあとに
用紙種類を設定します。
（p. 4-22）
コピーのとりかた
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4.4 手差しでコピーする

トレイにセットされていないサイズの用紙にコピーする場合や、
OHP フィルム、官製はがき、厚紙などの特殊紙にコピーする場
合に手差しトレイを使用します。

手差しコピーできる用紙

種類：

普通紙、再生紙（紙厚：60 g/m2 ～ 90 g/m2）

特殊紙

厚紙（紙厚：91 g/m2 ～ 157 g/m2）

OHP フィルム

官製はがき

ラベル用紙

封筒

サイズ：

最大サイズ：297 mm × 432 mm

最小サイズ：90 mm × 140 mm

マルチ手差しトレイの調整について

用紙サイズにあわせて、補助トレイを以下のように調整できま
す。

シングル手差しトレイを
使ってコピーをするときは、
用紙を 1 枚ずつセットして

ください。

マルチ手差しトレイ（オプ
ション）装着時の用紙セッ
ト枚数については、p. 3-4
をご覧ください。
コピーのとりかた 4-13
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手差しトレイに普通紙をセットする

シングル手差しトレイにセットできる用紙は 1 枚です。

マルチ手差しトレイにセットできる用紙は 100 枚までです。,
マークをこえないようにセットしてください。

A 手差しトレイに用紙をセットします。

B 用紙サイズにあわせ、ガイドと補助トレイを調整しま
す。

普通紙以外の用紙をセット
したときは、操作パネルで
用紙種類の設定が必要です。

• コピーする面を下に向け
て用紙をセットしてくだ
さい。

• 必ず用紙のカール（反り）
をなおしてからセットし
てください。
コピーのとりかた
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手差しトレイに官製はがきをセットする

シングル手差しトレイにセットできる用紙は 1 枚です。

マルチ手差しトレイにセットできる用紙は 20 枚までです。

A 図のように w（タテ）向きにし、コピーする面を下向
きにセットします。

• 官製はがきは、v（ヨコ）

向きにセットしないでく
ださい。

• 官製はがきをセットした
後は、操作パネルで用紙
種類を設定してください。
コピーのとりかた 4-15
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手差しトレイに OHP フィルムをセットする

シングル手差しトレイにセットできる用紙は 1 枚です。

マルチ手差しトレイにセットできる用紙は 20 枚までです。

A 原稿にあわせ w（タテ）向きまたは v（ヨコ）向きに
セットします。

OHP フィルムをセットした

後は、操作パネルで用紙サ
イズや用紙種類を設定して
ください。
コピーのとりかた
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手差しトレイにラベル用紙をセットする

シングル手差しトレイにセットできる用紙は 1 枚です。

マルチ手差しトレイにセットできる用紙は 20 枚までです。

A 原稿にあわせ w（タテ）向きまたは v（ヨコ）向きに
し、コピーする面を下向きにセットします。

ラベル用紙をセットした後
は、操作パネルで用紙サイ
ズや用紙種類を設定してく
ださい。
コピーのとりかた 4-17
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手差しトレイに封筒をセットする

シングル手差しトレイにセットできる用紙は 1 枚です。

マルチ手差しトレイにセットできる用紙は 10 枚までです。

A 図のように封印部を上向きにしてセットします。
• 封筒をセットする場合は、
封筒内部の空気を押し出
し封筒の折り目をしっか
り押さえてください。
空気が残っていたり、折
り目がしっかり押さえら
れていないと、しわに
なったり、紙づまりの原
因になります。

• 封筒をセットした後は、
操作パネルで用紙サイズ
や用紙種類を設定してく
ださい。

• 封筒は v（ヨコ）向きに

セットしないでください。
• 封印部を下側に向けて
セットしないでください。

• 封印部を後端にしてセッ
トしないでください。
コピーのとりかた
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手差しコピーのとりかた（シングル手差しト

レイ）

A 原稿をセットします。

B ガイドを用紙サイズにあわせて調整します。

C 用紙（1 枚）はコピーする面を下に向け、用紙が止まる
位置まで軽く差し込みます。

ディスプレイ下行に手差しの記号 が表示されます。

D 【No】を押します。

用紙種類選択メニューが表示されます。

E 【 】、【 】で用紙種類を選択します。

用紙種類は以下のとおりです。

「ﾌﾂｳｼ」
「OHP」
「ｱﾂｶﾞﾐ」
「ﾌｳﾄｳ･ﾊｶﾞｷ」

「原稿のセットのしかた」
（p. 3-14）をご覧ください。

厚紙、官製はがきをセット
する場合は、必ずカール
（反り）をなおしてからセッ
トしてください。
コピーのとりかた 4-19
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シングル手差しトレイ使用時に、普通紙以外の用紙を

設定すると以下の画面が表示されます。

F 【Yes】を押します。

用紙サイズ選択メニューが表示されます。

G 【 】、【 】で用紙サイズを選択します。

手順 5 で「OHP」を選択した場合、用紙サイズは以下

の 4 つから選択します。

「A4 v」
「A4 w」

「Letter v」
「Letter w」

官製はがきをセットする場合は、用紙サイズで

「ﾊｶﾞｷ」を選択します。

厚紙 OHP フィルム

封筒 官製はがき
コピーのとりかた
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不定形紙の場合は、【,】を押し、テンキーでサイズを

入力してください。
詳しくは p. 4-30 をご覧ください。

H 【Yes】を押します。

基本画面が表示されます。

I 必要に応じてその他の項目を設定します。

J 【スタート】を押します。
•「倍率を指定してコピーす
る」（p. 4-39）をご覧くだ

さい。
•「コピー濃度を変更してコ
ピーする」（p. 4-45）をご

覧ください。
•「一歩進んだコピーのとり
かた」（p. 5-1）をご覧く

ださい。

• 同じ条件で 2 枚目以降の

コピーをする場合、用紙
をシングル手差しトレイ
にセットすると自動的に
コピーを開始します。

• 厚紙、官製はがき、OHP
フィルム、封筒に連続し
てコピーしたい場合は、
第 1 トレイに用紙をセッ

トしてください。
コピーのとりかた 4-21



4.4 手差しでコピーする

4-22

bizhub162f_fax_UM_J.book  Page 22  Wednesday, April 27, 2005  5:53 PM
手差しコピーのとりかた（マルチ手差しトレ

イ）

A 原稿をセットします。

B ガイドと補助トレイを用紙サイズにあわせて調整しま
す。

C 用紙はコピーする面を下に向け、用紙が止まる位置ま
で軽く差し込みます。

ディスプレイ下行に手差しの記号 が表示されます。

D ディスプレイ下行の「YES/NO」を確認し、【No】を押
します。

用紙種類選択メニューが表示されます。

「原稿のセットのしかた」
（p. 3-14）をご覧ください。

厚紙、官製はがきをセット
する場合は、必ずカール
（反り）をなおしてからセッ
トしてください。

「YES/NO」はマルチ手差し

トレイに用紙をセットして
から約 5 秒間表示されます。

「YES/NO」表示が消えたあ

と用紙サイズなどを変更す
る場合は【サイズ】で手差
しトレイ（ ）を選択し、
【NO】を押します。
コピーのとりかた
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E 【 】、【 】で用紙種類を選択します。

用紙種類は以下のとおりです。

「ﾌﾂｳｼ」
「OHP」
「ｱﾂｶﾞﾐ」
「ﾌｳﾄｳ･ﾊｶﾞｷ」

マルチ手差しトレイ使用時に普通紙以外の用紙を設

定すると以下の画面が表示されます。

F 【Yes】を押します。

用紙サイズ選択メニューが表示されます。

G 【 】、【 】で用紙サイズを選択します。

厚紙 OHP フィルム

封筒 官製はがき
コピーのとりかた 4-23
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手順 5 で「OHP」を選択した場合、用紙サイズは以

下の 4 つから選択します。

「A4 v」
「A4 w」

「Letter v」
「Letter w」

官製はがきをセットする場合は、用紙サイズで

「ﾊｶﾞｷ」を選択します。

不定形紙の場合は、【,】を押し、テンキーでサイズ

を入力してください。
詳しくは p. 4-30 をご覧ください。

H 【Yes】を押します。

基本画面が表示されます。

I 必要に応じてその他の項目を設定します。

J 【スタート】を押します。
•「倍率を指定してコピーす
る」（p. 4-39）をご覧くだ

さい。
•「コピー濃度を変更してコ
ピーする」（p. 4-45）をご

覧ください。
•「一歩進んだコピーのとり
かた」（p. 5-1）をご覧く

ださい。
コピーのとりかた
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4.5 いろいろな用紙にコピーする

OHP フィルムにコピーする

ここでは第 1 トレイに OHP フィルムをセットしてコピーする
例を説明します。

「原稿のセットのしかた」
（p. 3-14）をご覧ください。

A A4 サイズの原稿をセットします。

B 第 1 トレイのガイドを調整し、OHP フィルムをセット
します。

C 【ユーティリティ】を 2 回押します。

「ﾄﾚｲ ｾｯﾃｲ ?」が表示されます。

OHP フィルムをセットする

ときは、原稿にあわせ w
（タテ）向き、または v（ヨ

コ）向きにセットします。

OHP フィルムは 20 枚まで

セットできます。
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D テンキーで【2】を押します。

「ﾄﾚｲ 1 ﾖｳｼ」が表示されます。

E 【 】、【 】で「OHP」を選択し、【Yes】を押し
ます。

F 【 】、【 】で、「ｵｰﾄ」を選択し、【Yes】を押しま
す。

G 【No】を押します。

基本画面が表示されます。

H 【サイズ】を押し、第 1 トレイを選択します。

I 必要に応じてその他の項目を設定します。

J 【スタート】を押します。
•「コピー／ファクスをとる
まえに」（p. 3-1）をご覧

ください。
•「一歩進んだコピーのとり
かた」（p. 5-1）をご覧く

ださい。
コピーのとりかた
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ラベル用紙にコピーする

ここでは第 1 トレイに 200 mm × 250 mm のラベル用紙をセット
してコピーする例を説明します。

「原稿のセットのしかた」
（p. 3-14）をご覧ください。

A 原稿をセットします。

ラベル用紙をセットすると
きは、図のようにコピーす
る面を上に向けてセットし
てください。

B 第 1 トレイのガイドを調整し、ラベル用紙をセットしま
す。

C 【ユーティリティ】を 2 回押します。

「ﾄﾚｲ ｾｯﾃｲ ?」が表示されます。
コピーのとりかた 4-27



4.5 いろいろな用紙にコピーする

4-28

bizhub162f_fax_UM_J.book  Page 28  Wednesday, April 27, 2005  5:53 PM
D テンキーで【2】を押します。

「ﾄﾚｲ 1 ﾖｳｼ」が表示されます。

E 【 】、【 】で「ｱﾂｶﾞﾐ」を選択し、【Yes】を押し
ます。

F 「ﾌﾘｰｻｲｽﾞ」を選択し、【Yes】を押します。

G テンキーで長さ（ヨコ）を「200」と入力し、【Yes】
を押します。

H テンキーで幅（タテ）を「250」と入力し、【Yes】を
押します。

• 用紙の長さ（ヨコ）は
140 mm から 432 mm の

範囲で設定します。
• 入力した値を訂正すると
きは、【No】を押してく

ださい。

• 用紙の幅（タテ）は 90 
mm から 297 mm の範囲

で設定します。
• 入力した値を訂正すると
きは、【No】を押してく

ださい。
コピーのとりかた



4.5 いろいろな用紙にコピーする

4

bizhub162f_fax_UM_J.book  Page 29  Wednesday, April 27, 2005  5:53 PM
I 【No】を押します。

基本画面が表示されます。

J 【サイズ】を押し、第 1 トレイを選択します。

K 必要に応じてその他の項目を設定します。

L 【スタート】を押します。
•「コピー／ファクスをとる
まえに」（p. 3-1）をご覧

ください。
•「一歩進んだコピーのとり
かた」（p. 5-1）をご覧く

ださい。
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不定形サイズの用紙にコピーする

ここではシングル手差しトレイまたはマルチ手差しトレイに
250 mm × 180 mm の不定形サイズの用紙をセットしてコピーす
る例を説明します。

A 原稿をセットします。

B 手差しトレイのガイドを調整し、用紙をセットします。

C 【No】を押します。

用紙種類選択メニューが表示されます。

ひとこと

定形サイズ以外の原稿や用
紙をセットするときは、あ
らかじめサイズを測ってお
いてください。
原稿ガラスのスケールを利
用すると便利です。

「原稿のセットのしかた」
（p. 3-14）をご覧ください。

• コピーする面を下に向け
て用紙をセットしてくだ
さい。

• シングル手差しトレイに
セットできる用紙は 1 枚

です。
• マルチ手差しトレイに
セットできる用紙は 100
枚までです。
,マークをこえないよう

にセットしてください。
マルチ手差しトレイ

シングル手差しトレイ
コピーのとりかた
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D 【 】、【 】で「ﾌﾂｳｼ」を選択し、【Yes】を押しま
す。

用紙サイズ選択メニューが表示されます。

E 【▼】を押します。

長さ（ヨコ）の数値が表示されます。

F テンキーで長さ（ヨコ）を「250」と入力し、【Yes】
を押します。

用紙の幅および長さは、下図を参照し、間違えない

ように入力してください。

• 用紙の長さ（ヨコ）は
140 mm から 432 mm の

範囲で入力します。
• 入力した値を訂正すると
きは【No】を押してくだ

さい。

長さ（ヨコ）

幅（タテ）
コピーのとりかた 4-31



4.5 いろいろな用紙にコピーする

4-32

bizhub162f_fax_UM_J.book  Page 32  Wednesday, April 27, 2005  5:53 PM
G テンキーで幅（タテ）を「180」と入力ます。

H 【Yes】を押します。

基本画面が表示されます。

I 必要に応じてその他の項目を設定します。

ひとこと

シングル手差しトレイで続
けてコピーをとるときは、
新しい用紙をシングル手差
しトレイにセットします。

J 【スタート】を押します。

• 用紙の幅（タテ）は 90 
mm から 297 mm の範囲

で入力します。
• 入力した値を訂正すると
きは、【No】を押してく

ださい。

マルチ手差しトレイ

シングル手差しトレイ

•「コピー／ファクスをとる
まえに」（p. 3-1）をご覧

ください。
•「一歩進んだコピーのとり
かた」（p. 5-1）をご覧く

ださい。
コピーのとりかた
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封筒にコピーする

ここではシングル手差しトレイまたはマルチ手差しトレイに
200 mm × 150 mm の封筒をセットしてコピーする例を説明しま
す。

A 原稿をセットします。

B 手差しトレイのガイドを調整し、封筒をセットします。

C 【No】を押します。

用紙種類選択メニューが表示されます。

ひとこと

定形サイズ以外の原稿や用
紙をセットするときは、あ
らかじめサイズを測ってお
いてください。
原稿ガラスのスケールを利
用すると便利です。

「原稿のセットのしかた」
（p. 3-14）をご覧ください。

• 封筒をセットするときは、
コピーする面が下向きに
なるよう図のように封印
部を上に向けてセットし
ます。

• 封筒をセットするときは、
封筒内部の空気を押し出
し、封筒の折り目をしっ
かり押さえてください。

• シングル手差しトレイに
セットできる封筒は 1 枚

です。
• マルチ手差しトレイに
セットできる封筒は 10 枚

までです。
,マークをこえないよう

にセットしてください。

マルチ手差しトレイ

シングル手差しトレイ
コピーのとりかた 4-33



4.5 いろいろな用紙にコピーする

4-34

bizhub162f_fax_UM_J.book  Page 34  Wednesday, April 27, 2005  5:53 PM
D 【 】、【 】で「ﾌｳﾄｳ･ﾊｶﾞｷ」を選択し、【Yes】を
押します。

用紙サイズ選択メニューが表示されます。

E 【,】を押します。

長さ（ヨコ）の数値が表示されます。

F テンキーで長さ（ヨコ）を「200」と入力し、【Yes】
を押します。

用紙の幅および長さは、下図を参照し、間違えない

ように入力してください。

• 用紙の長さ（ヨコ）は
140 mm から 432 mm の

範囲で入力します。
• 入力した値を訂正すると
きは【No】を押してくだ

さい。

長さ（ヨコ）

幅（タテ）
コピーのとりかた
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G テンキーで幅（タテ）を「150」と入力します。

H 【Yes】を押します。

基本画面が表示されます。

I 必要に応じてその他の項目を設定します。

ひとこと

シングル手差しトレイで続
けてコピーをとるときは、
新しい用紙をシングル手差
しトレイにセットします。

J 【スタート】を押します。

• 用紙の幅（タテ）は 90 
mm から 297 mm の範囲

で入力します。
• 入力した値を訂正すると
きは、【No】を押してく

ださい。

マルチ手差しトレイ

シングル手差しトレイ

•「コピー／ファクスをとる
まえに」（p. 3-1）をご覧

ください。
•「一歩進んだコピーのとり
かた」（p. 5-1）をご覧く

ださい。
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官製はがきにコピーする

ここではシングル手差しトレイまたはマルチ手差しトレイに
148 mm × 100 mm の官製はがきをセットしてコピーする例を説
明します。

「原稿のセットのしかた」
（p. 3-14）をご覧ください。

A 原稿をセットします。

B 手差しトレイのガイドを調整し、官製はがきをセット
します。

C 【No】を押します。

用紙種類選択メニューが表示されます。

• 官製はがきをセットする
ときは、図のようにw
（タテ）向きにセットしま
す。

• 印刷する面を下に向けて
セットしてください。

• シングル手差しトレイに
セットできる官製はがき
は 1 枚です。

• マルチ手差しトレイに
セットできる官製はがき
は 20 枚までです。

,マークをこえないよう

にセットしてください。マルチ手差しトレイ

シングル手差しトレイ
コピーのとりかた
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D 【 】、【 】で「ﾌｳﾄｳ･ﾊｶﾞｷ」を選択し、【Yes】を
押します。

用紙サイズ選択メニューが表示されます。

E 【 】、【 】で「ﾊｶﾞｷ」を選択します。

F 【Yes】を押します。

基本画面が表示されます。

G 必要に応じてその他の項目を設定します。

マルチ手差しトレイ

シングル手差しトレイ

•「コピー／ファクスをとる
まえに」（p. 3-1）をご覧

ください。
•「一歩進んだコピーのとり
かた」（p. 5-1）をご覧く

ださい。
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H 【スタート】を押します。
ひとこと

シングル手差しトレイで続
けてコピーをとるときは、
新しい用紙をシングル手差
しトレイにセットします。
コピーのとりかた



4

bizhub162f_fax_UM_J.book  Page 39  Wednesday, April 27, 2005  5:53 PM
4.6 倍率を指定してコピーする

倍率を指定することにより、コピーの拡大や縮小ができます。

倍率設定の種類

倍率の種類 説明

等倍 原稿と同じ大きさ（×1.00）でコピーします。

オート倍率 セットされた原稿と選択した用紙をもとに、最
適なコピー倍率が自動選択されます。

固定倍率 通常よく使用する定形サイズの原稿から定形サ
イズの用紙にコピーする場合の最適な倍率が設
定されています。
×0.25
×0.50 
×0.70（A3)A4、B4)B5）
×0.81（B4)A4、B5)A5）
×1.22（A4)B4、A5)B5）
×1.41（A4)A3、B5)B4）
×2.00
×4.00
×0.25と×4.00はマニュアル用紙選択時のみ設定

可能です。オート用紙選択モード時は設定でき
ません。

ズームアップダウン
キーを使った倍率設
定

【,】、【+】を押すごとに 0.01 刻みで倍率が変

わります。（増減します）
マニュアル用紙選択モード時：
×0.25 ～ ×4.00 の範囲で設定可能です。

オート用紙モード時：
×0.50 ～ ×2.00 の範囲で設定可能です。

タテ・ヨコ独立変倍 原稿のタテ方向とヨコ方向を異なった倍率でコ
ピーします。
【,】、【+】を押すごとに 0.01 刻みで倍率が変

わります。（増減します）
タテ方向：×0.50 ～ ×2.00 の範囲で設定可能で

す。
ヨコ方向：×0.50 ～ ×1.00 の範囲で設定可能で

す。
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オート倍率の設定のしかた

「原稿のセットのしかた」
（p. 3-14）をご覧ください。

A 原稿をセットします。

B 【オート用紙／オート倍率】を押し、オート倍率を選択
します。

ディスプレイ上行に「ｵｰﾄ」が表示されていること

を確認します。

C 【サイズ】を押し、希望する用紙を選択します。

D 必要に応じてその他の項目を設定します。

E テンキーでコピー部数を設定し、【スタート】を押しま
す。

•「コピー濃度を変更してコ
ピーする」（p. 4-45）ご覧

ください。
•「一歩進んだコピーのとり
かた」（p. 5-1）をご覧く

ださい。
コピーのとりかた
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固定倍率の設定のしかた

「原稿のセットのしかた」
（p. 3-14）をご覧ください。

A 原稿をセットします。

B 【倍率】を押し、希望する倍率を選択します。

C 必要に応じてその他の項目を設定します。

D テンキーでコピー部数を設定し、【スタート】を押しま
す。

•【倍率】を押すたびに倍率
が以下のように切り替わ
ります。
×1.22→ ×1.41→ ×2.00→ 
×4.00→ ×0.25→ ×0.50→ 
×0.70→ ×0.81→ ×1.00...

• オート用紙モードでは、
×0.25 と ×4.00 は表示され

ません。

•「用紙の選択のしかた」
（p. 4-9）をご覧ください。

•「コピー濃度を変更してコ
ピーする」（p. 4-45）をご

覧ください。
•「一歩進んだコピーのとり
かた」（p. 5-1）をご覧く

ださい。
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倍率の設定のしかた

「原稿のセットのしかた」
（p. 3-14）をご覧ください。

A 原稿をセットします。

倍率は、0.01 刻みで設定で

きます。

B 【倍率】を押し、【,】、【+】で倍率を設定します。

C 必要に応じてその他の項目を設定します。

D テンキーでコピー部数を設定し、【スタート】を押しま
す。

•「用紙の選択のしかた」
（p. 4-9）をご覧ください。

•「コピー濃度を変更してコ
ピーする」（p. 4-45）をご

覧ください。
•「一歩進んだコピーのとり
かた」（p. 5-1）をご覧く

ださい。
コピーのとりかた
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タテ・ヨコ独立変倍の設定のしかた

「原稿のセットのしかた」
（p. 3-14）をご覧ください。

A 原稿をセットします。

B 【タテ・ヨコ独立変倍】を押します。

タテ・ヨコ独立変倍のランプが点灯します。

C 【,】、【+】で長さ方向（ヨコ）の倍率を設定し、
【Yes】を押します。

• 0.01 刻みで倍率が増減し

ます。
•【倍率】を押すと、固定倍
率が表示されます。【倍
率】を押すたびに、倍率
が以下のように切り替わ
ります。
×1.00→ ×0.50→ ×0.70→ 
×0.81...

ひとこと

【No】を押すと、基本画面

に戻ります。
設定した倍率を訂正すると
きは【No】を押し、手順 2
からやり直してください。

幅（タテ）

長さ
（ヨコ）
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D 【,】、【+】で幅方向（タテ）の倍率を設定し、【Yes】
を押します。

E 必要に応じてその他の項目を設定します。

F テンキーでコピー部数を設定し、【スタート】を押しま
す。

• 0.01 刻みで倍率が増減し

ます。
•【倍率】を押すと、固定倍
率が表示されます。【倍
率】を押すたびに、倍率
が以下のように切り替わ
ります。
×0.50→ ×0.70→ ×0.81→ 
×1.00→ ×1.22→ ×1.41→ 
×2.00...

ひとこと

【No】を押すと、基本画面

に戻ります。
設定した倍率を訂正すると
きは【No】を押し、手順 2
からやり直してください。

•「用紙の選択のしかた」
（p. 4-9）をご覧ください。

•「コピー濃度を変更してコ
ピーする」（p. 4-45）をご

覧ください。
•「一歩進んだコピーのとり
かた」（p. 5-1）をご覧く

ださい。
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4.7 コピー濃度を変更してコピーする

原稿種類とコピー濃度の設定

文字モード：

文字原稿のときに選択します。輪郭を強調し、文字原稿
をくっきり表現します。
オート濃度調整と 9 段階のマニュアル濃度調整ができま

す。

オート濃度調整：コピーする原稿に合わせて自動的に

濃度調整します。

マニュアル濃度調整：コピーする原稿に合わせて

【 】（うすく）、【 】（こく）を使用して調整し
ます。

写真モード：

写真などのハーフトーン（中間色）部の多い原稿をコ
ピーする場合に選択します。
写真モードのときはオート濃度調整はできません。

文字／写真モード：

文字と写真の混在する原稿の場合に選択します。
オート濃度調整と 9 段階のマニュアル濃度調整ができま

す。

オート濃度調整：コピーする原稿に合わせて自動的に

濃度調整します。

マニュアル濃度調整：新聞や雑誌などをコピーすると

きの裏写りを防止したい場合は、【 】（うすく）を
使用して調整します。画像の明るい部分の淡い色を再

現したい場合は、【 】（こく）を使用して調整しま
す。

ひとこと

マニュアル濃度調整のとき
に「ｺｲ」側に設定すると、
下地の色までコピーしてし
まったり、「ｳｽｲ」側に設定
すると、コピー自体が薄く
なってしまうことがありま
すので、原稿にあわせて適
切なレベルを設定してくだ
さい。
コピーのとりかた 4-45
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コピー濃度の設定のしかた

「原稿のセットのしかた」
（p. 3-14）をご覧ください。

A 原稿をセットします。

B 【原稿画質／濃度】を押し、「ﾓ / ｼｬ［A］（ｵｰﾄ）」、「ﾓｼﾞ
［A］（ｵｰﾄ）」、「ｼｬｼﾝ」、「ﾓ / ｼｬ」、「ﾓｼﾞ」を切り替えま
す。

ディスプレイ左側の表示で確認してください。

C 「ｼｬｼﾝ」、「ﾓｼﾞ」、「ﾓ / ｼｬ」モードを選択した場合は
【 】、【 】を押し、濃度を調整します。

＜濃度を薄くするとき＞

＜濃度を濃くするとき＞
コピーのとりかた
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D 必要に応じてその他の項目を設定します。

E テンキーでコピー部数を設定し、【スタート】を押しま
す。

•「用紙の選択のしかた」
（p. 4-9）をご覧ください。

•「倍率を指定してコピーす
る」（p. 4-39）をご覧くだ

さい。
•「一歩進んだコピーのとり
かた」（p. 5-1）をご覧く

ださい。
コピーのとりかた 4-47
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4.8 割り込んでコピーする

連続コピー、ファクス受信プリント、PC プリント中に【割込
み】を押すことにより、急ぎのコピーをとることができます。

割り込み設定のしかた

A 【割込み】を押します。

割り込みランプが点灯し、コピー／プリント動作は停
止します。

B 原稿を入れ替えます。

ファクス受信プリント、PC プリント中は、原稿を

セットします。

C 必要に応じてその他の項目を設定します。

D テンキーでコピー部数を設定し、【スタート】を押しま
す。

割り込みコピーを開始します。

E 割り込みコピー終了後、【割込み】を押します。

割り込みランプが消灯し、割り込み前のモードに戻り
ます。

割り込み前のコピーモード
により、割り込みコピーが
できないことがあります。
また、割り込み設定中は組
み合わせできない機能があ
ります。詳しくは、「おもな
機能の組み合わせ一覧表」
（p. 12-8）をご覧ください。

原稿ガラスを使用して
2in1、4in1 を行っていると

きは、割り込みコピーはで
きません。

ひとこと

【割込み】を押すと、パネル
の設定は初期モードになり
ます。

•「用紙の選択のしかた」
（p. 4-9）をご覧ください。

•「倍率を指定してコピーす
る」（p. 4-39）をご覧くだ

さい。
•「コピー濃度を変更してコ
ピーする」（p. 4-45）をご

覧ください。
•「一歩進んだコピーのとり
かた」（p. 5-1）をご覧く

ださい。
コピーのとりかた
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F 手順 2 で入れ替えた原稿をセットしなおします。

ファクス受信プリント、PC プリント中の場合は、

手順 7 に進んでください。

G 【スタート】を押します。

中断したコピー／プリント、ファクスプリント、PC プ

リントが再開されます。
コピーのとりかた 4-49
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4.9 マシンカウンタを確認する

本機を設置した時点からの累積プリント枚数を、【確認】から確
認できます。

マシンカウンタで確認できる項目

A 【確認】を押し、【Yes】を押します。

マシンカウンタのメニューが表示されます。

ﾏｼﾝｶｳﾝﾀ 内容

ﾄｰﾀﾙｶｳﾝﾀ 本機の設置時からの総プリント枚数が表示され
ます。

ﾄｰﾀﾙｻｲｽﾞｶｳﾝﾀ サイズカウントとして設定された用紙サイズの
総コピー／プリント枚数が表示されます。（ど
の用紙サイズをカウントするかはサービス技術
者が設定します。）

ﾄｰﾀﾙｽｷｬﾝｶｳﾝﾀ 本機の設置時からの総読み取り回数が表示され
ます。
（コピー時の読み取り回数は含みません。）

ｿｳｼﾝ ﾏｲｽｳ 本機の設置時からのファクス送信枚数が表示さ
れます。

ｼﾞｭｼﾝ ﾏｲｽｳ 本機の設置時からのファクス受信枚数が表示さ
れます。
コピーのとりかた
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B 【,】、【+】で各トータルカウント値を確認します。

C 【Yes】を押し、マシンカウンタのメニューに戻ります。

D 【No】を押し、基本画面に戻ります。
コピーのとりかた 4-51
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第 5章 一歩進んだコピーのとりかた
仕上がりの設定や、コピーモードの登録などさまざまなコピーのとりかたについて
説明します。

5.1 2in1、4in1 コピーの設定について .................................................................. 5-2

5.2 ブック分割コピーの設定について .................................................................. 5-5

5.3 仕上り設定について（ソート、グループ） ..................................................... 5-7

5.4 原稿の一部を消してコピーする（イレース） ................................................ 5-12

5.5 白黒反転コピーをする（ネガポジ反転） ....................................................... 5-14

5.6 とじ代をつけてコピーする ........................................................................... 5-15

5.7 コピー設定を登録する .................................................................................. 5-17

5.8 ID（部門）番号を使ってコピーする ............................................................ 5-19
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5.1 2in1、4in1 コピーの設定について

原稿ガラスの場合

原稿ガラスを使用して
2in1、4in1 コピーを行って

いるときは、割り込みコ
ピーはできません。

A 原稿送り装置を開きます。

「原稿のセットのしかた」
（p. 3-14）をご覧ください。

B 原稿ガラスに原稿をセットします。

C 【コピー】を押し、2in1 または 4in1 を選択します。

2in1 または 4in1 のランプが点灯します。

2in1 コピー原稿 原稿 4in1 コピー
一歩進んだコピーのとりかた
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4in1コピーではコピー順序を下図の 2つから選択で

きます。
工場出荷時の設定は「ﾊﾟﾀｰﾝ 1」です。

D 必要に応じてその他の項目を設定します。

複数部設定した場合は【仕
上り】を押し［ソート］を
選択してください。

E テンキーでコピー部数を設定し、【スタート】を押しま
す。

F 次の原稿を原稿ガラスにセットして【Yes】を押しま
す。

原稿の枚数分、この操作を繰り返します。

読込み原稿枚数が表示されます。

G すべての原稿のスキャンが終了したら【スタート】を
押します。

設定のしかたについては
ユーティリティの「4in1
ページ順の設定をする」
（p. 8-51）をご覧ください。

1 2

3 4

1 3

2 4

パターン 1 パターン 2

•「コピー／ファクスをとる
まえに」（p. 3-1）をご覧

ください。
•「一歩進んだコピーのとり
かた」（p. 5-1）をご覧く

ださい。
一歩進んだコピーのとりかた 5-3
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原稿送り装置の場合

「原稿のセットのしかた」
（p. 3-14）をご覧ください。

A 原稿送り装置に原稿をセットします。

B 【コピー】を押し、2in1 または 4in1 を選択します。

2in1 または 4in1 のランプが点灯します。

4in1コピーではコピー順序を下図の 2つから選択で

きます。
工場出荷時の設定は「ﾊﾟﾀｰﾝ 1」です。

C 必要に応じてその他の項目を設定します。

D テンキーでコピー部数を設定し、【スタート】を押しま
す。

• 設定のしかたについては
ユーティリティの「4in1
ページ順の設定をする」
（p. 8-51）をご覧くださ

い。1 2

3 4

1 3

2 4

パターン 1 パターン 2

•「コピー／ファクスをとる
まえに」（p. 3-1）をご覧

ください。
•「一歩進んだコピーのとり
かた」（p. 5-1）をご覧く

ださい。
一歩進んだコピーのとりかた
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5.2 ブック分割コピーの設定について

「原稿のセットのしかた」
（p. 3-14）をご覧ください。

A 原稿をセットします。

B 【ブック分割】を押します。

ブック分割ランプが点灯します。

C 原稿の周囲や中央部を消去したいときは【枠／折目消
し】を押します。

コピーを開始するときは手順 5 に進んでください。

D 【Yes】を押します。

基本画面が表示されます。

E 必要に応じてその他の項目を設定します。

F テンキーでコピー部数を設定し、【スタート】を押しま
す。

原稿 コピー

ユーティリティモードで原
稿タイプを変更できます。
工場出荷時は、原稿が左と
じに設定されています。右
とじの原稿をコピーする場
合は、ユーティリティの
「ブックとじ位置を選択す
る」（p. 8-43）で設定を変更

してください。

枠／折目消しの種類は、次
のページの表を参考にして
ください。

• 枠イレース幅（消去する
幅）は 5 mm ～ 20 mm の

間を 1 mm 単位で設定で

きます。工場出荷時の設
定は 10 mm です。

• 折目イレース幅は 10 mm
固定です。

• 枠イレース幅を変更した
い場合は、ユーティリ
ティの「イレース幅の調
整をする」（p. 8-45）で変

更してください。

•「コピー／ファクスをとる
まえに」（p. 3-1）をご覧

ください。
•「一歩進んだコピーのとり
かた」（p. 5-1）をご覧く

ださい。
一歩進んだコピーのとりかた 5-5
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枠／折目消しの種類について

イレースの種類 説明 仕上がり

ワク
（ブックフレーム
イレース）

原稿の周囲を消
去してコピーし
ます。

オリメ
（ブックセンター
イレース）

原稿のセンター
を消去してコ
ピーします。

ワク + オリメ

（ブックフレーム
+ センターイレー

ス）

原稿の周囲と中
央部を消去して
コピーします。

原稿 コピー

原稿 コピー

原稿 コピー
一歩進んだコピーのとりかた
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5.3 仕上り設定について（ソート、グループ）

2 部以上のコピー／プリントを行うときに、1 部ずつをページ順
にコピー（ソート）したり、ページごとにまとめてコピー（グ
ループ）したりできます。

仕上りの種類

ノンソート：

仕分けを行わずにコピーします。

ソート：

複数の原稿を自動的に 1 部ずつ仕分けをして、コピーし

ます。

グループ：

複数枚の原稿をページ単位に仕分けしてコピーします。

原稿 コピー

原稿

コピー

原稿

コピー
一歩進んだコピーのとりかた 5-7
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交互ソート：

1 部ごとにタテとヨコの用紙を交互に給紙して仕分けし

ます。

交互グループ：

ページごとにタテとヨコの用紙を交互に給紙して仕分け
します。

交互に排出する場合は以下
の条件が必要です。
• A4 または B5 の用紙を使

用する
• サイズと種類の同じ用紙
をタテ方向とヨコ方向に
セットする

• オート用紙に設定する
• 混載原稿を設定しない
• ユーティリティの
「ｶｲﾃﾝ ﾊｲｼ」メニューで
「ON」を設定する（p. 8-
52）
一歩進んだコピーのとりかた
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仕上り設定のしかた（原稿送り装置に原稿を

セット）

「原稿のセットのしかた」
（p. 3-14）をご覧ください。

A 原稿送り装置に原稿をセットします。

ひとこと

仕上りを設定していない場
合、ランプは点灯しません。

B 【仕上り】を押し、ソートまたはグループを選択しま
す。

ソートまたはグループランプが点灯します。

C 必要に応じその他の項目を設定します。

D テンキーでコピー部数を設定し、【スタート】を押しま
す。

•「コピー／ファクスをとる
まえに」（p. 3-1）をご覧

ください。
•「一歩進んだコピーのとり
かた」（p. 5-1）をご覧く

ださい。
一歩進んだコピーのとりかた 5-9
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仕上り設定のしかた（原稿ガラスに原稿を

セット）

A 原稿送り装置を開きます。

「原稿のセットのしかた」
（p. 3-14）をご覧ください。

B 原稿ガラスに原稿をセットします。

ひとこと

仕上りを設定していない場
合、ランプは点灯しません。

C 【仕上り】を押し、ソートを選択します。

ソートランプが点灯します。

D 必要に応じその他の項目を設定します。

E テンキーでコピー部数を設定し、【スタート】を押しま
す。

•「コピー／ファクスをとる
まえに」（p. 3-1）をご覧

ください。
•「一歩進んだコピーのとり
かた」（p. 5-1）をご覧く

ださい。
一歩進んだコピーのとりかた
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F 次の原稿を原稿ガラスにセットして【Yes】を押しま
す。

原稿の枚数分、この操作を繰り返します。

読込み原稿枚数が表示されます。

G 【スタート】を押します。
一歩進んだコピーのとりかた 5-11
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5.4 原稿の一部を消してコピーする（イレース）

原稿の縁の汚れなどを消去してコピーできます。

イレース位置でのご注意

イレースモードでコピーを行う場合は原稿をセットする方向に
注意してください。

仕上がり 原稿ガラス 原稿送り装置

左イレース

上イレース

枠イレース
一歩進んだコピーのとりかた



5.4 原稿の一部を消してコピーする（イレース）

5

bizhub162f_fax_UM_J.book  Page 13  Wednesday, April 27, 2005  5:53 PM
イレース設定のしかた

「原稿のセットのしかた」
（p. 3-14）をご覧ください。

A 原稿をセットします。

B 【枠／折目消し】を押します。

枠／折目消しランプが点灯します。

C 【 】、【 】でイレース位置を「ﾋﾀﾞﾘ」、「ｳｴ」、
「ﾜｸ」から選択します。

D 【Yes】を押します。

基本画面が表示されます。

E 必要に応じその他の項目を設定します。

F テンキーでコピー部数を設定し、【スタート】を押しま
す。

• 左イレース、上イレース、
枠イレース幅は、5 mm
～ 20 mm の範囲で 1 mm
単位の設定ができます。
工場出荷時の設定は
10 mm です。

• イレース幅を変更したい
場合は、ユーティリティ
の「イレース幅の調整を
する」（p. 8-45）をご覧く

ださい。

•「コピー／ファクスをとる
まえに」（p. 3-1）をご覧

ください。
•「一歩進んだコピーのとり
かた」（p. 5-1）をご覧く

ださい。
一歩進んだコピーのとりかた 5-13
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5.5 白黒反転コピーをする（ネガポジ反転）

原稿の白色部（下地）と黒色部（文字）を反転してコピーでき
ます。

ネガポジ反転の設定のしかた

「原稿のセットのしかた」
（p. 3-14）をご覧ください。

A 原稿をセットします。

B 【ネガポジ反転】を押します。

ネガポジ反転ランプが点灯します。

C 必要に応じその他の項目を設定します。

D テンキーでコピー部数を設定し、【スタート】を押しま
す。

原稿 コピー

•「コピー／ファクスをとる
まえに」（p. 3-1）をご覧

ください。
•「一歩進んだコピーのとり
かた」（p. 5-1）をご覧く

ださい。
一歩進んだコピーのとりかた
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5.6 とじ代をつけてコピーする

ファイリングしやすいように、用紙にとじ代（余白）をつけて
コピーできます。

左とじ代：原稿の画像を右方向にずらして（シフトさせ

て）左側にとじ代をつくりコピーします。

とじ代位置のご注意

とじ代をつけてコピーする場合は原稿をセットする方向に注意
してください。

とじ代の設定のしかた

「原稿のセットのしかた」
（p. 3-14）をご覧ください。

A 原稿をセットします。

B 【とじ代作成】を押します。

とじ代作成ランプが点灯します。

原稿ガラス 自動原稿送り装置

原稿 コピー

• とじ代幅は、0 mm ～ 20 
mm の範囲で 1 mm 単位

の設定ができます。工場
出荷時の設定は 10 mm で

す。
• とじ代幅を変更したい場
合は、ユーティリティ
モードの「とじ代幅の調
整をする」（p. 8-44）をご

覧ください。
一歩進んだコピーのとりかた 5-15
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C 必要に応じその他の項目を設定します。

D テンキーでコピー部数を設定し、【スタート】を押しま
す。

•「コピー／ファクスをとる
まえに」（p. 3-1）をご覧

ください。
•「一歩進んだコピーのとり
かた」（p. 5-1）をご覧く

ださい。
一歩進んだコピーのとりかた
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5.7 コピー設定を登録する

よく使用するコピーモードを登録しておき、必要に応じて呼び
出すことができます。コピー設定は 2 つまで登録できます。

コピー設定の登録のしかた

A 登録するコピーモードを設定します。

B 【コピー設定 登録／呼出】を押します。

C 【 】、【 】で「ﾄｳﾛｸ」を選択し、【Yes】を押しま
す。

すでに 2 種類のコピー設定

が登録されている場合、新
たにコピー設定の登録を行
うと前のコピー設定は消去
されます。

D 【 】、【 】で登録するプログラム番号を選択し、
【Yes】を押します。

現在のコピー設定が登録されます。

ウォームアップ中および割
り込みモード中に設定の登
録を行うことはできません。

•「コピー／ファクスをとる
まえに」（p. 3-1）をご覧

ください。
•「一歩進んだコピーのとり
かた」（p. 5-1）をご覧く

ださい。

登録できる倍率の設定範囲
は ×0.50 ～ ×2.00 です。
一歩進んだコピーのとりかた 5-17
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コピー設定を呼び出してコピーする

「原稿のセットのしかた」
（p. 3-14）をご覧ください。

A 原稿をセットします。

B 【コピー設定 登録／呼出】を押します。

C 【 】、【 】で「ﾖﾋﾞﾀﾞｼ」を選択し、【Yes】を押し
ます。

D 【 】、【 】で呼び出すプログラム番号を選択し、
【Yes】を押します。

E 【スタート】を押します。
一歩進んだコピーのとりかた
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5.8 ID（部門）番号を使ってコピーする

ID（部門）番号を登録しておくと、特定の人だけが本機を使え
るように設定したり、部門ごとにコピー枚数を管理したりでき
ます。

ここでは ID（部門）番号を入力し、コピーする方法を説明しま
す。

ID（部門）番号の入力のしかた

A 3 桁の ID（部門）番号をテンキーで入力します。

B 【ID】を押します。

画面が ID 入力画面から基本画面に切り替わり、コピー

可能となります。

C 原稿をセットし、コピーの設定をします。

D 【スタート】を押します。

E コピーが終了したら、再度【ID】を押します。

ID（部門）番号が登録され

ている場合は、本機を使用
する前に ID（部門）番号を

入力しないと使用できませ
ん。
この機能を使用する場合は、
ユーティリティの管理者保
守モードで部門管理の設定
をしてください。詳しくは
p. 8-27 をご覧ください。

ひとこと

ID（部門）番号を訂正する

場合は、【No】を押してか

ら入力しなおしてください。

•「コピー／ファクスをとる
まえに」（p. 3-1）をご覧

ください。
•「一歩進んだコピーのとり
かた」（p. 5-1）をご覧く

ださい。
一歩進んだコピーのとりかた 5-19
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第 6章 ファクスの使いかた
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6.1 送信時の操作のながれ

ファクスを送るときの操作の流れを説明します。

A 【ファクス】を押します。

ファクスモードに切替わり、ファクス画面が表示され
ます。

原稿セット方法については
「原稿をセットする」（p. 6-
4）をご覧ください。

B 原稿をセットします。

画質については「ファクス
画質を設定する」（p. 6-10）
をご覧ください。

C 画質を設定します。

相手先の指定方法について
は「送信先を指定する」
（p. 6-11）をご覧ください。

D 相手先のファクス番号を入力します。

ひとこと

本機は G3 ファクスです。

本機で送受信できるのは、
相手機も G3 規格に対応し

たファクスに限られます。
ファクスの使いかた
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送信できなかったとき
は、送信結果レポートが
プリントされます。詳し
くは、「通信結果を確認
する（レポート／リス
ト）」（p. 6-30）をご覧く

ださい。

E 【スタート】を押し、送信を開始します。

送信が終了すると“ピー”という発信音が鳴ります。

送信を途中で中止したい場合は、【ストップ】を押

し、表示される画面で【Yes】を押します。
ファクスの使いかた 6-3
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6.2 原稿をセットする

原稿送り装置に原稿をセットする

ステープル針やクリップな
どのついた原稿は故障の原
因となります。原稿をセッ
トする前に、必ずステープ
ル針やクリップなどを取り
外してください。

A 【ファクス】を押します。

ファクスモードに切替わり、ファクス画面が表示され
ます。

B 原稿送り装置に読み込む面を上向きにして原稿をセッ
トします。

C 原稿セットガイドを原稿サイズにあわせます。

• A3 サイズの普通紙を 50 
枚までセットできます。

• 長さが 432 mm 以上の原

稿は 1 枚のみセットでき

ます。
ファクスの使いかた
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不定形サイズの原稿は、以下のサイズの原稿まで読

み取ることができます。

• 読み取られた原稿は、A4 
w 幅、B4 w 幅、A3 w幅

のいずれかのサイズ（原
稿以上で最も近いサイズ）
として送信されます。

• 原稿の長さが 1000 mm を
越える場合、本機は原稿
づまりと判断して読み込
み動作を停止します。

• 原稿の周囲 2 mm の範囲

は、画像の読み取りがで
きません。

• A3 幅の原稿をスーパー

ファインで読み取る場合、
原稿の長さは 900 mm ま

で 読み取ることができま

す。
• メモリに受信データ、
ポーリング受信データな
どがないとき、メモリに
一度に読み込める原稿の
枚数は、A4 標準原稿で約

280 枚です。オプション

の拡張メモリを追加する
と、読み込める原稿枚数
は最大約 1024 枚になり

ます。

最小サイズ

1000 mm

297 mm

139.7 mm

最大サイズ

給紙方向 給紙方向

210 mm
（210 mm 未満のサイ
ズはすべて 210mm
として読み取る）
ファクスの使いかた 6-5
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原稿ガラス上に原稿をセットする

A 【ファクス】を押します。

ファクスモードに切替わり、ファクス画面が表示され
ます。

B 原稿送り装置を開き、読み込む面を下にして原稿を
セットします。

原稿台左側と上側にある原稿スケールに合わせて原

稿をセットします。
ファクスの使いかた
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原稿ガラス上にセットした原稿を送信するに

は

A 【ファクス】を押します。

ファクスモードに切替わり、ファクス画面が表示され
ます。

B 原稿送り装置を開き、読み込む面を下にして原稿を
セットします。

原稿台左側と上側にある原稿スケールに合わせて原

稿をセットします。

画質については「ファクス
画質を設定する」（p. 6-10）
をご覧ください。

C 必要に応じて「画質」を設定します。

ひとこと

あらかじめ登録しておいた
相手先を指定することもで
きます。「送信先を指定す
る」（p. 6-11）をご覧くださ

い。

D テンキーで相手先のファクス番号を入力します。
ファクスの使いかた 6-7
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E 【スタート】を押します。

F セットした原稿のサイズ以外の読み込み領域を指定す
る場合、また原稿サイズを自動的に検出できない場合
は、【▼】を押します。「ﾏﾆｭｱﾙ」を選択し、【Yes】を押
してください。

原稿サイズを自動検出するときは、手順 7 に進みま

す。

G その後、読み込む用紙サイズを選択し、【Yes】を押し
ます。

ひとこと

次の原稿を読み込む場合は、
次の原稿をセットし、【Yes】
を押してください。

H 【Yes】を押します。

原稿が読み込まれます。
ファクスの使いかた



6.2 原稿をセットする

6

bizhub162f_fax_UM_J.book  Page 9  Wednesday, April 27, 2005  5:53 PM
I 【スタート】を押し、送信を開始します。

送信が終了すると“ピー”という発信音が鳴りま

す。

送信を途中で中止するときは、【ストップ】を押し、

表示される画面で【Yes】を押します。

• メモリに読み込める原稿
枚数は、A4 標準原稿で最

大 280 枚です。オプショ

ンの拡張メモリを追加す
ると、読み込める原稿枚
数は最大 1024 枚になり

ます。

• 読み込まれた文書の送信
を取り消したい場合は、
「送信予約をキャンセル
（削除）する」（p. 6-28）
をご覧ください。

• 送信できなかったときは、
送信結果レポートがプリ
ントされます。詳しくは、
「通信結果を確認する（レ
ポート／リスト）」（p. 6-
30）をご覧ください。
ファクスの使いかた 6-9
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6.3 ファクス画質を設定する

送信する原稿には細かい文字が多い原稿、精密な図面のある原
稿、写真のある原稿など、いろいろあります。以下のように原
稿に合わせた画質を指定することで、原稿を鮮明に送信できま
す。

画質の設定のしかた

A 【ファクス】を押します。

ファクスモードに切替わり、ファクス画面が表示され
ます。

B 原稿をセットします。

C 【ファクス画質】を押し、原稿に合わせた画質を選択し
ます。

D 【 】、【 】でファクス画質を選択し、【Yes】を押
します。

「ｼｬｼﾝ」ハーフトーンを選択した場合は、次の画面

で「STD」（スタンダード）、「FINE」（ファイン）、

「S.FINE」（スーパーファイン）を選択してくださ

い。

原稿の内容 画質設定

普通の文字原稿 STD （スタンダード）

小さい文字を含む原稿（新聞な
ど）、精密図を含む原稿

FINE （ファイン）、S/F （スー

パーファイン )

写真など濃淡のあるものと文字
を含む原稿

「シャシン」+ STD （ハーフトーン

＋スタンダード）、「シャシン」+ 
FINE （ハーフトーン＋ファイン）

写真など濃淡のあるものを含む
原稿

「シャシン」+ FINE （ハーフトー

ン＋ファイン）、「シャシン」+ 
S/F （ハーフトーン＋スーパーファ

イン）

• 相手先の機種によっては、
スーパーファイン、スー
パーファイン＋ハーフ
トーンの指定では指定通
りに送信できないことが
あります。その場合は、
ファインまたはハーフ
トーンで送信されます。

• ハーフトーン、スーパー
ファイン＋ハーフトーン
を指定すると、原稿サイ
ズが送信先の用紙より大
きい場合や送信先のファ
クス機の性能によっては、
画質が劣化することがあ
ります。
ファクスの使いかた
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6.4 送信先を指定する

送信先を１か所だけ指定する

送信先を１か所だけ指定する方法には、以下の方法があります。

ダイヤル入力

ワンタッチダイヤル

短縮ダイヤル

グループダイヤル

プログラム

電話帳

ここでは、原稿送り装置を使用してファクス送信を行う場合の
手順を例に説明します。

国際ダイヤル通話を使って
海外通信するときは、国際
電話番号（001 、0061 、
0041 ）のあとに続けて国番

号と相手先番号を入力する
と、ダイヤルの途中で話し
中となり送信できないこと
があります。このような場
合は、国際電話番号を入力
したあとに【リダイヤル／
ポーズ】を 2 回押して、約

6 秒の空白時間をおいてか

ら残りの電話番号を入力し
てください。それでも送信
できない場合は、手動送信
を行ってください。詳しく
は、「通話後に送信する（手
動送信）」（p. 6-27）をご覧

ください。
ファクスの使いかた 6-11
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ダイヤル入力

A 【ファクス】を押し、ファクスモードに切替えます。

B 原稿をセットします。

C 必要に応じて「画質」を設定します。

D テンキーで相手先のファクス番号を入力します。

E 【スタート】を押します。

読み込み・送信が開始されます。

•「原稿をセットする」
（p. 6-4）をご覧ください。

• 画質については「ファク
ス画質を設定する」（p. 6-
10）をご覧ください。

• F コード（SUB 、SID ）
を入力することもできま
す。「F コード」（p. 7-2）
をご覧ください。

• ファクス番号は最大 30 桁
まで入力可能です。

• 入力可能な文字：　数字

（0 ～ 9 ）、、#、スペー

ス、ポーズ文字列の入力
方法については「文字の
入力のしかた」（p. 3-20）
をご覧ください。

• ファクス番号中に【リダ
イヤル／ポーズ】を押す
と、約 3 秒間の空き時間

（ポーズ）を入力できま
す。ディスプレイには
「P 」と表示されます。

• PBX の通信回線に接続し

ていて、「通信回線を設定
する」（p. 3-31）で外線接

続番号が登録されている
場合、“#”を入力すると、

外線接続番号を呼び出す
ことができます。
ファクスの使いかた
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ワンタッチダイヤル

あらかじめワンタッチダイヤルキーに相手先の番号を登録して
おくと、ワンタッチダイヤルキーを押すだけで相手先を指定で
きます。

A 原稿をセットします。

B ワンタッチダイヤルキーの【01】～【27】から、送信
する相手先のキーを押します。

ワンタッチダイヤルキーを間違えて押した場合は、

【No】で取り消しができます。

画質については「ファクス
画質を設定する」（p. 6-10）
をご覧ください。

C 必要に応じて「画質」を設定します。

D 【スタート】を押します。

読み込み・送信が開始されます。

送信を途中で中止したい場合は、【ストップ】を押

し、表示される画面で【Yes】を押してください。

• ワンタッチダイヤルの登
録については、「ワンタッ
チダイヤルを登録する」
（p. 9-5）をご覧ください。

•「原稿をセットする」
（p. 6-4）をご覧ください。
ファクスの使いかた 6-13
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短縮ダイヤル

あらかじめ短縮ダイヤルに相手先の番号を登録しておくと、短縮番号
で相手先を指定して送信できます。

A 原稿をセットします。

B 必要に応じて「画質」を設定します。

C 【短縮ダイヤル】を押し、テンキーで 3 桁の短縮番号を
入力します。

入力を間違えたときは、【リセット】を押し、最初

からやりなおしてください。

D 【スタート】を押します。

読み込み・送信が開始されます。

送信を途中で中止したい場合は、【ストップ】を押

し、表示される画面で【Yes】を押してください。

• 短縮ダイヤルの登録につ
いては、「短縮ダイヤルを
登録する」（p. 9-10）をご

覧ください。
•「原稿をセットする」
（p. 6-4）をご覧ください。

• 画質については「ファク
ス画質を設定する」（p. 6-
10）をご覧ください。
ファクスの使いかた
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グループダイヤル

あらかじめワンタッチダイヤルキーにグループ登録しておくと、
ワンタッチダイヤルキーを押すだけで登録されている複数の相
手先に送信できます。

A 原稿をセットします。

B 必要に応じて「画質」を設定します。

C ワンタッチダイヤルキーの【01】～【27】から、送信
する相手先グループのキーを押します。

ワンタッチダイヤルキーを間違えて押してしまった

場合は、【No】または【リセット】で取り消しがで

きます。

D 【スタート】を押します。

読み込み・送信が開始されます。

送信を途中で中止したい場合は、【ストップ】を押

し、表示される画面で【Yes】を押してください。

• ワンタッチダイヤルキー
へのグループ登録につい
ては、「グループダイヤル
を登録する」（p. 9-15）を

ご覧ください。
•「原稿をセットする」
（p. 6-4））をご覧くださ

い。
• 画質については「ファク
ス画質を設定する」（p. 6-
10）をご覧ください。
ファクスの使いかた 6-15
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プログラム

あらかじめ相手先の番号と、送受信機能（時刻指定送信やポー
リング受信など）をワンタッチダイヤルキーに登録しておくと、
ワンタッチダイヤルキーを押すだけでその機能を実行できます。

A 原稿をセットします。

ポーリング受信の場合、この手順は不要です。

B 必要に応じて、「画質」を設定します。

ポーリング受信の場合、この手順は不要です。

C ワンタッチダイヤルキーの【24】～【27】から、プロ
グラム登録されているキーを押します。

ワンタッチダイヤルキーを間違えて押してしまった

場合は、【No】または【リセット】で取り消しがで

きます。

D 【スタート】を押します。

自動的に、登録されている機能が開始されます。

送信を途中で中止したい場合は、【ストップ】を押

し、表示される画面で【Yes】を押してください。

• プログラムダイヤルの登
録については、「プログラ
ムダイヤルを登録する」
（p. 9-19）をご覧くださ

い。
•「原稿をセットする」
（p. 6-4）をご覧ください。

• 画質については「ファク
ス画質を設定する」（p. 6-
10）をご覧ください。

時刻指定送信を取り消した
い場合は、【機能】を押して
「ﾖﾔｸ ｷｬﾝｾﾙ」で予約を取り
消すことができます。詳し
くは、「送信予約をキャンセ
ル（削除）する」（p. 6-28）
をご覧ください。
ファクスの使いかた
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電話帳

【電話帳】を押すと、ワンタッチダイヤルと短縮ダイヤルに登録
されている内容が表示されます。電話帳から相手先を探して指
定し、送信できます。

A 原稿をセットします。

B 必要に応じて「画質」を設定します。

C 【電話帳】を押します。

D 【 】、【 】で「ﾘｽﾄ」または「ｹﾝｻｸ」を選択し、
【Yes】を押します。

「ﾘｽﾄ」を選択：ワンタッチダイヤルと短縮ダイヤル

に登録されている内容が表示されます。【▲】、【▼】
で相手先を選択します。相手先を選択後、手順 10 に

進んでください。

「ｹﾝｻｸ」を選択：検索文字列を入力する画面が表示

されます。手順 5 に進んでください。

•「原稿をセットする」
（p. 6-4）をご覧ください。

• 画質については「ファク
ス画質を設定する」（p. 6-
10）をご覧ください。
ファクスの使いかた 6-17
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E テンキーで相手先の登録名の先頭の何文字かを入力し
ます。

ワンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤルに登録され

ている登録名を入力します。

F 【Yes】を押します。

手順 5 で入力した文字列ではじまる登録名の数が表

示されます。

表示された検索結果の中から相手先を指定する場合

は、手順 9 へ進みます。

G 検索結果からさらに絞り込みたいときは、【Yes】を押
し、検索文字列の続きを入力します。

H 【Yes】を押します。

I 【,】、【+】で相手先を選択します。

J 【スタート】を押します。

読み込み・送信が開始されます。

文字列の入力のしかたにつ
いては、「文字の入力のしか
た」（p. 3-20）をご覧くださ

い。

ひとこと

1 文字から 10 文字まで入力

できます。

ひとこと

入力した文字列で始まる登
録名がワンタッチダイヤル、
短縮ダイヤルに存在しない
場合は、（0）が表示された

後、検索文字列を入力する
画面に戻ります。

• 検索結果の中に送信した
い相手先の名称がない場
合は、【No】を 2 回押し

て検索文字列を入力する
画面に戻り、検索文字列
を入力しなおします。

• 検索結果は、ワンタッチ
ダイヤルまたは短縮ダイ
ヤルとして登録された順
番で表示されます。
ファクスの使いかた
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チェーンダイヤル

ワンタッチダイヤルキー、短縮ダイヤル、ダイヤル入力、【リダ
イヤル／ポーズ】を組み合わせて相手先を指定し、ファクス送
信できます。

送信先を指定するには次の方法があります。

ダイヤル入力

ワンタッチダイヤル

短縮ダイヤル

グループダイヤル

プログラム

電話帳

ここでは、ワンタッチダイヤルキーを使用してからダイヤル入
力する方法について説明しています。

A 【オンフック】を押します。

B 送信したい相手先のワンタッチダイヤルキーを押し、
【スタート】を押します。

「原稿をセットする」（p. 6-
4）をご覧ください。

C テンキーで相手先のファクス番号を入力し原稿をセッ
トします。

D 【スタート】を押します。

自動的に、登録されている機能が開始されます。

送信を途中で中止したい場合は、【ストップ】を押

し、表示される画面で【Yes】を押してください。

ひとこと

複数の相手先に送信すると
きは、メモリ送信を使用し
てください。
ファクスの使いかた 6-19
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複数の宛先を指定する（順次同報送信）

一度の操作で複数の送信先に原稿を送信することができます。
これを順次同報送信とよびます。

複数の送信先を指定するには次の方法があります。

ダイヤル入力

ワンタッチダイヤル

短縮ダイヤル

グループダイヤル

プログラム

電話帳

上記の指定方法を組み合わせて指定することもできます。

A 原稿をセットします。

B 必要に応じて「画質」を設定します。

C 【機能】を押します。

ひとこと

【機能】を 1 回押して「1 

ｼﾞｭﾝｼﾞ ﾄﾞｳﾎｳ」を選択し、
【Yes】を押しても表示され

ます。

D テンキーの【1】を押します。

「ｼﾞｭﾝｼﾞ ﾄﾞｳﾎｳ」画面が表示されます。

ひとこと

複数の相手先に送信すると
きは、メモリ送信を使用し
てください。

• 一度に指定できる相手先
は最大 243 ヶ所までで

す。
• ワンタッチダイヤルキー
で相手先を選択する場合
は、最大 27 ヶ所まで指定

できます。
• 短縮ダイヤルで相手先を
選択する場合は、最大
200 ヶ所まで指定できま

す。
• ダイヤル入力で指定でき
る相手先は最大 16 ヶ所ま

でです。

•「原稿をセットする」
（p. 6-4）をご覧ください。

• 画質については「ファク
ス画質を設定する」（p. 6-
10）をご覧ください。
ファクスの使いかた
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E 相手先を指定します。

ワンタッチダイヤルキーで指定するとき：送信する

相手先のワンタッチダイヤルキーを押します。
【Yes】を押し、次の相手先を指定します。

短縮ダイヤルキーで指定するとき：【短縮ダイヤル】

を押し、送信する相手先の短縮番号 3 桁を入力しま

す。【Yes】を押し、次の相手先を指定します。

グループダイヤルキーで指定するとき：送信する相

手先グループが登録されているワンタッチダイヤル
キーを押します。【Yes】を押し、次の相手先を指定

します。

電話帳を使って指定するとき：【電話帳】を押し、

「ﾘｽﾄ」か「ｹﾝｻｸ」のいずれかの方法で相手先を選 
択します。（「電話帳」（p. 6-17）をご覧ください。）

【Yes】を押し、次の相手先を指定します。

ダイヤル入力で指定するとき：送信したい相手先の

ファクス番号を入力します。【Yes】を押し、次の相

手先を指定します。

ひとこと

すべての相手先の指定が終
わるまで、以下の手順を繰
り返します。

ひとこと

相手先を間違えた場合は、
【No】を押すと現在の選択

が取り消されます。（【Yes】
で相手先を決定する前に有
効です。）

ひとこと

文字列の入力方法について
は「文字の入力のしかた」
（p. 3-20）をご覧ください。
ファクスの使いかた 6-21
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F 【スタート】を押します。

相手先を確認するかどうかを選択する画面が表示され
ます。

G 相手先を確認する場合は、【Yes】 を押します。

相手先を確認しない場合は、手順 9 へ進みます。

H 手順 5 で指定した相手先が、指定した順番にディスプレ
イに表示されます。相手先を確認し、【Yes】を 押しま
す。

すべての相手先の確認が終了すると、「ｶﾝﾘｮｳ = ｽﾀｰﾄ」

が表示されます。

ディスプレイに表示されている相手先を削除したい

ときは、【No】を押します。
ファクスの使いかた
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I 【スタート】を押します。

読み込み・送信が開始されます。

• 相手先すべてに送信され
たかどうかを、送信完了
後にプリントされる結果
レポートで確認できます。

• 送信を途中で中止したい
場合は、【ストップ】を押
し、表示される画面で
【Yes】を押します。この

操作を行うと、選択した
相手先の指定がすべて解
除されます。

• 時刻指定送信を取り消し
たい場合は、【機能】を押
して「ﾖﾔｸ ｷｬﾝｾﾙ」で 取
り消し操作を行ってくだ
さい。詳しくは、「送信予
約をキャンセル（削除）
する」（p. 6-28）をご覧く

ださい。
ファクスの使いかた 6-23
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手動リダイヤル

最後に送信した相手先にもう一度ダイヤルすることをリダイヤ
ルといいます。

A 原稿をセットします。

B 必要に応じて「画質」を設定します。

C 【リダイヤル／ポーズ】を押します。

最後に送信した相手先のファクス番号が表示されます。

D 【スタート】を押します。

読み込み・送信が開始されます。

•「原稿をセットする」
（p. 6-4）をご覧ください。

• 画質については「ファク
ス画質を設定する」（p. 6-
10）をご覧ください。
ファクスの使いかた
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6.5 原稿読み込み中の動作

メモリオーバーしたときは

送信予約（他のファクス送信ジョブ実行中のファクス送信指示）
や時刻指定送信などで、原稿を読み込んでいる途中でメモリ不
足になった場合、読み込んだページまでを送信するか、送信を
キャンセルするかを選択するメッセージが表示されます。

キャンセルを選択した場合

それまで読み込んだデータは消去されます。他のファク
ス送信処理やファクス受信などが終了するのを待ち、メ
モリ残容量を確認してから再度ファクス送信指示を行っ
てください。

読み込んだページまで送信する場合

メッセージにしたがって、送信指示を行います。メモリ
残容量を確認してから再度ファクス送信指示を行ってく
ださい。

ひとこと

メモリ残容量が 0% になっ

た場合、それまで読み込ん
だ送信データは消去されま
す。
ファクスの使いかた 6-25
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6.6 送信できないときは

ファクス送信時、相手先のファクス機が話し中で応答しない場
合や、その他通信上のエラーなどの理由により、ファクス送信
が正常に終了しなかったとき、本機は自動的にリダイヤルしま
す。リダイヤルされるまでの間、送信文書はリダイヤル待機の
予約文書として扱われます。

リダイヤルの結果、ファクス送信が正常に終了しなかったとき
は、送信結果レポートがプリントされます。
ファクスの使いかた
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6.7 通話後に送信する（手動送信）

本機に外付け電話機を接続して電話とファクスを同一回線で使
用している場合、 相手先と電話で話をしたあとにそのまま原稿
を送信できます。

相手先に原稿を送信することを伝えたいときなどに利用します。

A 原稿送り装置に原稿をセットします。

B 必要に応じて「画質」を設定します。

C 受話器を取ります。

受話器から発信音“ツー”が 聞こえることを確認

してください。

D 相手先を指定します。

電話機のダイヤルボタンを使ってダイヤルします。

本機の操作パネルより相手先を指定することもでき

ます（p. 6-11）。

E 話をした後、相手先にスタートキーを押してもらいま
す。

準備ができると“ピー”という音がします。

F 【スタート】を押します。

読み込み・送信が開始されます。

ひとこと

受話器を取る代わりに【オ
ンフック】を押すと、ス
ピーカー状態になり、上記
と同様に手動送信を行うこ
とができます。

G 受話器を置きます。

送信を途中で中止するときは、【ストップ】を押し、

表示される画面 で【Yes】を押します。

• 手動送信のときは、メモ
リ送信を使用できません。

• 相手先が自動受信できる
状態（自動着信）になっ
ているときは、相手先 が
電話に出ずに“ピー”と
いう音がします。そのと
きは話をすることが でき

ません。
• 通話後に送信する場合は、
原稿送り装置を使用して
ください。

• 手動送信は、本機の TEL
ポートに外付け電話機が
接続されている場合に使
用できます。

• ダイヤル回線をご利用の

場合でも、“ ”を入力す

ると、プッシュ回線用の
信号を出すことができま
す。

•「原稿をセットする」
（p. 6-4）をご覧ください。

• 画質については「ファク
ス画質を設定する」（p. 6-
10）をご覧ください。
ファクスの使いかた 6-27



6-28

bizhub162f_fax_UM_J.book  Page 28  Wednesday, April 27, 2005  5:53 PM
6.8 送信を中止する

送信の途中で中止したい場合は、【ストップ】を押し、表示され
る画面で【Yes】を押します。

送信予約をキャンセル（削除）する

読み込まれた文書が送信待ちのときやリダイヤル待ちのとき、
送信を取り消したい場合は、ジョブを削除し、送信をキャンセ
ルします。

A 【機能】を押します。

B テンキーの【8】を押します。

メモリ内に蓄積されている送信待ちのジョブ内容（送
信指定時刻／送信設定の種類）が表示されます。

C 【▼】、【▲】で取り消したい送信ジョブを選択します。

•【機能】を 8 回押して「8 
ﾖﾔｸ ｷｬﾝｾﾙ」を選択し、
【Yes】を押しても表示さ

れます。
• ポーリング送信が蓄積さ
れている場合は、ID 入力

画面が表示されます。 
• メモリ内に送信待ちの
ジョブがないときは
「* ﾖﾔｸ ﾊ ｱﾘﾏｾﾝ *」が表示
されます。
ファクスの使いかた
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送信ジョブの種類は、以下のように表示されます。

D 【Yes】を押し、送信ジョブを削除します。

「ﾖﾔｸ ｷｬﾝｾﾙ」のメニュー画面が表示されます。

E 続けて予約の削除を行いたい場合は、手順 3 ～ 4 を繰
り返します。

ひとこと

表示されている送信ジョブ
内容について送信相手先を

確認したいときは、【 】

を押します。確認後【Yes】
を押すと、一つ前の画面に
戻ります。

表示 内容

ﾒﾓﾘｿｳｼﾝ メモリ送信

ﾄﾞｳﾎｳ 順次同報送信

ﾀｲﾏｰ 時刻指定送信

ｼﾝﾃﾝ 親展送信

POLL-TX ポーリング送信

POLL-RX ポーリング受信

ﾁｭｳｹｲ 中継指示送信、中継同報送信

ﾃﾝｿｳ ファクス転送
ファクスの使いかた 6-29
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6.9 通信結果を確認する（レポート／リスト）

送信し終わった原稿、受信した原稿の通信結果情報は、最大 60
件まで記録されます。

通信結果の確認のしかた

A 【確認】を 2 回押します。

「ﾂｳｼﾝ ｹｯｶ」が表示されます。

B 【Yes】を押します。

C 【▼】、【▲】を押して希望する通信結果を表示させ、確
認します。

• 通信結果画面では、送信
結果 は「TX」、受信結果

は「RX」と表示されま

す。
• 通信結果を表示中に
【No】を 2 回押すと、確

認モードを終了して基本
画面が表示されます。

• 通信結果レポートをプリ
ントしたい場合は【ス
タート】を押します。 通
信結果レポートをプリン
ト後は基本画面が表示さ
れます。
ファクスの使いかた
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レポート／リストの出力

A 【確認】を 3 回押します。

レポート出力確認メッセージが表示されます。

B 【Yes】を押します。

出力できるレポート／リストのメニューが表示されま
す。

C 【▼】、【▲】で出力したいレポート／リストを選択し、
【Yes】を押します。

レポート／リストのプリント後は基本画面が表示され
ます。

• 送受信結果のレポートは、
ディスプレイで確認する
こともできます。通信結
果の表示のしかたについ
ては「通信結果の確認の
しかた」（p. 6-30）をご覧

ください。
• レポート／リストの種類
については「レポート／
リストの種類」（p. 6-32）
をご覧ください。
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6.10レポート／リストの種類

レポート出力には、以下のサイズの用紙を使用できます。
A5 v, B5 v, A4 w/v, B4 w, A3 w
ただし、A5 v、B5 v の用紙にプリントするときは、レポートが複数枚に分かれてプリントされる場合

があります。

送信結果レポート：

文書番号、相手先、送信日、送信開始時刻、原稿枚数、所要時間、モード、通信結果
などをプリントし、確認できます。

受信結果レポート：

文書番号、相手先、受信日、受信開始時刻、受信枚数、所要時間、モード、通信結果
などをプリントし、確認できます。

通信管理レポート：

番号、文書番号、通信日、送受信開始時刻、送信／受信、相手先、送受信枚数、モー
ド、通信結果などをプリントし、確認できます。
60 通信ごとに自動的にプリントするように設定されています。

通信予約リスト：

メモリ内に蓄積されている送信待ちの文書、時刻指定送信の文書、一括送信の文書、
ポーリング受信の指定などのリストです。
文書番号、実行待ち機能名、時刻、相手先、原稿枚数などをプリントし、確認できま
す。

SESSION ｷﾉｳ No. ｱｲﾃｻｷ ﾋﾂﾞｹ ｼﾞｺｸ ﾍﾟｰｼﾞ ﾂｳｼﾝ ｼﾞｶﾝ ﾓｰﾄﾞ ｹｯｶ

0001 ｿｳｼﾝ 001 AAA NEWYORK
012345678

APR.19 18:00 010 00:02’21" G3 OK

SESSION ｷﾉｳ No. ｱｲﾃｻｷ ﾋﾂﾞｹ ｼﾞｺｸ ﾍﾟｰｼﾞ ﾂｳｼﾝ ｼﾞｶﾝ ﾓｰﾄﾞ ｹｯｶ

0001 ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ 
ｼﾞｭｼﾝ

001 AAA TOKYO
098765432

APR.19 18:00 001 00:02’21" ECM NG

00A0: ｿｳｼﾝ ｷｬﾝｾﾙ

No. SESSION ﾋﾂﾞｹ ｼﾞｺｸ TX/RX ｱｲﾃｻｷ ﾍﾟｰｼﾞ ﾂｳｼﾝ ｼﾞｶﾝ ﾓｰﾄﾞ ｹｯｶ

01 0001 APR.19 16:32 TX--- AAA NEWYORK
012345678

006 00:01’16" ECM OK

02 0002 APR.19 18:00 ---RX AAA TOKYO
098765432

001 00:02’21" ECM NG

03 0002 APR.19 18:00 ---RX AAA TOKYO
098765432

012 00:02’48" ECM OK

04 0003 APR.19 19:12 TX--- HEAD OFFICE
024682468

001 00:00’56" ECM OK
ファクスの使いかた
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予約画像プリント：

メモリ内に蓄積されている送信待ちの文書について、文書番号、実行待ち機能名、相
手先、日付、時刻、原稿枚数などを 1 ページ目の画像の縮小図といっしょにプリント

し、確認できます。

ワンタッチダイヤルリスト：

ワンタッチダイヤルキーに登録した相手先を、ワンタッチダイヤル番号順に並べてプ
リントし、確認できます。

短縮ダイヤルリスト：

短縮ダイヤルに登録した相手先を、短縮番号順に並べてプリントし、確認できます。

キー登録リスト：

ワンタッチダイヤルキーに登録したグループダイヤル、プログラムダイヤルの設定内
容を、ワンタッチダイヤル番号順に並べてプリントし、確認できます。

中継ボックスリスト：

中継ボックス（10 個）の設定状況と設定内容をプリントし、確認できます。

マシン設定リスト：

現在のマシン設定の内容をプリントし、確認できます。

設定確認レポート：

プリンタとしての設定内容をプリントし、確認できます。

PCL フォントリスト：

イメージコントローラ IC-205（オプション）装着時に有効です。

PCL フォントリストをプリントし、確認できます。

OT-No. ｱｲﾃｻｷ ｱｲﾃｻｷ ﾊﾞﾝｺﾞｳ ｼｮｳｻｲ ｾｯﾃｲﾆﾁｼﾞ

OT-01 AAA NEWYORK 012345678 33.6 JAN.20.2001

OT-02 AAA TOKYO 098765432 14.4 JAN.20.2001

OT-03 HEAD OFFICE 024682468 16:00 33.6 FEB.12.2001

OT-04 NJ OFFICE 0P02345678
SUB:#1234

14.4 FEB.12.2001

OT-No. ｱｲﾃｻｷ ｱｲﾃｻｷ ﾊﾞﾝｺﾞｳ ｼｮｳｻｲ ｾｯﾃｲﾆﾁｼﾞ

SP-001 AMSTERDAM OFFICE 0P09876543 33.6 JAN.20.2001

SP-002 KOREA OFFICE 0P01357913 14.4 JAN.20.2001

SP-003 ABCDEF 024682468 33.6 FEB.12.2001

SP-004 POST OFFICE 0224466880
SUB:#5678

14.4 FEB.12.2001
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.11メモリ送信と即時送信

メモリ送信

機のメモリ送信ランプが点灯しているときは、メモリ送信が
定されています。

モリ送信では、原稿を読み取り、メモリに蓄積してから、
ァクス送信する方法です。メモリ送信の場合は、通信中も次
原稿の送信操作を行うことができます。（送信予約）

即時送信

機のメモリ送信ランプが消灯しているときは、即時送信が設
されています。

時送信では、送信状況に合わせて、一枚ずつ原稿を読み込む
とができます。大量の原稿を送信する場合でも確実に送信で
ます。

原稿送り装置に原稿をセットします。

【メモリ送信】を押します。

メモリ送信ランプが消えます。

必要に応じて「画質」を設定します。

相手先を指定します。

ひとこと

送信が終了すると、送信
モードは初期値の設定に戻
ります。

【スタート】を押します。

読み込み・送信が開始されます。

ひとこと

工場出荷時の設定はメモリ
送信です。

メモリ送信のしかたについ
ては、「送信時の操作のなが
れ」（p. 6-2）をご覧くださ

い。

• 送信モードの初期値はメ
モリ送信に設定されてい
ます。通常使う送信 モー

ドを即時送信に設定した
い場合は、ユーティリ
ティモードで「ﾕｳｾﾝ ｿｳｼﾝ 
ﾓｰﾄﾞ」を「ｿｸｼﾞｿｳｼﾝ」に
設定してください。詳し
くは、「優先送信モードを
設定する」（p. 9-48）をご

覧ください。
• 即時送信を指定するとき
は原稿送り装置を使用し
てください。原稿ガラス
を使って送信することは
できません。

• 送信中や受信中に即時送
信を指定した場合、送信
予約になります。

• 即時送信では、複数の相
手先に送信できません。

• 即時送信と時刻指定送信
を同時に指定できません。

•「原稿をセットする」
（p. 6-4）をご覧ください。

• 画質については「ファク
ス画質を設定する」（p. 6-
10）をご覧ください。
ファクスの使いかた
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6.12時刻を指定して送信する

通信の時刻を指定する機能を時刻指定送信と呼びます。深夜や
早朝などの電話料金割引時間を利用して通信したいときなど便
利です。

A 原稿をセットします。

B 必要に応じて「画質」を設定します。

C 【機能】を押します。

D テンキーの【2】を押します。

「ｼﾞｺｸ ｼﾃｲ ﾂｳｼﾝ」画面が表示されます。

E テンキーで送信したい時刻を入力し、【Yes】を押しま
す。

時刻を訂正するときは、【No】を押して入力しなお

します。

• 時刻は 24 時間制で指定し

ます。
• 現在時刻が正確に登録さ
れていないと、指定した
時刻に送信できません。
詳しくは、「現在の日付／
時刻を設定する」（p. 3-
25）をご覧ください。

• 時刻指定送信は、順次同
報送信、親展送信、ポー
リング受信、中継指示送
信と組み合わせて指定で
きます。

• 時刻指定送信は、即時送
信と同時に行うことはで
きません。

•「原稿をセットする」
（p. 6-4）をご覧ください。

• 画質については「ファク
ス画質を設定する」（p. 6
10）をご覧ください。

ひとこと

【機能】を 2 回押して「2 

ｼﾞｺｸ ｼﾃｲ ﾂｳｼﾝ」を選択し、
【Yes】を押しても表示され

ます。
ファクスの使いかた 6-35
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F 相手先を指定します。

G 【スタート】を押します。

読み込みが開始され、送信待機状態になります。

•「送信先を指定する」
（p. 6-11）をご覧くださ

い。
• キャンセルするときは
「送信予約をキャンセル
（削除）する」（p. 6-28）
をご覧ください。
ファクスの使いかた
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6.13一括送信

メモリに登録した複数の原稿を、指定した時刻にまとめて送信
できます。あらかじめユーティリティモードで一括送信設定

（送信時刻）をワンタッチダイヤルキーに登録しておきます。

A 原稿をセットします。

B 必要に応じて「画質」を設定します。

C ワンタッチダイヤルキーから、一括送信設定が登録さ
れているキーを押します。

ひとこと

一括送信の送信予約を取り
消すには、【機能】を押して
「ﾖﾔｸ ｷｬﾝｾﾙ」で送信ジョブ
ごとに取り消します。詳し
くは、「送信予約をキャンセ
ル（削除）する」（p. 6-28）
をご覧ください。

D 【スタート】を押します。

自動的に読み込みが開始され、指定した時刻になると
送信されます。

• ワンタッチダイヤルキー
への登録については、「ワ
ンタッチダイヤルを登録
する」（p.9-5）をご覧く

ださい。
•「原稿をセットする」
（p. 6-4）をご覧ください。

• 画質については「ファク
ス画質を設定する」（p. 6
10）をご覧ください。
ファクスの使いかた 6-37
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.14受信する

メモリ受信

機では通常、ファクスが受信されると自動的にプリントされ
すが、他の人に見られたくない文書などがある場合は、受信
た文書をいったんメモリに保管し、メモリ受信設定を「OFF」
したとき、または指定した時刻にプリントできます。

モリ受信はユーティリティモードで設定します。設定手順に
いては「メモリ受信モードを設定する」（p. 9-53）をご覧くだ
い。

受信時の用紙サイズ

機は、受信した原稿を以下の用紙にプリントできます。

5 v, B5 v, A4 w/v, B4 w, A3 w

受信時の用紙の優先順位

信した原稿と同じサイズの用紙がセットされている場合、原
はそのままの大きさ（原寸）でプリントされます。

信した原稿と同じサイズの用紙がセットされていない場合、
下の優先順位で最適な用紙にプリントします。

. 受信した原稿と用紙の幅が一致し、原稿の長さが収まる用紙
にプリントします。

. 受信した原稿と用紙の幅が一致し、原稿の長さが収まらない
ときは分割してプリントします。

. 受信した原稿と用紙の幅が一致しない場合、ワンサイズ大き
な幅の用紙で原稿の長さが収まる用紙にプリントします。

. 受信した原稿と用紙の幅が一致しない場合、ワンサイズ大き
な幅の用紙で原稿の長さが収まらないときは分割してプリン
トします。

ユーティリティモードの受
信設定で縮小プリント
“カット”が設定されている
場合、用紙サイズに対して
原稿の長さが長いときは最
大 24 mm までカットされま

す。ただし、用紙サイズに
対して原稿の長さが 24 mm
以上の場合、“カット”は適
用されず分割してプリント
されます。詳しくは、「縮小
プリントを設定する」（p. 9-
57）をご覧ください。

受信サイズ

優先順位 A3 w B4 w A4 v A4 w B5 v A5 v

1 A3 w B4 w A4 v A4 w B5 v A5 v

2 A4 v
（分割）

B5 v
（分割）

A4 w A4 v B4 w A4 w

3
A3 w A3 w A5 v

（分割）
A4 v A4 v

4 A4 v
（分割）

B4 w A4 w B5 v

5 B5 v
（分割）

A3 w B4 w

6 A3 w A3 w
ファクスの使いかた
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自動受信（ファクス専用モード）

電話回線をファクス専用で使用する場合はこのモードに設定し
ます。
呼出し回数で設定されている回数分の呼出し回数を検知すると、
自動的にファクス受信を開始します。

工場出荷時はこのモードが
設定されています。詳しく
は、「受信モードを設定す
る」（p. 9-59）をご覧くださ

い。
ファクスの使いかた 6-39
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自動受信（TEL/FAX 自動切替えモード）

本機に外付け電話機を接続して電話とファクスを同一回線で使
用する場合はこのモードに設定しておくと便利です。着信後、
相手側が電話かファクスかを自動的に検知し音声応答メッセー
ジを流します。

＜相手側がファクスのとき＞

ファクスを受信した場合、自動的にファクス受信を開始します。
ファクスの使いかた
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＜相手側が電話のとき＞

外付け電話機から呼出し音が鳴ります。呼出し音が鳴っている
間に外付け電話機の受話器をとると通話できます。相手側（送
信側）には音声応答メッセージが聞こえています。

原則

TEL/FAX 自動切替えは、本機の外付け電話機接続コネクタに電話機が

接続されている場合に使用できます。
受信設定で手動受信を設定している場合は、TEL/FAX 自動切替えは設

定できません。

• 音声応答メッセージには
以下のメッセージが流れ
ます。
音声応答メッセージ 1
（約 6 秒間）：「電話の方は

しばらくお待ちください。
ファクスの方はスタート
ボタンを押してくださ
い。」
音声応答メッセージ 2
（約 4 秒間）：「ただいま近

くにおりません。ファク
スに切り替えます。」

• 外付け電話の受話器を上
げたとき、「ピー」という
音が聞こえたり、無音の
場合、相手はファクスで
す。リモート受信番号を
指定すると受信できます。

• 相手側が電話のとき、音
声応答メッセージ 2 が流

れ始めてから相手側に電
話を切られた場合、通信
エラーとなります。通信
エラーを解除するには、
ファクスモードにて【リ
セット】を押してくださ
い。

• 工場出荷時の TEL/FAX 自

動切替えは「OFF」に設

定されています。TEL/
FAX 自動切替えを「ON」

に設定して下さい。詳し
くは、「TEL/FAX 切替え

を設定する」（p. 9-68）を

ご覧ください。
• 工場出荷時の電話呼出し
時間は「20 秒」に設定さ

れています。詳しくは、
「電話呼び出し時間を設定
する」（p. 9-69）をご覧く

ださい。
ファクスの使いかた 6-41
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留守番電話

本機では外付け電話機の留守番電話機能を使うことができます。

相手がファクスのときは、ファクス受信に自動的に切替わり、
受信が開始されます。

相手が電話のときは、送信側に対して留守番電話のメッセージ
が流れます。

ひとこと

工場出荷時の留守番電話接
続は「OFF」に設定されて

います。

• 留守番電話を接続する場
合には、ユーティリティ
モードで「ﾙｽﾊﾞﾝ ﾃﾞﾝﾜ 
ｾﾂｿﾞｸ」を「ON」に設定

してください。詳しくは、
「留守番電話接続を設定す
る」（p. 9-70）をご覧くだ

さい。
ファクスの使いかた
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手動受信

本機に外付け電話機を接続して電話とファクスを同一回線で使
用していて、おもに電話として使用する場合、このモードに設
定しておくと便利です。相手と話をした後そのまま電話を切ら
ずにファクス文書を受信できます。

原則

手動受信は、本機の外付け電話機接続コネクタに電話機が接続されて
いる場合に使用できます。
手動受信を行う場合は、ユーティリティモードで受信モードを手動に
設定してください。詳しくは、「受信モードを設定する」（p. 9-59）を

ご覧ください。

A 呼び出し音が鳴ったら受話器を取り、相手と話をしま
す。

B 話が終わり、受話器から“ポー・ポー・ポー・・・”
という音がしたら、【スタート】を押します。
受信が開始されます。

転送受信を行う場合、外付け電話機から電話を切ら

ずに［3］、[ ]（転送受信番号）を押すと本機は

ファクス受信に切替わります。

転送受信番号入力時、［3］の後に [ ] を必ず押して

ください。

C 受話器を戻します。受信が終わると“ピー”と鳴りま
す。

ひとこと

転送受信を「ON」に設定し

ている場合、外付け電話機
からの操作でファクス受信
できます。詳しくは、「転送
受信を設定する」（p. 9-64）
をご覧ください。

• 相手先が自動送信に設定
されている場合、“ポー・
ポー・ポー・・・”とい
う音がしない場合があり
ます。

• 外付け電話機で着信した
あと、ファクス受信に切
替えることもできます
（転送受信）が、転送受信
の機能を使う場合、外付
け電話機にはプッシュ信
号を送出できる電話機を
ご使用ください。

• 転送受信番号は工場出荷
時は［3］に設定されてい

ます。転送受信番号を変
更する場合は「転送受信
を設定する」（p. 9-64）を

ご覧ください。

外付け電話機
ファクスの使いかた 6-43
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.15電話をかける

機では外付け電話機を接続することにより、電話機として使
することができます。

受話器をとります。

受話器から発信音“ツー”が聞こえることを確認して
ください。

相手先をダイヤルします。

相手に電話がかかったら、通話します。

通話が終了したら、受話器を戻します。
ファクスの使いかた
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6.16電話を受ける

外付け電話を接続している場合の電話の受け方を説明します。

受信モードが「ｼｭﾄﾞｳ」または、受信モードが「ｼﾞﾄﾞｳ」で TEL/
FAX 切替えが「ON」設定の場合に電話をうけることができま
す。

A 電話の呼び出し音が鳴ったら、受話器を上げて通話し
ます。

B 通話が終了したら、受話器を戻します。
ファクスの使いかた 6-45
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第 7章 便利な送信と受信
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7.1 F コード

本機は、情報通信ネットワーク産業協会が定めた F コード通信
に対応しています。

F コードとは、ITU-T（国際電気通信連合）の G3 規格で制定さ
れた SUB（サブアドレス）、SEP（セレクティブポーリング）、

「SID」「PWD」（パスワード）などを使用したメールボックス機
能です。

F コードはテンキーで利用状況に合わせて次のように設定しま
す。

ファクス送信時に F コードを指定する

ファクス番号を直接テンキーで入力する際に、F コードを指定
できます。

A テンキーで相手先のファクス番号を入力します。

B 【,】を押しテンキーで SUB（サブアドレス）を入力し
ます。

数値を訂正するときは、【No】を押して入力しなお

します。

SID を入力する場合は手順 3 に進んでください。

SID を入力しない場合は手順 4 に進んでください。

• F コード機能は、F コー

ド機能を搭載している
ファクス機のみ使用でき
ます。設定をおこなう前
に、両方の機器が F コー

ド機能に対応しているか
確認してください。

• ワンタッチダイヤルや短
縮ダイヤルにあらかじめ
F コード（SUB、SID）を

登録している場合は、F
コード通信をすることが
できます。

• F コード対応機同士で親

展通信が可能です。

F コード 内容

SUB F コードを用いて送信する場合に

設定します。20 桁まで入力でき

ます。

PASSWORD（SID） パスワードを使用して通信相手を
制限する場合に指定します。20
桁まで入力できます。

POLL ID（SEP） 相手先に用意されている原稿を受
信側から電話をかけて送信させる
ときに指定します。
便利な送信と受信
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C 【,】を押し、テンキーで SID を入力します。

数値を訂正するときは、【No】を押して入力しなお

します。

D 【スタート】を押します。

読み込み・送信が開始されます。
便利な送信と受信 7-3
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相手先登録時に F コードを指定する

ワンタッチダイヤルや短縮ダイヤルを登録する際に、F コード
を指定します。

A テンキーで相手先のファクス番号を入力します。

B 【,】を押しテンキーで SUB（サブアドレス）を入力し
ます。

数値を訂正するときは、【No】を押して入力しなお

します。

SID を入力する場合は手順 3 に進んでください。

SID を入力しない場合は手順 4 に進んでください。

C 【,】を押し、テンキーで SID を入力します。

数値を訂正するときは、【No】を押して入力しなお

します。

D 【Yes】を押します。

引き続き、その他の登録内容を指定します。
便利な送信と受信
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7.2 親展通信

親展通信とは、特定の人との間で送受信したい原稿を、親展
ボックスを使って通信する機能です。送受信にはボックス ID が
必要なため、他の人に見られたくない文書でも安全にファクス
でやりとりできます。

相手機の親展ボックス宛に原稿を送ることを親展送信、自局の
親展ボックスに原稿を受信することを親展受信と呼びます。

ここでは、親展送信をする手順、親展ボックス内の受信文書を
プリントする手順、親展ボックス内の受信文書を削除する手順
についてそれぞれ説明します。

メールボックス（親展ボックス）の作成

ユーティリティモードのファクス登録において、メールボック
スを設定すると、メールボックスを利用できます。詳しくは、

「親展受信」（p. 7-8）をご覧ください。

• 本機内には、5 個まで

メールボックスを設定す
ることができます。詳し
くは、「親展ボックスの登
録をする」（p. 9-35）をご

覧ください。
• ワンタッチダイヤルや短
縮ダイヤルに、あらかじ
め相手先の F コードを登

録しておくと、相手先に
F コード通信をすること

ができます。詳しくは、
「親展送信」（p. 7-6）をご

覧ください。

親展ボックス

ボックス ID

プリント

ファクス送信
（F コード）
便利な送信と受信 7-5



7.2 親展通信

7-6

bizhub162f_fax_UM_J.book  Page 6  Wednesday, April 27, 2005  5:53 PM
親展送信

相手先の親展ボックス宛に送信する機能です。

重要な書類を特定の人に送信したいときなどに利用します。

A 原稿をセットします。

B 必要に応じて「画質」を設定します。

C 【機能】を押します。

ひとこと

【機能】を 3 回押して「3 
ｼﾝﾃﾝ ｿｳｼﾝ」を選択し、
【Yes】を押しても表示され

ます。

D テンキーの【3】を押します。

「ｼﾝﾃﾝ ｿｳｼﾝ」画面が表示されます。

E 相手先を指定し、【Yes】を押します。

ボックス ID 入力画面が表示されます。

• 親展送信は、F コード通

信に対応した機能です。F
コードに対応している機
種を、親展送信の相手先
に指定できます。

• 相手先の指定と親展ボッ
クスの設定を行う必要が
あります。

• 相手先でファクス文書を
確認するには、ボックス
ID の入力が必要です。

•「原稿をセットする」
（p. 6-4）をご覧ください。

• 画質については「ファク
ス画質を設定する」（p. 6-
10）をご覧ください。

「送信先を指定する」（p. 6-
11）をご覧ください。
便利な送信と受信
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F テンキーでボックス ID を入力します。

数値を訂正するときは、【No】を押して入力しなお

します。

G 【Yes】を押します。

H テンキーでパスワードを入力します。

数値を訂正したいときは、【No】を押して入力しな

おします。

I 【スタート】を押します。

読み込み・送信が開始されます。

• 相手先の親展ボックスに
登録されているボックス
ID（SUB）（20 桁以内）

を入力します。
• ボックス ID で使用できる

文字は、0 ～ 9、 、# の

みです。
• ワンタッチダイヤルキー
や短縮番号に登録されて
いる相手先を指定したと
き、登録内容に SUB（サ

ブアドレス）が含まれる
場合は SUB が表示されま

す。必要に応じて数値を
変更します。

• 相手先の親展ボックスに
パスワードが設定されて
いる場合、パスワード
（20 桁以内）を入力しま

す。
• パスワードで使用できる
文字は 0 ～ 9、 、# のみ

です。
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親展受信

相手先が指定したボックス ID、パスワードと本機に登録してあ
るボックス ID、パスワードが一致したときのみ受信することが
できる機能です。

ここでは親展受信した文書をプリントする手順を説明します。

A 【機能】を押します。

ひとこと

または、【機能】を 4 回押し

て「4 ｼﾝﾃﾝ ﾌﾟﾘﾝﾄ」を選択

し、【Yes】を押しても表示

されます。

B テンキーの【4】を押します。

「ｼﾝﾃﾝ ﾌﾟﾘﾝﾄ」画面が表示されます。

C テンキーでボックス ID（4 桁）を入力し、【Yes】を押し
ます。

数値を訂正するときは、【No】を押して入力しなお

します。
便利な送信と受信
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7.3 ポーリング送信

ポーリング送信とは、受信側からのポーリング指示で原稿を送
信するために、あらかじめメモリに原稿を蓄積しておく機能で
す。

ポーリング送信を設定した原稿は、メールボックス（親展ボッ
クス）のポーリング送信ボックスに蓄えられ、受信側からの
ポーリング指示で送信が開始されます。

ここでは、ポーリング送信ボックスを使ったポーリング送信に
ついて説明します。

A 原稿をセットします。

B 必要に応じて「画質」を設定します。

C 【機能】を押します。

ひとこと

【機能】を 5 回押して「5 
ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ ｿｳｼﾝ」を選択し、
【Yes】を押しても表示され

ます。

D テンキーの【5】を押します。

「ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ ｿｳｼﾝ」画面が表示されます。

E 【 】、【 】で「ｼﾝｸﾞﾙ」または「ﾏﾙﾁ」を選択し、
【Yes】を押します。

ポーリング送信要求に 1 回のみ対応してメモリ内の

原稿を削除する場合は、「ｼﾝｸﾞﾙ」を選択します。

• ポーリング送信は、F
コード通信に対応した機
能です。

• ポーリング送信の登録は
30 件までできます。

• メモリがいっぱいのとき
は、ポーリング送信の設
定はできません。

• ポーリング送信では、通
話料金が相手先の負担と
なります。

•「原稿をセットする」
（p. 6-4）をご覧ください。

• 画質については「ファク
ス画質を設定する」（p. 6-
10）をご覧ください。
便利な送信と受信 7-9
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ポーリング送信要求に複数回対応したい場合は、

「ﾏﾙﾁ」を選択します。メモリ内の原稿は、予約キャ
ンセルで削除するまで保存されます。

F テンキーでポーリング ID（4 桁）を入力し、【Yes】を押
します。

数値を訂正するときは、【No】を押して入力しなお

します。

ひとこと

パスワードは、0000 ～

9999 の任意の数値を設定し

ます。

G テンキーでパスワード（4 桁）を入力します。

数値を訂正するときは、【No】を押して入力しなお

します。

パスワードを設定しない場合は、手順 8 に進んでく

ださい。

H 【スタート】を押します。

読み込みが開始され、待機状態になります。

• ポーリング ID を設定しな

い場合は、手順 8 へ進み

ます。
• ポーリング ID は、0000
～ 9999 の任意の数値を

設定します。
• 登録するポーリング送信
が 1 ジョブの場合は、

ポーリング ID、パスワー

ドを設定しなくても登録
できます。

• 読み込み中、途中で登録
を中止したい場合は、【ス
トップ】を押し、表示さ
れる画面で【Yes】を押し

ます。
• ポーリング送信を削除し
たい場合は、【機能】を押
して「ﾖﾔｸ ｷｬﾝｾﾙ」で取り
消すことができます。詳
しくは、「送信予約をキャ
ンセル（削除）する」
（p. 6-28）をご覧くださ

い。
便利な送信と受信
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ポーリング送信した文書を削除する

A 【機能】を押します。

ひとこと

【機能】を 5 回押して「5 
ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ ｿｳｼﾝ」を選択し、
【Yes】を押しても表示され

ます。

B テンキーの【5】を押します。

「ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ ｿｳｼﾝ」画面が表示されます。

C テンキーでポーリング ID を入力し、【Yes】を押します。

数値を訂正するときは、【No】を押して入力しなお

します。
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D 【No】を押すと、メモリ内にあるポーリング送信用の
原稿が削除されます。

ポーリング送信設定を保持したいときは、【Yes】を

押します。
便利な送信と受信
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7.4 ポーリング受信

ポーリング受信とは、送信側にセットされている原稿や、ポー
リング送信予約された原稿を受信側からの指示で送信させる機
能です。電話料金を受信側で負担したいときなどに便利です。

A 【機能】を押します。

ひとこと

【機能】を 6 回押して「6 
ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ ｼﾞｭｼﾝ」を選択し、
【Yes】を押しても表示され

ます。

B テンキーの【6】を押します。

「ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ ｼﾞｭｼﾝ」画面が表示されます。

相手先を指定する方法につ
いては「複数の宛先を指定
する（順次同報送信）」
（p. 6-20）の手順 5 をご覧

ください。

C 相手先を指定します。

D ポーリング ID、パスワードを入力する場合は、【,】を
押します。

• 相手先は最大で 243ヶ所

まで指定できます。
• ワンタッチダイヤルキー
で相手先を選択する場合
は、最大 27ヶ所まで指定

できます。
• 短縮ダイヤルで相手先を
選択する場合は、最大
200ヶ所まで指定できま

す。
• ダイヤル入力で指定でき
る相手先は最大 16ヶ所ま

でです。
• ポーリング受信は、F
コードに対応した機能で
す。
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ポーリング ID、パスワードの入力の必要がない場合

は【Yes】を押し、手順 7 へ進みます。

E テンキーでポーリング ID（20 桁以内）を入力し、
【Yes】を押します。

数値を訂正するときは、【No】を押して入力しなお

します。

F テンキーでパスワード（20 桁以内）を入力し、【Yes】
を押します。

数値を訂正するときは、【No】を押して入力しなお

します。

G 複数の相手先を指定する場合は、手順 3 ～ 6 を繰り返し
ます。

他の相手先の指定がない場合は、手順 8 へ進みます。

H 【スタート】を押します。

相手先を確認するかどうかを選択する画面が表示され
ます。

I 相手先を確認する場合は、【Yes】を押します。

相手先を確認しない場合は、手順 11 へ進みます。
便利な送信と受信
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J 手順 3 で指定した相手先が、指定した順番にディスプレ
イに表示されます。
相手先を確認し、【Yes】を押します。

ディスプレイに表示されている相手先を削除したい

ときは、【No】を押します。

最後まで確認すると、「ｶﾝﾘｮｳ = ｽﾀｰﾄ」が表示されま

す。

K 【スタート】を押します。
便利な送信と受信 7-15
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7.5 中継指示送信

中継依頼とは、いったん中継配信局に原稿を送信し、中継配信
局から送信先に同報する機能です。遠方の相手先への同報が頻
繁に発生する場合には、中継配信局と中継配信先を地域別にグ
ループ化しておくことにより、全体の通信コストを削減するこ
とができます。

A 原稿をセットします。

B 必要に応じて「画質」を設定します。

C 【機能】を押します。

ひとこと

【機能】を 7 回押して「7 
ﾁｭｳｹｲ ｼｼﾞ ｿｳｼﾝ」を選択し、

【Yes】を押しても表示され

ます。

D テンキーの【7】を押します。

「ﾁｭｳｹｲ ｼｼﾞ ｿｳｼﾝ」画面が表示されます。

• 中継指示送信は、F コー

ド通信に対応した機種で
す。

• 中継局は中継同報送信に
対応している機種を中継
局に指定してください。
本機種は中継局に指定で
きます。

• 中継指示送信と親展送信
を同時に行うことはでき
ません。

• 中継指示送信を指定する
には、あらかじめ中継
ボックス ID を中継局で登

録しておく必要がありま
す。詳しくは、「中継ボッ
クスの登録をする」（p. 9-
39）をご覧ください。

•「原稿をセットする」
（p. 6-4）をご覧ください。

• 画質については「ファク
ス画質を設定する」（p. 6-
10）をご覧ください。
便利な送信と受信
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E 中継局を指定し、【Yes】を押します。

中継ボックス ID 入力画面が表示されます。

F テンキーで中継ボックス ID を入力します。

数値を訂正するときは、【No】を押して入力しなお

します。

G 【Yes】を押します。

パスワード入力画面が表示されます。

H テンキーでパスワードを入力します。

数値を訂正したいときは、【No】を押して入力しな

おします。

I 【スタート】を押します。

読み込み・送信が開始されます。

中継先を指定する方法につ
いては「送信先を指定する」
（p. 6-11）をご覧ください。

• 中継局に登録されている
中継ボックス ID（20 桁以

内）を入力します。
• 中継ボックス ID で使用で

きる文字は 0 ～ 9、 、#
のみです。

• 中継局にパスワードが設
定されている場合、パス
ワード（20 桁以内）を入

力します。
• パスワードで使用できる
文字は 0 ～ 9、 、# のみ

です。
便利な送信と受信 7-17
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7.6 中継同報送信

中継配信局

本機は中継配信局に設定することもできます。

本機が中継局に指定された場合、他のファクス（中継指示局）
からの送信原稿をいったん本機で受信し、複数の相手先（受信
局）に原稿を送信することができます。

中継同報送信を行うには、あらかじめ中継ボックスを登録して
おく必要があります。中継ボックスは最大 10 個まで指定できま
す。中継ボックスの登録方法については「中継ボックスの登録
をする」（p. 9-39）をご覧ください。

• 中継局として機能するに
は、あらかじめ中継ボッ
クス ID（4 桁）を登録し

ておく必要があります。
詳しくは、「中継ボックス
の登録をする」（p. 9-39）
をご覧ください。

• 中継同報送信を行うには、
あらかじめ受信局（最終
宛先）を中継ボックスに
登録しておく必要があり
ます。詳しくは、「中継
ボックスの登録をする」
（p. 9-39）をご覧くださ

い。

• 中継同報送信は、F コー

ド通信に対応した機能で
す。

• 中継ボックス ID と親展

ボックス ID で同じ値を登

録することはできません。
• ワンタッチダイヤルキー、
短縮ダイヤル、グループ
ダイヤルで相手先を選択
する場合は、最大 50ヶ所

まで指定できます。
• 中継局で受信した文書は
プリントされます。
便利な送信と受信
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7.7 転送

転送とは、受信文書が本機で指定した相手先に送信される機能
です。

転送先には、ファクス番号、E メールアドレスを設定できます。

• 転送先の設定方法につい
ては、「転送設定を指定す
る」（p. 9-60）をご覧くだ

さい。
• E メールアドレスへ転送

するには、オプションの
スキャナユニット SU-502
が必要です。

• 転送受信した文書を消去
するときは「送信予約を
キャンセル（削除）する」
（p. 6-28）をご覧くださ

い。
便利な送信と受信 7-19
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第 8章 ユーティリティ／コピー設定
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8.1 ユーティリティモード

ユーティリティモードには、16 のメニューがあります。

オプションの装着状態に
よって、設定できない項目
があります。設定できない
項目を選択すると、エラー
メッセージが表示されます。

「ﾕｰｻﾞｰ ﾎｼｭ」以外のユー
ティリティは LSD（Local 
Setup Diagnostic）から設定

を行うこともできます。詳
しくは「LSD について」

（p. 12-18）をご覧くださ

い。

No. 名称 説明

1 ﾎﾝﾀｲ ｾｯﾃｲ 本機の動作環境に関する設定を行
います。

2 ﾄﾚｲ ｾｯﾃｲ 第 1 トレイにセットされている用

紙のサイズと種類を指定します。
また、トレイごとに自動トレイ切
替えの設定を行うことができます。

3 ﾕｰｻﾞｰ ﾎｼｭ 機能低下を防ぐための保守動作を
実行できます。

4 ｶﾝﾘｼｬ ﾎｼｭ 管理者が部門ごとに管理するため
の設定やリモートモニタの設定を
行います。

5 ｺﾋﾟｰ ｾｯﾃｲ 1 各コピー機能の初期設定を指定し
ます。6 ｺﾋﾟｰ ｾｯﾃｲ 2

7 ﾌｧｸｽ ﾄｳﾛｸ 各ファクス機能の初期設定を指定
します。

8 ｿｳｼﾝ ｾｯﾃｲ 送信操作の初期設定を指定します。

9 ｼﾞｭｼﾝ ｾｯﾃｲ 受信操作の初期設定を指定します。

10 ﾂｳｼﾝ ｾｯﾃｲ 通信環境の初期設定を指定します。

11 ﾚﾎﾟｰﾄ ｾｯﾃｲ 各レポート機能の初期設定を指定
します。

12 ﾕｰｻﾞｰ ﾃﾞｰﾀ ﾄｳﾛｸ ユーザーデータ登録の設定を行い
ます。

13 ﾈｯﾄﾜｰｸ ｾｯﾃｲ オプションのネットワークカード
NC-502 が装着されている場合のみ

設定できます。詳しくは、ネット
ワークカード NC-502 のユーザー

ズガイドをご覧ください。

14 ﾒｰﾙ ｾｯﾃｲ 1 オプションのスキャナユニット
SU-502 が装着されている場合のみ

設定できます。詳しくは、スキャ
ナユニット SU-502 のユーザーズ

ガイドをご覧ください。

15 ﾒｰﾙ ｾｯﾃｲ 2

16 ｽｷｬﾝ ｾｯﾃｲ
ユーティリティ／コピー設定
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8.2 ユーティリティ／コピー設定一覧

※ 太字は工場出荷時の設定を示します。

「ﾕｰｻﾞｰ ﾎｼｭ」以外のユー
ティリティは LSD（Local 
Setup Diagnostic）から設定

を行うこともできます。詳
しくは「LSD について」

（p. 12-18）をご覧くださ

い。

メニュー サブメニュー 設定項目

1 ﾎﾝﾀｲ ｾｯﾃｲ ｵｰﾄ ﾘｾｯﾄ ON（0.5/1/2/3/4/5、初期値：1）
/OFF

ｽﾘｰﾌﾟ ﾓｰﾄﾞ ﾀｲﾏｰ =1-240 min（初期値：15）

ｵｰﾄ ﾊﾟﾜｰ ｵﾌ ON（ﾀｲﾏｰ =15-240 min）/ OFF

ｶﾞｼﾂ（ADF） ﾓｰﾄﾞ 1ﾓｰﾄﾞ 1ﾓｰﾄﾞ 1ﾓｰﾄﾞ 1    / ﾓｰﾄﾞ 2

ｶﾞｼﾂ（ｹﾞﾝｺｳｶﾞﾗｽ） ﾓｰﾄﾞ 1ﾓｰﾄﾞ 1ﾓｰﾄﾞ 1ﾓｰﾄﾞ 1    / ﾓｰﾄﾞ 2

ﾌﾟﾘﾝﾄ ﾉｳﾄﾞ ｳｽｲ～ｺｲ（5 段階）

LCD ｺﾝﾄﾗｽﾄ ｳｽｲ～ｺｲ（4 段階）

ｹﾞﾝｺﾞ ｾﾝﾀｸ ﾆﾎﾝｺﾞﾆﾎﾝｺﾞﾆﾎﾝｺﾞﾆﾎﾝｺﾞ

ﾌﾞｻﾞｰ ｵﾝﾘｮｳ ｵｵｷｲ / ﾁｲｻｲﾁｲｻｲﾁｲｻｲﾁｲｻｲ /OFF

ｼｮｷ ﾓｰﾄﾞ ｺﾋﾟｰｺﾋﾟｰｺﾋﾟｰｺﾋﾟｰ / ﾌｧｯｸｽ

2 ﾄﾚｲ ｾｯﾃｲ ﾒﾄﾘｯｸ / ｲﾝﾁ （各トレイ）ｲﾝﾁ / ﾒﾄﾘｯｸﾒﾄﾘｯｸﾒﾄﾘｯｸﾒﾄﾘｯｸ

ﾄﾚｲ 1 ﾖｳｼ ﾌﾂｳｼﾌﾂｳｼﾌﾂｳｼﾌﾂｳｼ /OHP/ ｱﾂｶﾞﾐ / ﾌｳﾄｳ･ﾊｶﾞｷ､
ｵｰﾄｵｰﾄｵｰﾄｵｰﾄ / ﾌﾘｰｻｲｽﾞ

ﾄｸｼｭｼ ﾌﾂｳｼﾌﾂｳｼﾌﾂｳｼﾌﾂｳｼ / ｻｲｾｲｼ / ｾﾝﾖｳｼ

3 ﾕｰｻﾞｰﾎｼｭ ﾄﾞﾗﾑﾄﾞﾗｲ ―

ﾄﾅｰ ﾎｷｭｳ ―

4 ｶﾝﾘｼｬﾎｼｭ ｵｰﾄ ﾊﾟﾜｰ ｵﾌ ｷﾝｼ / ｷｮｶｷｮｶｷｮｶｷｮｶ

ﾌﾞﾓﾝｶﾝﾘ ﾌﾞﾓﾝ ｶﾝﾘ ﾓｰﾄﾞ（ON / OFF）
ID ﾄｳﾛｸ
ﾌﾞﾓﾝﾍﾞﾂ ﾄｰﾀﾙ ｶｳﾝﾀ（ﾋｮｳｼﾞﾋｮｳｼﾞﾋｮｳｼﾞﾋｮｳｼﾞ /
ｼｮｳｷｮ）

ﾘﾓｰﾄﾓﾆﾀ ｹﾞﾝﾃｲｹﾞﾝﾃｲｹﾞﾝﾃｲｹﾞﾝﾃｲ / ﾌﾙｱｸｾｽ /OFF

5 ｺﾋﾟｰ ｾｯﾃｲ 1 ﾕｳｾﾝ ﾖｳｼ 1ST1ST1ST1ST/2ND/3RD/4TH/5TH/ ﾏﾙﾁﾃｻﾞｼ

ﾕｳｾﾝ ﾉｳﾄﾞ / ｼｬｼﾝ ﾓｼﾞ / ｼｬｼﾝ / ﾓ / ｼｬﾓ / ｼｬﾓ / ｼｬﾓ / ｼｬ

ﾉｳﾄﾞ ﾚﾍﾞﾙ（ｵｰﾄ） ｳｽｲ～ｺｲ（3 段階）

ﾉｳﾄﾞ ﾚﾍﾞﾙ（ﾏﾆｭｱﾙ） ｳｽｲ～ｺｲ（9 段階）

ﾌﾞｯｸ ﾄｼﾞｲﾁ ﾋﾀﾞﾘﾋﾀﾞﾘﾋﾀﾞﾘﾋﾀﾞﾘ / ﾐｷﾞ

ﾄｼﾞｼﾛ ｾｯﾃｲ ﾊﾊﾞ = 0-20（mm）（初期値 10 
mm）

ﾜｸ / ｵﾘﾒｹｼ ｾｯﾃｲ ﾋﾀﾞﾘ / ｳｴ / ﾜｸ（ﾊﾊﾞ = 5-20（mm））

（初期値 10 mm）

ｼｮｳｻｲｽﾞ ｹﾞﾝｺｳ ｷﾝｼｷﾝｼｷﾝｼｷﾝｼ / ｷｮｶ

6 ｺﾋﾟｰ ｾｯﾃｲ 2 ﾕｳｾﾝ ｺﾝｻｲｹﾞﾝｺｳ ON / OFF

ﾕｳｾﾝ APS/AMS APAPAPAPSSSS/AMS/ ｼｭﾄﾞｳ

ﾕｳｾﾝ ｿｰﾄ OFF/ ｿｰﾄ / ｸﾞﾙｰﾌﾟ

4IN1 ﾍﾟｰｼﾞｼﾞｭﾝ ﾊﾟﾀｰﾝ 1ﾊﾟﾀｰﾝ 1ﾊﾟﾀｰﾝ 1ﾊﾟﾀｰﾝ 1/ ﾊﾟﾀｰﾝ 2

ｶｲﾃﾝ ﾊｲｼ ON / OFF
ユーティリティ／コピー設定 8-3
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8.3 本体設定

本体設定では以下の項目の設定を変更できます。

＜本体設定の項目＞

ユーティリティは LSD
（Local Setup Diagnostic）
から設定を行うこともでき
ます。詳しくは「LSD につ

いて」（p. 12-18）をご覧く

ださい。

No. ﾎﾝﾀｲ ｾｯﾃｲ 内容

1 ｵｰﾄ ﾘｾｯﾄ コピー終了後または最後のキー操作後、オー
トリセット機能がはたらくまでの時間を設定
できます。オートリセットにより自動的に初
期モードに戻り、基本画面が表示されます。
• 工場出荷時の設定は 1 分です。

2 ｽﾘｰﾌﾟ ﾓｰﾄﾞ 本機を操作しなくなってから節電状態になる
までの時間を設定できます。
• 工場出荷時の設定は 15 分です。

3 ｵｰﾄ ﾊﾟﾜｰ ｵﾌ 本機を操作しなくなってからオートパワーオ
フするまでの時間を設定できます。
• 工場出荷時の設定は「OFF」です。

4 ｶﾞｼﾂ（ADF） オプションの原稿送り装置を使用する場合の
画質レベルを設定できます。
モード 1：コピー濃度を薄めにし、コピーの

汚れを抑える場合に選択します。
モード 2：原稿と同じ濃度でコピーする場合

に選択します。
• 工場出荷時の設定は「ﾓｰﾄﾞ 1」です。

5 ｶﾞｼﾂ
（ｹﾞﾝｺｳｶﾞﾗｽ）

原稿ガラスにセットしてコピーする場合の画
質レベルを設定できます。
モード 1：原稿と同じ濃度でコピーする場合

に選択します。
モード 2：コピー濃度を薄めにし、コピーの

汚れを抑える場合に選択します。
• 工場出荷時の設定は「ﾓｰﾄﾞ 1」です。

6 ﾌﾟﾘﾝﾄ ﾉｳﾄﾞ 出力時の濃度レベルを 5 段階で設定できます。

• 工場出荷時の設定は（ ）です。

7 LCD ｺﾝﾄﾗｽﾄ LCD ディスプレイの明るさを調整できます。

• 工場出荷時の設定は（ ）です。

8 ｹﾞﾝｺﾞ ｾﾝﾀｸ 画面表示時の言語を選択できます。本機では
「ﾆﾎﾝｺﾞ」のみ有効です。

9 ﾌﾞｻﾞｰ ｵﾝﾘｮｳ キーを押したときのキータッチ音やアラーム
音の音量を設定できます。
• 工場出荷時は「ﾁｲｻｲ」です。

0 ｼｮｷ ﾓｰﾄﾞ 電源を ON にしたときや、オートリセット時

のモード（コピーモードまたはファクスモー
ド）を選択できます。
• 工場出荷時の設定は「ｺﾋﾟｰ」です。
ユーティリティ／コピー設定
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本体設定メニューを選択する

A 【ユーティリティ】を押します。

「ﾎﾝﾀｲ ｾｯﾃｲ ?」が表示されます。

B テンキーの【1】～【0】を押し、本体設定メニューを
選択します。

本体設定メニューは以下のとおりです。

1 ｵｰﾄ ﾘｾｯﾄ
2 ｽﾘｰﾌﾟ ﾓｰﾄﾞ
3 ｵｰﾄ ﾊﾟﾜｰ ｵﾌ
4 ｶﾞｼﾂ（ADF）
5 ｶﾞｼﾂ（ｹﾞﾝｺｳｶﾞﾗｽ）
6 ﾌﾟﾘﾝﾄ ﾉｳﾄﾞ
7 LCD ｺﾝﾄﾗｽﾄ
8 ｹﾞﾝｺﾞ ｾﾝﾀｸ
9 ﾌﾞｻﾞｰ ｵﾝﾘｮｳ
0 ｼｮｷ ﾓｰﾄﾞ

本体設定の操作を途中で取
りやめるときは、【No】を

押します。ディスプレイに
「ｾｯﾃｲ ｦ ｷｬﾝｾﾙ ｼﾏｽｶ ?」が表
示されたら、【Yes】を押す

と設定操作を中止できます。

ひとこと

本機の画面で表示できる言
語は日本語のみです。
「ｹﾞﾝｺﾞ ｾﾝﾀｸ」メニューでは
表示言語を変更できません。
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オートリセット設定を変更する

「本体設定メニューを選択す
る」（p. 8-5）をご覧くださ

い。

A 本体設定メニューを選択します。

B テンキーの【1】を押し、「ｵｰﾄ ﾘｾｯﾄ」を選択します。

C 【 】、【 】で「ON」か「OFF」を選択し、【Yes】
を押します。

「OFF」を選択すると、本体設定メニューに戻りま

す。

D 【 】、【 】で「0.5」、「1」、「2」、「3」、「4」、「5」
のいずれかを選択し、【Yes】を押します。

本体設定メニューに戻ります。
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低電力（スリープ）設定を変更する

「本体設定メニューを選択す
る」（p. 8-5）をご覧くださ

い。

A 本体設定メニューを選択します。

B テンキーの【2】を押し、「ｽﾘｰﾌﾟ ﾓｰﾄﾞ」を選択します。

C テンキーで、スリープ機能が有効になるまでの時間を
入力し、【Yes】を押します。

本体設定メニューに戻ります。

• タイマーは、1 分～ 240
分の間で設定します。

• 数値を訂正したい場合は、
【No】を押して入力しな

おします。
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オートパワーオフ設定を変更する

管理者保守メニューでオートパワーオフを「ｷｮｶ」に設定した場
合の手順と「ｷﾝｼ」に設定した場合の手順を説明します。

A 本体設定メニューを選択します。

B テンキーの【3】を押し、「ｵｰﾄ ﾊﾟﾜｰ ｵﾌ」を選択しま
す。

管理者保守メニューでオートパワーオフ設定が

「ｷﾝｼ」に設定されているときは、手順 4 へ進んで

ください。

C 【 】、【 】で「ON」を選択し、【Yes】を押しま
す。

D テンキーでオートパワーオフ機能が有効になるまでの
時間を入力し、【Yes】を押します。

本体設定メニューに戻ります。

ひとこと

オートパワーオフ機能で電
源が OFF になるとコピー／

プリント／ファクス送受信
できません。コピー／プリ
ント／ファクス送受信をす
るときは電源を ON にして

ください。

「本体設定メニューを選択す
る」（p. 8-5）をご覧くださ

い。

• タイマーは、15 分～ 240
分の間で設定します。

• 数値を訂正したい場合は、
【No】を押して入力しな

おします。
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原稿送り装置使用時の画質を変更する

「本体設定メニューを選択す
る」（p. 8-5）をご覧くださ

い。

A 本体設定メニューを選択します。

B テンキーの【4】を押し、「ｶﾞｼﾂ（ADF）」を選択します。

C 【 】、【 】で「ﾓｰﾄﾞ 1」か「ﾓｰﾄﾞ 2」を選択し、
【Yes】を押します。

本体設定メニューに戻ります。
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原稿ガラス使用時の画質を変更する

「本体設定メニューを選択す
る」（p. 8-5）をご覧くださ

い。

A 本体設定メニューを選択します。

B テンキーの【5】を押し、「ｶﾞｼﾂ（ｹﾞﾝｺｳｶﾞﾗｽ）」を選択
します。

C 【 】、【 】で「ﾓｰﾄﾞ 1」か「ﾓｰﾄﾞ 2」を選択し、
【Yes】を押します。

本体設定メニューに戻ります。
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濃度を変更する

「本体設定メニューを選択す
る」（p. 8-5）をご覧くださ

い。

A 本体設定メニューを選択します。

B テンキーの【6】を押し、「ﾌﾟﾘﾝﾄ ﾉｳﾄﾞ」を選択します。

C 【 】、【 】で「ｳｽｲ」～「ｺｲ」の 5 段階から選択
し、【Yes】を押します。

本体設定メニューに戻ります。
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LCD コントラストを変更する

「本体設定メニューを選択す
る」（p. 8-5）をご覧くださ

い。

A 本体設定メニューを選択します。

B テンキーの【7】を押し、「LCD ｺﾝﾄﾗｽﾄ」を選択します。

C 【 】、【 】で「ｳｽｲ」～「ｺｲ」の 4 段階から選択
し、【Yes】を押します。

本体設定メニューに戻ります。
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ブザー音量

「本体設定メニューを選択す
る」（p. 8-5）をご覧くださ

い。

A 本体設定メニューを選択します。

B テンキーの【9】を押し、「ﾌﾞｻﾞｰ ｵﾝﾘｮｳ」を選択しま
す。

C 【 】、【 】で「ｵｵｷｲ」、「ﾁｲｻｲ」、「OFF」から選択
し、【Yes】を押します。

本体設定メニューに戻ります。
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初期モードを変更する

「本体設定メニューを選択す
る」（p. 8-5）をご覧くださ

い。

A 本体設定メニューを選択します。

B テンキーの【0】を押し、「ｼｮｷ ﾓｰﾄﾞ」を選択します。

C 【 】、【 】で「ｺﾋﾟｰ」か「ﾌｧｯｸｽ」を選択し、
【Yes】を押します。

本体設定メニューに戻ります。
ユーティリティ／コピー設定
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8.4 トレイ設定

トレイ設定では各トレイに関する設定を変更できます。

＜トレイ設定の項目＞

ユーティリティは LSD
（Local Setup Diagnostic）
から設定を行うこともでき
ます。詳しくは「LSD につ

いて」（p. 12-18）をご覧く

ださい。

No. ﾄﾚｲ ｾｯﾃｲ 内容

1 ﾒﾄﾘｯｸ / ｲﾝﾁ 各トレイごとに、用紙サイズのタイプを設定
します。A4、B5 などのセンチ系用紙（メト

リックサイズ）か、Letter などのインチ系用紙

かを選択します。適切に設定しておかないと、
用紙サイズが自動検出されません。
トレイが「ｲﾝﾁ」に設定されている場合は、そ
のトレイにセットされている用紙はファクス
モードでは使用できません。
• 工場出荷時の設定は「ﾒﾄﾘｯｸ」です。

2 ﾄﾚｲ 1 ﾖｳｼ 第 1 トレイにセットする用紙の種類（普通紙、

OHP フィルム、厚紙、封筒）と、自動検出

（オート）かサイズ入力（フリーサイズ）かを
設定します。用紙サイズを「ﾌﾘｰｻｲｽﾞ」に設定
したときは、用紙サイズを入力します。
「ﾌﾂｳｼ」「ｵｰﾄ」以外の設定を選択すると、第 1
トレイにセットされた用紙は、ファクスモー
ドでは使用できません。
• 工場出荷時の設定は「ﾌﾂｳｼ」・「ｵｰﾄ」です。

3 ﾄｸｼｭｼ 使用する用紙の種類にあわせて、各トレイを
オート用紙選択／オートトレイチェンジの対
象とするかしないかを設定できます。用紙の
種類（「ﾌﾂｳｼ」、「ｻｲｾｲｼ」、「ｾﾝﾖｳｼ」）に応じて
オート用紙選択／オートトレイチェンジの組
み合わせが選択できます。
特殊紙をトレイにセットした場合は、「ﾌﾂｳｼ」、
「ｾﾝﾖｳｼ」、「ｻｲｾｲｼ」の設定が必要です。
「ﾌﾂｳｼ」：オート用紙選択可能、オートトレイ
チェンジ可能
「ｻｲｾｲｼ」：オート用紙選択不可、オートトレイ
チェンジ可能
「ｾﾝﾖｳｼ」：オート用紙選択不可、オートトレイ
チェンジ不可
• 工場出荷時の設定は「ﾌﾂｳｼ」です。
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トレイ設定メニューを選択する

A 【ユーティリティ】を押します。

「ﾎﾝﾀｲ ｾｯﾃｲ ?」が表示されます。

B 【,】を 1 回押し、「ﾄﾚｲ ｾｯﾃｲ ?」を選択します。

トレイ設定の操作を途中で
やめるときは、【No】を押

します。「ｾｯﾃｲ ｦ ｷｬﾝｾﾙ 
ｼﾏｽｶ ?」のメッセージが表示
されたら、【Yes】を押すと

設定操作を中止できます。

C テンキーの【1】～【3】を押し、トレイ設定メニュー
を選択します。

トレイ設定メニューは以下のとおりです。

1 ﾒﾄﾘｯｸ / ｲﾝﾁ
2 ﾄﾚｲ 1 ﾖｳｼ
3 ﾄｸｼｭｼ
ユーティリティ／コピー設定
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用紙サイズ自動検出の設定をする

「トレイ設定メニューを選択
する」（p. 8-16）をご覧く

ださい。

A トレイ設定メニューを選択します。

B テンキーの【1】を押し、「ﾒﾄﾘｯｸ / ｲﾝﾁ」を選択します。

C 【,】、【+】でトレイを選択し、【Yes】を押します。

D 【 】、【 】で「ﾒﾄﾘｯｸ」か「ｲﾝﾁ」を選択し、
【Yes】を押します。

トレイ設定メニューに戻ります。
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第 1 トレイ用紙の設定をする

「トレイ設定メニューを選択
する」（p. 8-16）をご覧く

ださい。

A トレイ設定メニューを選択します。

B テンキーの【2】を押し、「ﾄﾚｲ 1 ﾖｳｼ」を選択します。

C 【 】、【 】で「ﾌﾂｳｼ」、「OHP」、「ｱﾂｶﾞﾐ」、
「ﾌｳﾄｳ･ﾊｶﾞｷ」のいずれかを選択し、【Yes】を押します。

D 【 】、【 】で「ｵｰﾄ」か「ﾌﾘｰｻｲｽﾞ」を選択し、
【Yes】を押します。

「ｵｰﾄ」を選択すると、トレイ設定メニューに戻り

ます。

「ﾌﾘｰｻｲｽﾞ」を選択すると、サイズ設定画面が表示

されます。
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E テンキーで用紙の長さ（mm）を入力し、【Yes】を押
します。

用紙の長さを 421 mm ～ 432 mm に設定する場合、

幅は 279 mm 以下に設定してください。

用紙の幅を 280 mm ～ 297 mm に設定する場合、

長さは 420 mm 以下に設定してください。

用紙の幅および長さは、下図を参照し、間違えな

いように入力してください。

• 140 mm ～ 432 mm の範

囲で設定します。
• 数値を訂正する場合は、
【No】を押して入力しな

おします。

（長さ）

（
幅
）

421 mm ～ 432 mm

420 mm 以下 

（長さ）

（
幅

）

27
9 

m
m

以
下

28
0 

m
m

 ～
29

7 
m

m

長さ（ヨコ）
幅（タテ）
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F テンキーで用紙の幅（mm）を入力します。

G 【Yes】を押します。

トレイ設定メニューに戻ります。

• 90 mm ～ 297 mm の範囲

で設定します。
• 数値を訂正する場合は、
【No】を押して入力しな

おします。
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トレイの特殊紙設定をする

「トレイ設定メニューを選択
する」（p. 8-16）をご覧く

ださい。

A トレイ設定メニューを選択します。

B テンキーの【3】を押し、「ﾄｸｼｭｼ」を選択します。

C 【,】、【+】でトレイを選択し、【Yes】を押します。

D 【 】、【 】で「ﾌﾂｳｼ」、「ｻｲｾｲｼ」、「ｾﾝﾖｳｼ」を選択
し、【Yes】を押します。

トレイ設定メニューに戻ります。
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8.5 ユーザー保守モード

ユーザー保守モードでは本機の機能低下を防ぐための保守動作
を実行できます。

＜ユーザー保守モードの項目＞

ドラムドライ（露とり）

A 【ユーティリティ】を押します。

「ﾎﾝﾀｲ ｾｯﾃｲ ?」が表示されます。

B 【,】を 2 回押して「ﾕｰｻﾞｰ ﾎｼｭ ?」を選択し、【Yes】を
押します。

No. ﾕｰｻﾞｰ ﾎｼｭ 内容

1 ﾄﾞﾗﾑﾄﾞﾗｲ 室内温度が急激に変化した場合（とくに冬場
の暖房使用時など）や湿度が高い場合に、本
機内部の感光体の表面に結露が発生し、画像
が不鮮明になってしまうことがあります。こ
のような場合は、結露を除去するためにドラ
ムドライ（露とり）機能を使用します。ドラ
ムドライが終了するまで、約 3 分かかります。

2 ﾄﾅｰ ﾎｷｭｳ 黒い部分の多い原稿（写真など）やネガポジ
反転コピーなどを多量にコピー／プリントし
た場合、トナーの自動供給機能が追いつかず、
一時的に濃度が薄くなってしまうことがあり
ます。このような場合に強制トナー補給機能
を使うと、すぐにもとの濃度に戻すことがで
きます。
ユーティリティ／コピー設定
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C 【,】、【+】で「ﾄﾞﾗﾑﾄﾞﾗｲ ?」を選択し、【Yes】を押し
ます。

ドラムドライが開始され、基本画面に戻ります。

トナー補給

A 【ユーティリティ】を押します。

「ﾎﾝﾀｲ ｾｯﾃｲ ?」が表示されます。

B 【,】を 2 回押して「ﾕｰｻﾞｰ ﾎｼｭ ?」を選択し、【Yes】を
押します。

C 【,】、【+】で「ﾄﾅｰ ﾎｷｭｳ ?」を選択し、【Yes】を押しま
す。

トナー補給が開始され、基本画面に戻ります。

トナー補給中に電源を OFF
にしたり、本機の前カバー
を開けたりしないでくださ
い。

ひとこと

トナーの濃度が十分である
場合は、トナー補給は行わ
れません。
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8.6 管理者保守モード

管理者保守モードは、本機を管理する方がお使いになるモード
です。管理者保守モードを選択した場合、管理者番号を入力す
る必要があります。

＜管理者保守モードの項目＞

管理者保守メニューを選択する

A 【ユーティリティ】を押します。

「ﾎﾝﾀｲ ｾｯﾃｲ ?」が表示されます。

B 【,】を 3 回押し、「ｶﾝﾘｼｬ ﾎｼｭ ?」を選択します。

ひとこと

管理者番号の登録と設定に
ついては、サービス実施店
にお問い合わせください。

本機を管理する方は、管理
者番号を忘れないでくださ
い。

ユーティリティは LSD
（Local Setup Diagnostic）
から設定を行うこともでき
ます。詳しくは「LSD につ

いて」（p. 12-18）をご覧く

ださい。

No. ｶﾝﾘｼｬ ﾎｼｭ 内容

1 ｵｰﾄ ﾊﾟﾜｰ ｵﾌ オートパワーオフしない設定を許可するか、
禁止するかを選択できます。
• 工場出荷時の設定は「ｷｮｶ」（許可する）で
す。

2 ﾌﾞﾓﾝ ｶﾝﾘ 部門ごとに管理するための設定をします。20
部門まで管理できます。
• 部門管理をする／しない
• 部門番号の登録
• 部門番号の変更／削除
• 部門別トータルカウンタ表示／カウンタク
リア

• 部門別トータルカウンタのオールクリア

3 ﾘﾓｰﾄ ﾓﾆﾀ リモートモニタ機能の設定をします。リモー
トモニタ機能とは、サービス技術者がサービ
スセンターから本機にアクセスし、本機の状
態を確認する機能です。
• 工場出荷時の設定は「ｹﾞﾝﾃｲ」です。
• 詳しくは担当サービス技術者にお問い合わ
せください。
ユーティリティ／コピー設定
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C テンキーの【1】～【3】を押し、管理者保守メニュー
を選択します。

管理者保守メニューは以下のとおりです。

1 ｵｰﾄ ﾊﾟﾜｰ ｵﾌ
2 ﾌﾞﾓﾝ ｶﾝﾘ
3 ﾘﾓｰﾄ ﾓﾆﾀ

D テンキーで管理者番号（6 桁）を入力し【Yes】を押し
ます。

オートパワーオフしない設定をする

「管理者保守メニューを選択
する」（p. 8-24）をご覧く

ださい。

A 管理者保守メニューを選択します。

B テンキーの【1】を押し、「ｵｰﾄ ﾊﾟﾜｰ ｵﾌ」を選択しま
す。

C テンキーで管理者番号（6 桁）を入力し【Yes】を押し
ます。

「ｵｰﾄ ﾊﾟﾜｰ ｵﾌ」が表示されます。

• 数値を訂正するときは、
【No】を押して入力しな

おします。
• 管理者保守モードの操作
を途中でやめるときは、
【No】を押します。ディ

スプレイに「ｾｯﾃｲ ｦ 
ｷｬﾝｾﾙ ｼﾏｽｶ ?」が表示され
たら、【Yes】を押すと設

定操作を中止できます。
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D 【 】、【 】で「ｷｮｶ」を選択し、【Yes】を押しま
す。

管理者保守メニューに戻ります。

「本体設定メニューを選択す
る」（p. 8-5）ご覧ください。

E 本体設定メニューを選択します。

F テンキーの【3】を押し、「ｵｰﾄ ﾊﾟﾜｰ ｵﾌ」を選択しま
す。

G 【 】、【 】で「OFF」を選択し、【Yes】を押しま
す。

2

本体設定メニューに戻ります。

ひとこと

オートパワーオフメニュー
を「ｷﾝｼ」に設定するとオー
トパワーオフ機能が有効に
なります。電源が OFF にな

るとコピー／プリント／
ファクス送受信できません。
コピー／プリント／ファク
ス送受信をするときは、電
源を ON にしてください。
ユーティリティ／コピー設定
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ID（部門）管理の設定をする

「管理者保守メニューを選択
する」（p. 8-24）をご覧く

ださい。

A 管理者保守メニューを選択します。

B テンキーの【2】を押し、「ﾌﾞﾓﾝ ｶﾝﾘ」を選択します。

C テンキーで管理者番号（6 桁）を入力し【Yes】を押し
ます。

「ﾌﾞﾓﾝ ｶﾝﾘ」が表示されます。

D 【,】、【+】で「ﾌﾞﾓﾝ ｶﾝﾘ ﾓｰﾄﾞ ?」を選択し、【Yes】を
押します。

E 【 】、【 】で「ON」か「OFF」を選択し、【Yes】
を押します。

「ﾌﾞﾓﾝ ｶﾝﾘ ﾓｰﾄﾞ ?」に戻ります。
ユーティリティ／コピー設定 8-27
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ID（部門）を登録する

「管理者保守メニューを選択
する」（p. 8-24）をご覧く

ださい。

A 管理者保守メニューを選択します。

B テンキーの【2】を押し、「ﾌﾞﾓﾝ ｶﾝﾘ」を選択します。

C テンキーで管理者番号（6 桁）を入力し【Yes】を押し
ます。

「ﾌﾞﾓﾝ ｶﾝﾘ」が表示されます。

D 【,】、【+】で「ID ﾄｳﾛｸ ?」を選択し、【Yes】を押しま
す。

E テンキーで、登録する ID（部門）番号を入力し、【Yes】
を押します。

ID（部門）番号が登録されると、次の ID（部門）番号

を入力する画面が表示され、続けて登録できます。

• ID（部門）番号は 3 桁で

設定します。
• 数値を訂正する場合は、
【No】を押してテンキー

で入力しなおします。
ユーティリティ／コピー設定
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F ID（部門）番号の登録が終了したら、【No】を押しま
す。

「ID ﾄｳﾛｸ ?」に戻ります。

ID（部門）を変更／削除する

「管理者保守メニューを選択
する」（p. 8-24）をご覧く

ださい。

A 管理者保守メニューを選択します。

B テンキーの【2】を押し、「ﾌﾞﾓﾝ ｶﾝﾘ」を選択します。

C テンキーで管理者番号（6 桁）を入力し【Yes】を押し
ます。

「ﾌﾞﾓﾝ ｶﾝﾘ」が表示されます。

D 【,】、【+】で「ID ﾄｳﾛｸ ?」を選択し、【Yes】を押しま
す。

ひとこと

ID（部門）番号の登録が 20
部門をこえた場合、「20 
ﾌﾞﾓﾝ ｦ ｺｴﾏｼﾀ」のメッセー
ジが表示されます。
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E テンキーで変更／削除したい ID（部門）番号を入力し、
【Yes】を押します。

保持するかどうかの確認メッセージが表示されます。

現在の設定を保持する場合
は【Yes】を押します。

F ID（部門）番号を変更／削除する場合は【No】を押し
ます。

G 【 】、【 】で「ﾍﾝｼｭｳ」か「ｼｮｳｷｮ」を選択し、
【Yes】を押します。

「ﾍﾝｼｭｳ」を選択すると、ID（部門）番号の編集画

面が表示されます。

「ｼｮｳｷｮ」を選択すると、選択した ID（部門）番号

を消去します。（「ID xxx ｼｮｳｷｮ ｼﾏｼﾀ」が表示され

ます。）続けて変更／削除できます。（手順 5 へ

戻ってください）

H テンキーで新しい ID（部門）番号を入力（上書き）し
ます。

• ID（部門）番号は 3 桁で

設定します。
• 数値を訂正する場合は、
【No】を押して入力しな

おします。
ユーティリティ／コピー設定
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I 【Yes】を押します。

「ID xxx ﾍﾝｼｭｳ ｼﾏｼﾀ」と表示した後、次の ID（部門）

番号を入力する画面を表示し、続けて変更／削除でき
ます。

J ID（部門）番号の変更／削除が終了したら、【No】を
押します。

「ID ﾄｳﾛｸ ?」に戻ります。

ID（部門）別カウンタ表示／カウンタクリア

「管理者保守メニューを選択
する」（p. 8-24）をご覧く

ださい。

A 管理者保守メニューを選択します。

B テンキーの【2】を押し、「ﾌﾞﾓﾝ ｶﾝﾘ」を選択します。

C テンキーで管理者番号（6 桁）を入力し【Yes】を押し
ます。

「ﾌﾞﾓﾝ ｶﾝﾘ」が表示されます。

D 【,】、【+】で「ﾌﾞﾓﾝﾍﾞﾂ ﾄｰﾀﾙ ｶｳﾝﾀ ?」を選択し、【Yes】
を押します。

入力した ID（部門）番号が

すでに登録されている場合
は、「ｽﾃﾞﾆ ﾄｳﾛｸ ｻﾚﾃｲﾏｽ」と
表示されます。【No】を押

して値を消去し、別の ID
（部門）番号を入力しなおし
てください。
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E 【 】、【 】で「ﾋｮｳｼﾞ」を選択し、【Yes】を押し
ます。

F 【,】、【+】でカウンタを確認したい ID（部門）番号を
選択し、【Yes】を押します。

選択した ID（部門）のトータルカウンタが表示されま

す。

カウンタをクリアしないで
終了する場合は、【Yes】を

押します。ID（部門）カウ

ンタメニューに戻ります。

G カウンタをクリアする場合は、【No】を押します。

カウンタクリア直後、カウ
ンタ値を元に戻したい場合
は、【割込み】を押します。

H カウンタをクリア後、【Yes】を押します。

ID（部門）カウンタメニューに戻ります。

ひとこと

テンキーで ID（部門）番号

を入力することもできます。

•「ﾘｽﾄﾌﾟﾘﾝﾄ = ｽﾀｰﾄ」が表示
されているときに【ス
タート】を押すと、ブモ
ンカンリリストが印刷さ
れます。

• ID（部門）別カウンタを

クリアする場合は、カウ
ンタをクリアしたい ID
（部門）番号を表示させま
す。
ユーティリティ／コピー設定
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ID（部門）別トータルカウンタのオールクリ

ア

「管理者保守メニューを選択
する」（p. 8-24）をご覧く

ださい。

A 管理者保守メニューを選択します。

B テンキーの【2】を押し、「ﾌﾞﾓﾝ ｶﾝﾘ」を選択します。

C テンキーで管理者番号（6 桁）を入力し【Yes】を押し
ます。

「ﾌﾞﾓﾝ ｶﾝﾘ」が表示されます。

D 【,】、【+】で「ﾌﾞﾓﾝﾍﾞﾂ ﾄｰﾀﾙ ｶｳﾝﾀ ?」を選択し、【Yes】
を押します。
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E 【 】、【 】で「ｼｮｳｷｮ」を選択し、【Yes】を押し
ます。

消去を確認するメッセージが表示されます。

F 【Yes】を押します。

「ﾌﾞﾓﾝ ｶｳﾝﾀ ｼｮｳｷｮ ｼﾏｼﾀ」と表示された後、ID（部門）

カウンタメニューに戻ります。
ユーティリティ／コピー設定
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リモートモニタの設定をする

「管理者保守メニューを選択
する」（p. 8-24）をご覧くだ

さい。

A 管理者保守メニューを表示させます。

B テンキーの【3】を押し、「ﾘﾓｰﾄ ﾓﾆﾀ」を選択します。

テンキーで管理者番号（6 桁）を入力し、【Yes】を

押します。

C 【 】、【 】で「ｹﾞﾝﾃｲ」、「ﾌﾙｱｸｾｽ」、「OFF」のいず
れかを選択し、【Yes】を押します。

「ｹﾞﾝﾃｲ」または「OFF」を選択すると、管理者保守

メニューに戻ります。

「ﾌﾙｱｸｾｽ」を選択すると、パスワードを入力する画

面が表示されます。

数値を訂正するときは、
【No】を押して入力しなお

します。

D テンキーでパスワード（4 桁）を入力し、【Yes】を押し
ます。

管理者保守メニューに戻ります。
ユーティリティ／コピー設定 8-35
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8.7 コピー設定

電源を入れたときまたは【リセット】を押したときの設定を初
期モードと呼びます。コピー設定では、各種コピー機能の初期
モードの設定を変更できます。

＜コピー設定の項目（ｺﾋﾟｰ ｾｯﾃｲ 1）＞

ユーティリティは LSD
（Local Setup Diagnostic）
から設定を行うこともでき
ます。詳しくは「LSD につ

いて」（p. 12-18）をご覧く

ださい。

No. ｺﾋﾟｰ ｾｯﾃｲ 1 内容

1 ﾕｳｾﾝ ﾖｳｼ オート倍率選択時、優先的に選択されるトレ
イを設定できます。
• 工場出荷時の設定は「1ST」です。

2 ﾕｳｾﾝ ﾉｳﾄﾞ /
ｼｬｼﾝ

電源 ON 時やリセット時の濃度を「ﾓｼﾞ」、

「ｼｬｼﾝ」、「ﾓ / ｼｬ」の中から設定できます。
• 工場出荷時の設定は「ﾓ / ｼｬ」です。

3 ﾉｳﾄﾞ ﾚﾍﾞﾙ
（ｵｰﾄ）

オート濃度モード時の濃度レベル設定を
「ｳｽｲ」～「ｺｲ」の 3 段階から設定できます。

• 工場出荷時の設定は です。

4 ﾉｳﾄﾞ ﾚﾍﾞﾙ
（ﾏﾆｭｱﾙ）

マニュアル濃度モード時の濃度レベル設定を
「ｳｽｲ」～「ｺｲ」の 9 段階から設定できます。

• 工場出荷時の設定は です。

5 ﾌﾞｯｸ ﾄｼﾞｲﾁ ブック原稿を読み込む場合に、最初に読み込
むページが左ページ（左とじ）か右ページ
（右とじ）かを設定できます。
• 工場出荷時の設定は「ﾋﾀﾞﾘ」です。

6 ﾄｼﾞｼﾛ ｾｯﾃｲ 用紙にとじ代（余白）つくってコピーすると
きのとじ代の幅を 0 mm ～ 20 mm の範囲（1 
mm 単位）で設定できます。

• 工場出荷時の設定は 10 mm です。

7 ﾜｸ / ｵﾘﾒｹｼ 
ｾｯﾃｲ

枠／折目消しコピー時、左、上、枠のイレー
ス幅をそれぞれ 5 mm ～ 20 mm の範囲（1 
mm 単位）で設定できます。

• 工場出荷時の設定は、「ﾋﾀﾞﾘ」、「ｳｴ」、「ﾜｸ」
イレースともに 10 mm です。

8 ｼｮｳｻｲｽﾞｹﾞﾝｺｳ 用紙サイズが自動検出されない小さな原稿を
セットした場合にコピー禁止するか許可する
かを設定できます。
• 工場出荷時の設定は「ｷﾝｼ」です。
ユーティリティ／コピー設定
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＜コピー設定の項目（ｺﾋﾟｰ ｾｯﾃｲ 2）＞

ユーティリティは LSD
（Local Setup Diagnostic）
から設定を行うこともでき
ます。詳しくは「LSD につ

いて」（p. 12-18）をご覧く

ださい。

No. ｺﾋﾟｰ ｾｯﾃｲ 2 内容

1 ﾕｳｾﾝ 
ｺﾝｻｲｹﾞﾝｺｳ

電源 ON 時やリセット時に混載原稿モードを

選択するかどうかを設定できます。
• 工場出荷時の設定は「OFF」です。

2 ﾕｳｾﾝ APS/AMS 電源 ON 時やリセット時にオート用紙、オー

ト倍率を選択するかどうかを設定できます。
• 工場出荷時の設定は「APS」（オート用紙）
です。

3 ﾕｳｾﾝ ｿｰﾄ 電源 ON 時やリセット時に優先される仕上げ

モードを「OFF」、「ｿｰﾄ」、「ｸﾞﾙｰﾌﾟ」の中から
設定できます。
• 工場出荷時の設定は「OFF」です。

4 4IN1 ﾍﾟｰｼﾞ
ｼﾞｭﾝ

4in1 モードでのコピー順序を以下の 2 つから

設定できます。

• 工場出荷時の設定は「ﾊﾟﾀｰﾝ 1」です。

5 ｶｲﾃﾝ ﾊｲｼ 交互排紙の条件が満たされている場合に、交
互排紙するかしないかを設定できます。
• 工場出荷時の設定は「ON」です。

1 2

3 4

1 3

2 4

パターン 1 パターン 2
ユーティリティ／コピー設定 8-37
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コピー設定 1 メニューを選択する

A 【ユーティリティ】を押します。

「ﾎﾝﾀｲ ｾｯﾃｲ ?」が表示されます。

B 【,】を 4 回押し、「ｺﾋﾟｰ ｾｯﾃｲ 1?」を選択します。

コピー設定 1 モードの操作

を途中でやめるときは、
【No】を押します。ディス

プレイに「ｾｯﾃｲ ｦ ｷｬﾝｾﾙ 
ｼﾏｽｶ ?」が表示されたら、
【Yes】を押します。

C テンキーの【1】～【8】を押し、設定メニューから選
択します。

コピー設定 1 メニューは以下のとおりです。

1 ﾕｳｾﾝ ﾖｳｼ
2 ﾕｳｾﾝ ﾉｳﾄﾞ / ｼｬｼﾝ
3 ﾉｳﾄﾞ ﾚﾍﾞﾙ（ｵｰﾄ）
4 ﾉｳﾄﾞ ﾚﾍﾞﾙ（ﾏﾆｭｱﾙ）
5 ﾌﾞｯｸ ﾄｼﾞｲﾁ
6 ﾄｼﾞｼﾛ ｾｯﾃｲ
7 ﾜｸ / ｵﾘﾒｹｼ ｾｯﾃｲ
8 ｼｮｳｻｲｽﾞ ｹﾞﾝｺｳ
ユーティリティ／コピー設定
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優先用紙の設定をする

「コピー設定 1 メニューを選

択する」（p. 8-38）をご覧

ください 。

A コピー設定 1 メニューを選択します。

B テンキーの【1】を押し、「ﾕｳｾﾝ ﾖｳｼ」を選択します。

C 【 】、【 】で用紙サイズまたはトレイを選択し、
【Yes】を押します。

以下のトレイから選択します。

第 1 トレイ、第 2 トレイ、第 3 トレイ、第 4 トレ

イ、第 5 トレイ、マルチ手差しトレイ

マルチ手差しトレイを装着しているときは下の画

面が表示されます。

コピー設定 1 メニューに戻ります。

ひとこと

優先用紙に設定したトレイ
と同じサイズ、種類の用紙
をセットしたトレイが複数
ある場合に、これらのトレ
イの用紙をすべて使いきる
と、優先用紙設定をしてい
ないトレイに用紙を補給す
るようメッセージが表示さ
れることがあります。
そのときは画面の表示にし
たがって用紙を補給してく
ださい。
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優先濃度の設定をする

「コピー設定 1 メニューを選

択する」（p. 8-38）をご覧

ください。

A コピー設定 1 メニューを選択します。

B テンキーの【2】を押し、「ﾕｳｾﾝ ﾉｳﾄﾞ / ｼｬｼﾝ」を選択し
ます。

C 【 】、【 】で「ﾓｼﾞ」、「ｼｬｼﾝ」、「ﾓ / ｼｬ」のいずれ
かを選択し、【Yes】を押します。

「ﾓｼﾞ」または「ﾓ / ｼｬ」を選択した場合は、「ｵｰﾄ」、

「ﾏﾆｭｱﾙ」選択画面が表示されます。【 】、【 】
で「ｵｰﾄ」または「ﾏﾆｭｱﾙ」を選択し、【Yes】を押しま

す。

コピー設定 1 メニューに戻ります。
ユーティリティ／コピー設定
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優先濃度レベル（オート）の設定をする

「コピー設定 1 メニューを選

択する」（p. 8-38）をご覧

ください。

A コピー設定 1 メニューを選択します。

B テンキーの【3】を押し、「ﾉｳﾄﾞ ﾚﾍﾞﾙ（ｵｰﾄ）」を選択し
ます。

C 【 】、【 】で「ｳｽｲ」～「ｺｲ」の 3 段階から選択
し、【Yes】を押します。

コピー設定 1 メニューに戻ります。
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優先濃度レベル（マニュアル）の設定をする

「コピー設定 1 メニューを選

択する」（p. 8-38）をご覧

ください。

A コピー設定 1 メニューを選択します。

B テンキーの【4】を押し、「ﾉｳﾄﾞ ﾚﾍﾞﾙ（ﾏﾆｭｱﾙ）」を選択
します。

C 【 】、【 】で「ｳｽｲ」～「ｺｲ」の 9 段階から選択
し、【Yes】を押します。

コピー設定 1 メニューに戻ります。
ユーティリティ／コピー設定
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ブックとじ位置を選択する

「コピー設定 1 メニューを選

択する」（p. 8-38）をご覧

ください。

A コピー設定 1 メニューを選択します。

B テンキーの【5】を押し、「ﾌﾞｯｸ ﾄｼﾞｲﾁ」を選択します。

C 【 】、【 】で「ﾋﾀﾞﾘ」か「ﾐｷﾞ」を選択し、【Yes】
を押します。

コピー設定 1 メニューに戻ります。
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とじ代幅の調整をする

「コピー設定 1 メニューを選

択する」（p. 8-38）をご覧

ください。

A コピー設定 1 メニューを選択します。

B テンキーの【6】を押し、「ﾄｼﾞｼﾛ ｾｯﾃｲ」を選択します。

C テンキーでとじ代幅を入力し、【Yes】を押します。

コピー設定 1 メニューに戻ります。

• とじ代幅は 0 mm ～ 20 
mm の範囲で設定します。

• 数値を訂正したい場合は、
【No】を押し、テンキー

で入力しなおします。
ユーティリティ／コピー設定
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イレース幅の調整をする

「コピー設定 1 メニューを選

択する」（p. 8-38）をご覧

ください。

A コピー設定 1 メニューを選択します。

B テンキーの【7】を押し、「ﾜｸ / ｵﾘﾒｹｼ ｾｯﾃｲ」を選択しま
す。

C 【 】、【 】で「ﾋﾀﾞﾘ」、「ｳｴ」、「ﾜｸ」のいずれかを
選択し、【Yes】を押します。

D テンキーでイレース幅を入力し、【Yes】を押します。

コピー設定 1 メニューに戻ります。

• イレース幅は 5 mm ～ 20 
mm の範囲で設定します。

• 数値を訂正したい場合は、
【No】を押し、テンキー

で入力しなおします。
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小サイズ原稿の設定をする

「コピー設定 1 メニューを選

択する」（p. 8-38）をご覧

ください。

A コピー設定 1 メニューを選択します。

B テンキーの【8】を押し、「ｼｮｳｻｲｽﾞ ｹﾞﾝｺｳ」を選択しま
す。

C 【 】、【 】で「ｷﾝｼ」または「ｷｮｶ」を選択し、
【Yes】を押します。

「ｷｮｶ」を選択した場合は、検出不可能な原稿をセッ

トしたときに、優先用紙を使用してコピーされま
す。

コピー設定 1 メニューに戻ります。
ユーティリティ／コピー設定
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コピー設定 2 メニューを選択する

A 【ユーティリティ】を押します。

「ﾎﾝﾀｲ ｾｯﾃｲ ?」が表示されます。

B 【,】を 5 回押し、「ｺﾋﾟｰ ｾｯﾃｲ 2?」を選択します。

コピー設定 2 モードの操作

を途中でやめるときは、
【No】を押します。ディス

プレイに「ｾｯﾃｲ ｦ ｷｬﾝｾﾙ 
ｼﾏｽｶ ?」が表示されたら、
【Yes】を押します。

C テンキーの【1】～【5】を押し、設定メニューから選
択します。

コピー設定 2 メニューは以下のとおりです。

1 ﾕｳｾﾝ ｺﾝｻｲｹﾞﾝｺｳ
2 ﾕｳｾﾝ APS/AMS
3 ﾕｳｾﾝ ｿｰﾄ
4 4IN1 ﾍﾟｰｼﾞｼﾞｭﾝ
5 ｶｲﾃﾝ ﾊｲｼ
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優先混載原稿の設定をする

「コピー設定 2 メニューを選

択する」（p. 8-47）をご覧

ください。

A コピー設定 2 メニューを選択します。

B テンキーの【1】を押し、「ﾕｳｾﾝ ｺﾝｻｲｹﾞﾝｺｳ」を選択し
ます。

C 【 】、【 】で「ON」か「OFF」を選択し、【Yes】
を押します。

コピー設定 2 メニューに戻ります。
ユーティリティ／コピー設定
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優先自動選択の設定をする

「コピー設定 2 メニューを選

択する」（p. 8-47）をご覧

ください。

A コピー設定 2 メニューを選択します。

B テンキーの【2】を押し、「ﾕｳｾﾝ APS/AMS」を選択しま
す。

C 【 】、【 】で「APS」（オート用紙）、「AMS」（オー
ト倍率）、「ｼｭﾄﾞｳ」のいずれかを選択し、【Yes】を押し
ます。

コピー設定 2 メニューに戻ります。
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優先ソートの設定をする

「コピー設定 2 メニューを選

択する」（p. 8-47）をご覧

ください。

A コピー設定 2 メニューを選択します。

B テンキーの【3】を押し、「ﾕｳｾﾝ ｿｰﾄ」を選択します。

C 【 】、【 】で「OFF」、「ｿｰﾄ」、「ｸﾞﾙｰﾌﾟ」のいず
れかを選択し、【Yes】を押します。

コピー設定 2 メニューに戻ります。
ユーティリティ／コピー設定
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4in1 ページ順の設定をする

「コピー設定 2 メニューを選

択する」（p. 8-47）をご覧

ください。

A コピー設定 2 メニューを選択します。

B テンキーの【4】を押し、「4IN1 ﾍﾟｰｼﾞｼﾞｭﾝ」を選択し
ます。

C 【 】、【 】で「ﾊﾟﾀｰﾝ 1」か「ﾊﾟﾀｰﾝ 2」を選択し、
【Yes】を押します。

コピー設定 2 メニューに戻ります。

1 2

3 4

1 3

2 4

パターン 1 パターン 2
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交互排紙の設定をする

「コピー設定 2 メニューを選

択する」（p. 8-47）をご覧

ください。

A コピー設定 2 メニューを選択します。

B テンキーの【5】を押し、「ｶｲﾃﾝ ﾊｲｼ」を選択します。

C 【 】、【 】で「ON」か「OFF」を選択し、【Yes】
を押します。

コピー設定 2 メニューに戻ります。
ユーティリティ／コピー設定
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9.1 ユーティリティモード

ユーティリティモードには、16 のメニューがあります。

オプションの装着状態に
よって、設定できない項目
があります。設定できない
項目を選択すると、エラー
メッセージが表示されます。

•「ﾕｰｻﾞｰﾃﾞｰﾀ ﾄｳﾛｸ」につい
ては、「最初に必要な登録
と設定の確認」（p. 3-24）
をご覧ください。

• ユーティリティは LSD
（Local Setup Diagnostic）
から設定を行うこともで
きます。詳しくは「LSD
について」（p. 12-18）を

ご覧ください。

No. 名称 説明

1 ﾎﾝﾀｲ ｾｯﾃｲ 「第 8 章 ユーティリティ／コピー

設定」をご覧ください。

2 ﾄﾚｲ ｾｯﾃｲ 「第 8 章 ユーティリティ／コピー

設定」をご覧ください。

3 ﾕｰｻﾞｰ ﾎｼｭ 「第 8 章 ユーティリティ／コピー

設定」をご覧ください。

4 ｶﾝﾘｼｬ ﾎｼｭ 「第 8 章 ユーティリティ／コピー

設定」をご覧ください。

5 ｺﾋﾟｰ ｾｯﾃｲ 1 「第 8 章 ユーティリティ／コピー

設定」をご覧ください。6 ｺﾋﾟｰ ｾｯﾃｲ 2

7 ﾌｧｸｽ ﾄｳﾛｸ 各ファクス機能の初期設定を指定
します。

8 ｿｳｼﾝ ｾｯﾃｲ 送信操作の初期設定を指定します。

9 ｼﾞｭｼﾝ ｾｯﾃｲ 受信操作の初期設定を指定します。

10 ﾂｳｼﾝ ｾｯﾃｲ 通信環境の初期設定を指定します。

11 ﾚﾎﾟｰﾄ ｾｯﾃｲ 各レポート機能の初期設定を指定
します。

12 ﾕｰｻﾞｰ ﾃﾞｰﾀ ﾄｳﾛｸ ユーザーデータ登録の設定を行い
ます。

13 ﾈｯﾄﾜｰｸ ｾｯﾃｲ オプションのネットワークカード
NC-502 が装着されている場合のみ

設定できます。詳しくは、ネット
ワークカード NC-502 のユーザー

ズガイドをご覧ください。

14 ﾒｰﾙ ｾｯﾃｲ 1 オプションのスキャナユニット
SU-502 が装着されている場合のみ

設定できます。詳しくは、スキャ
ナユニット SU-502 のユーザーズ

ガイドをご覧ください。

15 ﾒｰﾙ ｾｯﾃｲ 2

16 ｽｷｬﾝ ｾｯﾃｲ
ユーティリティ／ファクス設定
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9.2 ファクス登録

ここでは、本機の持っているファクス機能を十分に活用してい
ただくために役立つ、各種の登録項目について説明します。

＜ファクス登録の項目＞

• ユーティリティは LSD
（Local Setup Diagnostic）
から設定を行うこともで
きます。設定できるのは、
1 ～ 3 の項目です。詳し

くは「LSD について」

（p. 12-18）をご覧くださ

い。
• オプションのネットワー
クカード NC-502 および

スキャナユニット SU-502
を装着すると、ネット
ワークツール PageScope 
Web Connection から設定

を行うこともできます。
設定できるのは、1 ～ 3
の項目です。詳しくは、
「PageScope Web 
Connection について」

（p. 12-14）をご覧くださ

い。

No. ﾌｧｸｽ ﾄｳﾛｸ 内容

1 ﾜﾝﾀｯﾁ ﾀﾞｲﾔﾙ ワンタッチダイヤルキーに相手先を登録して
おくと、テンキーで電話番号を指定しなくて
も簡単かつ正確に相手先を指定できます。
27 局まで登録できます。頻繁に送信する相手

先を登録しておくと便利です。

2 ﾀﾝｼｭｸ ﾀﾞｲﾔﾙ 短縮ダイヤルに相手先を登録しておくと、テ
ンキーで電話番号を指定しなくても簡単かつ
正確に相手先を指定できます。
200 局まで登録できます。

3 ｸﾞﾙｰﾌﾟ ﾀﾞｲﾔﾙ ひとつのワンタッチダイヤルキーに最大 50 局

をグループとして登録できます。同じ原稿を
複数の決まった相手先に頻繁に送信する場合
にグループダイヤルを登録しておくと便利で
す。

4 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 
ﾀﾞｲﾔﾙ

ワンタッチダイヤルキーに相手先の番号と、
送受信機能（時刻指定送信やポーリング受信
など）を登録しておくと、ワンタッチダイヤ
ルキーを押すだけでその機能を実行できます。

5 ｲｯｶﾂ ｿｳｼﾝ 相手先が登録済みのワンタッチダイヤルキー
について、一括送信設定（送信時刻）をし、
複数の原稿をメモリに登録しておくと、指定
した時刻にまとめて送信できます。

6 ｼﾝﾃﾝ ﾎﾞｯｸｽ 本機で指定したボックス ID と相手先が送信し

てくるボックス ID が一致したときのみ親展

ボックスに受信できる「親展受信」を行う場
合、あらかじめボックス ID を設定しておきま

す。

7 ﾁｭｳｹｲ ﾎﾞｯｸｽ 他のファクス（中継指示局）からの原稿を
いったん本機（中継局）で受信し、本機から
複数の相手先（受信局）に原稿を送信する場
合、あらかじめ中継ボックスを設定しておき
ます。
ユーティリティ／ファクス設定 9-3
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ファクス登録を選択する

A 【ユーティリティ】を押します。

「ﾎﾝﾀｲ ｾｯﾃｲ ?」が表示されます。

B 【,】を 6 回押し、「ﾌｧｸｽ ﾄｳﾛｸ ?」を選択します。

ファクス登録の操作を途中
で取りやめたいときは、
【No】を押します。「ﾄｳﾛｸ ｦ 

ﾁｭｳｼ ｼﾏｽｶ ?」のメッセージ
が表示されたら、【Yes】を

押すと、登録／変更／削除
の操作を中止できます。

C テンキーの【1】～【7】を押し、ファクス登録メ
ニューを選択します。

ファクス登録メニューは以下のとおりです。

1 ﾜﾝﾀｯﾁ ﾀﾞｲﾔﾙ
2 ﾀﾝｼｭｸ ﾀﾞｲﾔﾙ
3 ｸﾞﾙｰﾌﾟ ﾀﾞｲﾔﾙ
4 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ﾀﾞｲﾔﾙ
5 ｲｯｶﾂ ｿｳｼﾝ
6 ｼﾝﾃﾝ ﾎﾞｯｸｽ
7 ﾁｭｳｹｲ ﾎﾞｯｸｽ
ユーティリティ／ファクス設定
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ワンタッチダイヤルを登録する

ワンタッチダイヤルキーに相手先を登録しておくと、テンキー
でファクス番号を入力しなくても簡単かつ正確に相手先を指定
できます。

相手先は 27 局まで登録できます。

「ファクス登録を選択する」
（p. 9-4）をご覧ください。

A ファクス登録メニューを表示させます。

B テンキーの【1】を押し、「ﾜﾝﾀｯﾁ ﾀﾞｲﾔﾙ」を選択しま
す。

C 登録したいワンタッチダイヤルキーを押します。

D 相手先名を入力します。

E 【Yes】を押します。

ワンタッチダイヤルキーに
登録した内容のリストをプ
リントできます。詳しくは、
「レポート／リストの出力」
（p. 6-31）をご覧ください。

文字列の入力方法について
は「文字の入力のしかた」
（p. 3-20）をご覧ください。

相手先名は 20 桁まで入力

できます。
ユーティリティ／ファクス設定 9-5



9.2 ファクス登録

9-6

Chapter09.fm  Page 6  Thursday, April 28, 2005  3:19 PM
F テンキーで相手先のファクス番号を入力します。

SUB を入力する場合は手順 7 へ。

SUB を入力しない場合は、ファクス番号を入力した

後手順 9 へ。

SUB は 20 桁まで入力でき

ます。

G 【,】を押しテンキーで SUB（サブアドレス）を入力し
ます。

SID を入力する場合は手順 8 へ。

SID を入力しない場合は手順 9 へ。

SID は 20 桁まで入力できま

す。

H 【,】を押し、テンキーで SID を入力します。

I 【Yes】を押します。

ファクス番号は 30 桁まで

入力できます。

• 文字列の入力方法につい
ては「文字の入力のしか
た」（p. 3-20）をご覧くだ

さい。
• F コード（SUB、SID）に

ついては「F コード」

（p. 7-2）をご覧ください。
ユーティリティ／ファクス設定
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J 【 】、【 】で通信速度を選択します。

K 【Yes】を押します。

設定内容が登録されます。引き続きワンタッチダイヤ
ルに登録する場合は、手順 3 ～ 11 を繰り返します。

L 【No】を押して登録を終了します。

ファクス登録メニューに戻ります。
ユーティリティ／ファクス設定 9-7



9.2 ファクス登録

9-8

bizhub162f_fax_UM_J.book  Page 8  Wednesday, April 27, 2005  5:53 PM
ワンタッチダイヤルを変更／削除する

A ファクス登録メニューを表示させます。

B テンキーの【1】を押し、「ﾜﾝﾀｯﾁ ﾀﾞｲﾔﾙ」を選択しま
す。

C 変更または削除したいワンタッチダイヤルキーを押し
ます。

グループダイヤル、プログ
ラムダイヤルの登録内容の
変更のしかたについては
「グループダイヤルを登録す
る」（p. 9-15）、「プログラム

ダイヤルを登録する」（p. 9-
19）をご覧ください。

D 【No】を押します。

グループダイヤル、プログラムダイヤルが登録され

ているワンタッチダイヤルキーを指定した場合、下
のメッセージが表示されます。【No】を押すと登録

内容が削除され、ファクス登録メニューに戻りま
す。

ひとこと

一括送信が設定されている
ワンタッチダイヤルキーを
変更した場合は、一括送信
時刻の設定は無効になりま
す。一括送信の設定をしな
おしてください。

「ファクス登録を選択する」
（p. 9-4）をご覧ください。
ユーティリティ／ファクス設定
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E 【 】、【 】で「ﾍﾝｼｭｳ」または「ｼｮｳｷｮ」を選択
し、【Yes】を押します。

「ﾍﾝｼｭｳ」を選択した場合、相手先名が表示されま

す。（手順 6 へ）

「ｼｮｳｷｮ」を選択した場合、ワンタッチダイヤルキー

の登録内容が削除され、ワンタッチダイヤルキー選
択画面に戻ります。

F 相手先名、ファクス番号、F コード（SUB、SID）、通
信速度を変更します。

G 変更が終了したら【Yes】を押します。

引き続き他のワンタッチダイヤルキーを変更する場合
は、手順 3 ～ 7 を繰り返します。

H 【No】を押します。

ファクス登録メニューに戻ります。

• 編集しようとしたワン
タッチダイヤルキーが、
グループダイヤル、プロ
グラムダイヤル内で登録
されている場合、グルー
プダイヤル、プログラム
ダイヤル内の該当する登
録を残すかどうか確認す
るメッセージが表示され
ます。
【Yes】を押すと、プログ

ラムダイヤル、グループ
ダイヤル内の該当する登
録が変更されます。
【No】を押すと、プログ

ラムダイヤル、グループ
ダイヤル内の該当する登
録は削除されます。

• 削除したワンタッチダイ
ヤルキーが、グループダ
イヤル、プログラムダイ
ヤル内で登録されている
場合、グループダイヤル、
プログラムダイヤル内の
該当する登録は自動的に
削除されます。

• ファクス番号の変更のし
かたについては「文字の
入力のしかた」（p. 3-20）
をご覧ください。

• F コード（SUB、SID）、

通信速度の変更のしかた
については「ワンタッチ
ダイヤルを登録する」
（p. 9-5）の手順 6 ～ 10
をご覧ください。
ユーティリティ／ファクス設定 9-9
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短縮ダイヤルを登録する

短縮ダイヤルに相手先を登録しておくと、テンキーでファクス
番号を入力しなくても簡単かつ正確に相手先を指定できます。

相手先は 200 局（001 ～ 200）まで登録できます。

「ファクス登録を選択する」
（p. 9-4）をご覧ください。

A ファクス登録メニューを表示させます。

B テンキーの【2】を押し、「ﾀﾝｼｭｸ ﾀﾞｲﾔﾙ」を選択しま
す。

C テンキーで登録したい短縮番号 3 桁を入力します。
（例： 011）

D 相手先名を入力します。

E 【Yes】を押します。

文字列の入力方法について
は「文字の入力のしかた」
（p. 3-20）をご覧ください。

相手先名は 20 桁まで入力

できます。
ユーティリティ／ファクス設定
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F テンキーで相手先のファクス番号を入力します。

SUB を入力する場合は手順 7 へ。

SUB を入力しない場合は、ファクス番号を入力した

後【Yes】を押し、手順 9 へ。

SUB は 20 桁まで入力でき

ます。

G 【,】を押し、テンキーで SUB（サブアドレス）を入力
します。

SID を入力する場合は手順 8 へ。

SID を入力しない場合は手順 9 へ。

SID は 20 桁まで入力できま

す。

H 【,】を押し、テンキーで SID を入力します。

I 【Yes】を押します。

J 【 】、【 】で通信速度を選択します。

ファクス番号は 30 桁まで

入力できます。

• 文字列の入力方法につい
ては「文字の入力のしか
た」（p. 3-20）をご覧くだ

さい。
• F コード（SUB、SID）に

ついては、「F コード」

（p. 7-2）をご覧ください。
ユーティリティ／ファクス設定 9-11
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K 【Yes】を押します。

設定内容が登録されます。
引き続き短縮ダイヤルに登録する場合は、手順 3 ～ 11
を繰り返します。

L 【No】を押して登録を終了します。

ファクス登録メニューに戻ります。
ユーティリティ／ファクス設定
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短縮ダイヤルを変更／削除する

「ファクス登録を選択する」
（p. 9-4）をご覧ください。

A ファクス登録メニューを表示させます。

B テンキーの【2】を押し、「ﾀﾝｼｭｸ ﾀﾞｲﾔﾙ」を選択しま
す。

C テンキーで、変更または削除したい短縮番号を入力し
ます。

D 【No】を押します。
ユーティリティ／ファクス設定 9-13
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E 【 】、【 】で「ﾍﾝｼｭｳ」または「ｼｮｳｷｮ」を選択
し、【Yes】を押します。

「ﾍﾝｼｭｳ」を選択すると、相手先名が表示されます。

（手順 6 へ）

「ｼｮｳｷｮ」を選択すると、短縮番号の登録内容が削除

され、短縮番号入力画面に戻ります。

F 相手先名、ファクス番号、F コード（SUB、SID）、通
信速度を変更します。

G 変更が終了したら【Yes】を押します。

引き続き他の短縮番号を変更する場合は、手順 3 ～ 7
を繰り返します。

H 【No】を押します。

ファクス登録メニューに戻ります。

• 編集しようとした短縮番
号が、グループダイヤル、
プログラムダイヤル内で
登録されている場合、グ
ループダイヤル、プログ
ラムダイヤル内の該当す
る登録を残すかどうか確
認するメッセージが表示
されます。
【Yes】を押すと、プログ

ラムダイヤル、グループ
ダイヤル内の該当する登
録が変更されます。
【No】を押すと、プログ

ラムダイヤル、グループ
ダイヤル内の該当する登
録は削除されます。

• 削除した短縮番号が、グ
ループダイヤル、プログ
ラムダイヤル内で登録さ
れている場合、グループ
ダイヤル、プログラムダ
イヤル内の該当する登録
は自動的に削除されます。

• 変更のしかたについては
「文字の入力のしかた」
（p. 3-20）をご覧くださ

い。
• F コード（SUB、SID）、

通信速度の変更のしかた
については「ワンタッチ
ダイヤルを登録する」
（p. 9-5）の手順 6 ～ 10
をご覧ください。
ユーティリティ／ファクス設定
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グループダイヤルを登録する

ひとつのワンタッチダイヤルキーに最大 50 局をグループとして
登録できます。同じ原稿を複数の決まった相手先に頻繁に送信
する場合にグループダイヤルを登録しておくと便利です。

「ファクス登録を選択する」
（p. 9-4）をご覧ください。

A ファクス登録メニューを表示させます。

B テンキーの【3】を押し、「ｸﾞﾙｰﾌﾟ ﾀﾞｲﾔﾙ」を選択しま
す。

C 登録したいワンタッチダイヤルキーを押します。

D グループ名を入力し、【Yes】を押します。

現在表示されている指定に
ついて取り消したいときは、
【No】を押して指定しなお

してください。

E ワンタッチダイヤルキー、短縮ダイヤルキーで相手先
を指定します。

文字列の入力方法について
は「文字の入力のしかた」
（p. 3-20）をご覧ください。

グループ名は 20 桁まで入

力できます。
ユーティリティ／ファクス設定 9-15



9.2 ファクス登録

9-16

bizhub162f_fax_UM_J.book  Page 16  Wednesday, April 27, 2005  5:53 PM
F 【Yes】を押し、次の相手先を指定します。

すべての相手先の指定が終わるまで、手順5～6を繰

り返します。

G 相手先の指定が終了したら【スタート】を押します。

設定内容が登録されます。引き続きグループダイヤル
を登録する場合は、手順 3 ～ 7 を繰り返します。

H 【No】を押して登録を終了します。

ファクス登録メニューに戻ります。

• ひとつのグループダイヤ
ルにつき 50 局まで登録で

きます。
• グループダイヤルの中に、
グループダイヤルとして
登録されているワンタッ
チダイヤルキーを指定で
きます。その場合、指定
したワンタッチダイヤル
キー（グループダイヤル）
中に登録されている局数
が追加されます。
ユーティリティ／ファクス設定
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グループダイヤルを変更／削除する

「ファクス登録を選択する」
（p. 9-4）をご覧ください。

A ファクス登録メニューを表示させます。

B テンキーの【3】を押し、「ｸﾞﾙｰﾌﾟ ﾀﾞｲﾔﾙ」を選択しま
す。

C 変更または削除したいワンタッチダイヤルキーを押し
ます。

D 【No】を押します。

E 【 】、【 】で「ﾍﾝｼｭｳ」または「ｼｮｳｷｮ」を選択
し、【Yes】を押します。

「ﾍﾝｼｭｳ」を選択すると、グループ名が表示されま

す。（手順 6 へ）

「ｼｮｳｷｮ」を選択すると、グループダイヤルの登録内

容が削除され、ワンタッチダイヤルキー選択画面に
戻ります。
ユーティリティ／ファクス設定 9-17
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F グループ名を変更したい場合はグループ名を変更し、
【Yes】を押します。

ワンタッチダイヤル名が登録番号順に表示されます。

G 表示中の登録内容を削除したいときは【No】を押しま
す。
表示中の登録内容を残すときは【Yes】を押します。

次のワンタッチダイヤル名が表示されます。

H 変更が終了したら【スタート】を押します。

引き続き他のグループダイヤルを変更する場合は、手
順 3 ～ 8 を繰り返します。

I 【No】を押します。

ファクス登録メニューに戻ります。

文字列の変更のしかたにつ
いては「文字の入力のしか
た」（p. 3-20）をご覧くださ

い。
ユーティリティ／ファクス設定
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プログラムダイヤルを登録する

ワンタッチダイヤルキーに相手先の番号と、送受信機能を登録
しておくと、ワンタッチダイヤルキーを押すだけでその機能を
実行できます。

＜登録できる送受信機能＞

順次同報送信

時刻指定送信

親展送信

ポーリング受信

中継指示送信

「ファクス登録を選択する」
（p. 9-4）をご覧ください。

A ファクス登録メニューを表示させます。

B テンキーの【4】を押し、「ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ﾀﾞｲﾔﾙ」を選択しま
す。

C ワンタッチダイヤルキー【24】～【27】の中から登録
したいキーを押します。
ユーティリティ／ファクス設定 9-19
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D テンキーの【1】～【3】、【6】、【7】を押し、機能を選
択します。

選択できる機能 :
1 ｼﾞｭﾝｼﾞ ﾄﾞｳﾎｳ
2 ｼﾞｺｸ ｼﾃｲ ﾂｳｼﾝ
3 ｼﾝﾃﾝ ｿｳｼﾝ
6 ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ ｼﾞｭｼﾝ
7 ﾁｭｳｹｲ ｼｼﾞ ｿｳｼﾝ

E 各機能の設定手順にしたがって操作します。

「複数の宛先を指定する（順次同報送信）」（p. 6-20）

「時刻を指定して送信する」（p. 6-35）

「親展送信」（p. 7-6）

「中継指示送信」（p. 7-16）

「ポーリング受信」（p. 7-13）

設定内容が登録されます。

F 引き続きプログラムダイヤルを登録する場合は、手順 3
～ 5 を繰り返します。

G 【No】を押して登録を終了します。

ファクス登録メニューに戻ります。
ユーティリティ／ファクス設定



9.2 ファクス登録

9

bizhub162f_fax_UM_J.book  Page 21  Wednesday, April 27, 2005  5:53 PM
順次同報送信プログラムを変更／削除する

「ファクス登録を選択する」
（p. 9-4）をご覧ください。

A ファクス登録メニューを表示させます。

B テンキーの【4】を押し、「ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ﾀﾞｲﾔﾙ」を選択しま
す。

C ワンタッチダイヤルキー【24】～【27】の中から、変
更または削除したい順次同報送信プログラムが登録さ
れているキーを押します。

D 【No】を押します。

E 【 】、【 】で「ﾍﾝｼｭｳ」または「ｼｮｳｷｮ」を選択
し、【Yes】を押します。

「ﾍﾝｼｭｳ」を選択すると、登録されている相手先が順

番に表示されます。（手順 6 へ）

「ｼｮｳｷｮ」を選択すると、プログラムダイヤルの登録

内容が削除され、ワンタッチダイヤルキー選択画面
に戻ります。
ユーティリティ／ファクス設定 9-21



9.2 ファクス登録

9-22

bizhub162f_fax_UM_J.book  Page 22  Wednesday, April 27, 2005  5:53 PM
F 表示中の相手先を削除したいときは【No】を押しま
す。

表示中の相手先を残すときは【Yes】を押します。

次の相手先が表示されます。

G 変更が終了したら【スタート】を押します。

引き続き他のプログラムダイヤルを登録／変更できま
す。

H 相手先を確認するときは、【Yes】を押します。

相手先を確認したあとは、【スタート】を押してく

ださい。

相手先を確認しないときは、【スタート】を押して

ください。

I 【No】を押します。

ファクス登録メニューに戻ります。
ユーティリティ／ファクス設定
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時刻指定送信プログラムを変更／削除する

「ファクス登録を選択する」
（p. 9-4）をご覧ください。

A ファクス登録メニューを表示させます。

B テンキーの【4】を押し、「ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ﾀﾞｲﾔﾙ」を選択しま
す。

C ワンタッチダイヤルキー【24】～【27】の中から、変
更または削除したい時刻指定送信プログラムが登録さ
れているキーを押します。

D 【No】を押します。

E 【 】、【 】で「ﾍﾝｼｭｳ」または「ｼｮｳｷｮ」を選択
し、【Yes】を押します。

「ﾍﾝｼｭｳ」を選択すると、登録されている送信指定時

刻が表示されます。（手順 6 へ）

「ｼｮｳｷｮ」を選択すると、プログラムダイヤルの登録

内容が削除され、ワンタッチダイヤルキー選択画面
に戻ります。
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F 送信指定時刻を変更するときは【No】を押し、テン
キーで時刻を入力しなおします。

送信指定時刻を変更しないときは【Yes】を押しま

す。

相手先が表示されます。

必要に応じて、F コード

（SUB、SID）を入力しま

す。詳しくは、「F コード」

（p. 7-2）をご覧ください。

G 相手先を変更するときは【No】を押し、ワンタッチダ
イヤルキー、短縮ダイヤル、ダイヤル入力により指定
しなおします。

H 【Yes】を押します。

引き続き他のプログラムダイヤルを登録／変更できま
す。

I 【No】を押します。

ファクス登録メニューに戻ります。
ユーティリティ／ファクス設定
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親展送信プログラムを変更／削除する

「ファクス登録を選択する」
（p. 9-4）をご覧ください。

A ファクス登録メニューを表示させます。

B テンキーの【4】を押し、「ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ﾀﾞｲﾔﾙ」を選択しま
す。

C ワンタッチダイヤルキー【24】～【27】の中から、変
更または削除したい親展送信プログラムが登録されて
いるキーを押します。

D 【No】を押します。

E 【 】、【 】で「ﾍﾝｼｭｳ」または「ｼｮｳｷｮ」を選択
し、【Yes】を押します。

「ﾍﾝｼｭｳ」を選択すると、登録されている相手先が表

示されます。（手順 6 へ）

「ｼｮｳｷｮ」を選択すると、プログラムダイヤルの登録

内容が削除され、ワンタッチダイヤルキー選択画面
に戻ります。
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F 相手先を変更するときは【No】を押し、ワンタッチダ
イヤルキー、短縮ダイヤル、ダイヤル入力により指定
しなおします。

G 【Yes】を押します。

ボックス ID が表示されます。

H ボックス ID を変更するときは【No】を押し、テンキー
でボックス ID を入力しなおします。

I 【Yes】を押します。

パスワードが表示されます。

J パスワードを変更するときは【No】を押し、テンキー
でパスワードを入力しなおします。

K 【Yes】を押します。

引き続き他のプログラムダイヤルを登録／変更できま
す。

L 【No】を押します。

ファクス登録メニューに戻ります。
ユーティリティ／ファクス設定



9.2 ファクス登録

9

bizhub162f_fax_UM_J.book  Page 27  Wednesday, April 27, 2005  5:53 PM
ポーリング受信プログラムを変更／削除する

「ファクス登録を選択する」
（p. 9-4）をご覧ください。

A ファクス登録メニューを表示させます。

B テンキーの【4】を押し、「ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ﾀﾞｲﾔﾙ」を選択しま
す。

C ワンタッチダイヤルキー【24】～【27】の中から、変
更または削除したいポーリング受信プログラムが登録
されているキーを押します。

D 【No】を押します。

E 【 】、【 】で「ﾍﾝｼｭｳ」または「ｼｮｳｷｮ」を選択
し、【Yes】を押します。

「ﾍﾝｼｭｳ」を選択すると、登録されている相手先が順

番に表示されます。（手順 6 へ）

「ｼｮｳｷｮ」を選択すると、プログラムダイヤルの登録

内容が削除され、ワンタッチダイヤルキー選択画面
に戻ります。
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F 表示中の相手先を削除したいときは【No】を押しま
す。

表示中の相手先を残すときは【Yes】を押します。

次の相手先が表示されます。

G 変更が終了したら【スタート】を押します。

引き続き他のプログラムダイヤルを登録／変更できま
す。

H 相手先を確認するときは、【Yes】を押します。

相手先を確認したあとは、【スタート】を押してく

ださい。

相手先を確認しないときは、【スタート】を押して

ください。

I 【No】を押します。

ファクス登録メニューに戻ります。

相手先を追加するには、
「ｶﾝﾘｮｳ = ｽﾀｰﾄ」が表示されて
いる画面にてワンタッチダ
イヤルキー、短縮ダイヤル、
ダイヤル入力により相手先
を指定します。
ユーティリティ／ファクス設定
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中継指示送信プログラムを変更／削除する

「ファクス登録を選択する」
（p. 9-4）をご覧ください。

A ファクス登録メニューを表示させます。

B テンキーの【4】を押し、「ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ﾀﾞｲﾔﾙ」を選択しま
す。

C ワンタッチダイヤルキー【24】～【27】の中から、変
更または削除したい中継指示送信プログラムが登録さ
れているキーを押します。

D 【No】を押します。

E 【 】、【 】で「ﾍﾝｼｭｳ」または「ｼｮｳｷｮ」を選択
し、【Yes】を押します。

「ﾍﾝｼｭｳ」を選択すると、登録されている相手先が表

示されます。（手順 6 へ）

「ｼｮｳｷｮ」を選択すると、プログラムダイヤルの登録

内容が削除され、ワンタッチダイヤルキー選択画面
に戻ります。
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F 相手先を変更するときは【No】を押し、ワンタッチダ
イヤルキー、短縮ダイヤル、ダイヤル入力により指定
しなおします。

G 【Yes】を押します。

中継ボックス ID が表示されます。

H 中継ボックス ID を変更するときは【No】を押し、テン
キーでボックス ID を入力しなおします。

I 【Yes】を押します。

パスワードが表示されます。

J パスワードを変更するときは【No】を押し、テンキー
でパスワードを入力しなおします。

K 【Yes】を押します。

引き続き他のプログラムダイヤルを登録／変更できま
す。

L 【No】を押します。

ファクス登録メニューに戻ります。
ユーティリティ／ファクス設定
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一括送信の登録をする

相手先が登録済みのワンタッチダイヤルキーについて、一括送
信設定（送信時刻）をし、複数の原稿をメモリに登録しておく
と、指定した時刻にまとめて送信できます。

「ファクス登録を選択する」
（p. 9-4）をご覧ください。

A ファクス登録メニューを表示させます。

B テンキーの【5】を押し、「ｲｯｶﾂ ｿｳｼﾝ」を選択します。

C 送信したい相手先が登録されているワンタッチダイヤ
ルキーを押します。

送信時刻を指定する画面が表示されます。

ひとこと

あらかじめ一括送信する相
手先のファクス番号をワン
タッチダイヤルキーに登録
しておいてください。
ユーティリティ／ファクス設定 9-31
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グループダイヤルやプログラムダイヤルが登録され

ているワンタッチダイヤルキー、または何も登録さ
れていないワンタッチダイヤルキーを押すと、エ
ラーメッセージが表示されます。

D テンキーで送信したい時刻を入力し、【Yes】を押しま
す。

E 【No】を押します。

ファクス登録メニューに戻ります。
ユーティリティ／ファクス設定
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一括送信設定を変更する

「ファクス登録を選択する」
（p. 9-4）をご覧ください。

A ファクス登録メニューを表示させます。

B テンキーの【5】を押し、「ｲｯｶﾂ ｿｳｼﾝ」を選択します。

C 変更したい一括送信設定が登録されているワンタッチ
ダイヤルキーを押します。

D 【No】を押し、テンキーで送信時刻を入力しなおしま
す。

E 変更が終了したら【Yes】を押します。

F 【No】を押します。

ファクス登録メニューに戻ります。
ユーティリティ／ファクス設定 9-33
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一括送信設定を削除する

「ファクス登録を選択する」
（p. 9-4）をご覧ください。

A ファクス登録メニューを表示させます。

B テンキーの【5】を押し、「ｲｯｶﾂ ｿｳｼﾝ」を選択します。

C 削除したい一括送信設定が登録されているワンタッチ
ダイヤルキーを押します。

D 【No】を押します。

一括送信設定を削除するかどうかの確認画面が表示さ
れます。

E 【Yes】を押します。

ワンタッチダイヤルキー選択画面に戻ります。
ユーティリティ／ファクス設定
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親展ボックスの登録をする

本機で指定したボックス ID と相手先が送信してくるボックス
ID が一致したときのみ親展ボックスに受信できる「親展受信」
を行う場合、あらかじめボックス ID を設定しておきます。

「ファクス登録を選択する」
（p. 9-4）をご覧ください。

A ファクス登録メニューを表示させます。

B テンキーの【6】を押し、「ｼﾝﾃﾝ ﾎﾞｯｸｽ」を選択します。

ひとこと

親展ボックス番号は、1 ～

5 のいずれかを指定します。

C テンキーで親展ボックス番号を指定します。

D テンキーでボックス ID（4 桁）を入力し、【Yes】を押し
ます。

ひとこと

親展ボックス ID と中継ボッ

クス ID で同じ値を登録する

ことはできません。

• ボックス ID は、0000 ～

9999 の範囲で指定できま

す。
• ボックス ID を訂正したい

場合は、【No】を押して

入力しなおします。
ユーティリティ／ファクス設定 9-35
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E テンキーでパスワード（4 桁）を入力し、【Yes】を押し
ます。

パスワードを登録しない場合は、何も入力せずに

【Yes】を押します。

ファクス登録メニューに戻ります。

• パスワードは、0000 ～

9999 の範囲で指定できま

す。
• パスワードを訂正したい
場合は、【No】を押して

入力しなおします。
ユーティリティ／ファクス設定
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親展ボックスの設定を削除する

「ファクス登録を選択する」
（p. 9-4）をご覧ください。

A ファクス登録メニューを表示させます。

B テンキーの【6】を押し、「ｼﾝﾃﾝ ﾎﾞｯｸｽ」を選択します。

C テンキーで削除したい親展ボックス番号を指定します。

D 【No】を押します。

ボックス ID を入力する画面が表示されます。

数値を訂正するときは、
【No】を押して入力しなお

します。

E テンキーで登録されているボックス ID（4 桁）を入力
し、【Yes】を押します。

指定した親展ボックスが削除されます。
ユーティリティ／ファクス設定 9-37
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F 【リセット】を押します。

基本画面に戻ります。
ユーティリティ／ファクス設定
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中継ボックスの登録をする

他のファクス（中継指示局）からの原稿を、本機が中継局とし
て受信し、複数の相手先（受信局）にその原稿を送信する場合、
あらかじめ中継ボックス ID などを設定しておきます。

「ファクス登録を選択する」
（p. 9-4）をご覧ください。

A ファクス登録メニューを表示させます。

B テンキーの【7】を押し、「ﾁｭｳｹｲ ﾎﾞｯｸｽ」を選択しま
す。

C テンキーで中継ボックス番号を指定します。

ひとこと

• 中継ボックス ID と親展

ボックス ID で同じ値を登

録することはできません。
• 本機（中継局）から中継
結果レポートを返信する
ように指定することがで
きます。返信先には、中
継指示局（あるいは他の
送信先）のファクス番号
をワンタッチダイヤル
キー、短縮番号、ダイヤ
ル入力で指定できます。
相手先をワンタッチダイ
ヤルキー、または短縮番
号で指定する場合は、あ
らかじめ、返信先のファ
クス番号をワンタッチダ
イヤルキー、または短縮
番号に登録しておいてく
ださい。

ひとこと

中継ボックス番号は、0 ～

9 のいずれかを指定します。
ユーティリティ／ファクス設定 9-39
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D テンキーで中継ボックス ID（4 桁）を入力し、【Yes】を
押します。

E テンキーでパスワード（4 桁）を入力し、【Yes】を押し
ます。

パスワードを登録しない場合は、何も入力せずに

【Yes】を押します。

F 中継結果レポートを返信する場合は、返信先が登録さ
れているワンタッチダイヤルキー、または短縮番号を
指定し、【Yes】を押します。

受信局を指定する画面が表示されます。

• 中継ボックス ID は、

0000 ～ 9999 の範囲で指

定できます。
• 中継ボックス ID を訂正し

たい場合は、【No】を押

して入力しなおします。

• パスワードは、0000 ～

9999 の範囲で指定できま

す。
• パスワードを訂正したい
場合は、【No】を押して

入力しなおします。
ユーティリティ／ファクス設定



9.2 ファクス登録

9

bizhub162f_fax_UM_J.book  Page 41  Wednesday, April 27, 2005  5:53 PM
G ワンタッチダイヤルキー、短縮ダイヤル、ダイヤル入
力により受信局を指定し、【Yes】を押します。

受信局として 50 まで相手先を指定できます。すべて

の受信局を指定し終わるまで、この手順を繰り返し
ます。

H すべての受信局の指定が終わったら、【スタート】を押
します。

ファクス登録メニューに戻ります。

• 現在表示されている相手
先を取り消したい場合は
【No】を押します。
ユーティリティ／ファクス設定 9-41
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中継ボックス設定を削除する

「ファクス登録を選択する」
（p. 9-4）をご覧ください。

A ファクス登録メニューを表示させます。

B テンキーの【7】を押し、「ﾁｭｳｹｲ ﾎﾞｯｸｽ」を選択しま
す。

C テンキーで削除したい中継ボックス番号を指定します。

D 【No】を押します。

指定した中継ボックスが削除されます。

引き続き他の中継ボックス番号を削除したい場合は、
手順 3 ～ 4 を繰り返します。

E 【リセット】を押します。

基本画面に戻ります。
ユーティリティ／ファクス設定
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9.3 送信設定

ファクス通信でのいろいろな送信機能の設定ができます。

＜送信設定の項目＞

• ユーティリティは LSD
（Local Setup Diagnostic）
から設定を行うこともで
きます。詳しくは「LSD
について」（p. 12-18）を

ご覧ください。
• オプションのネットワー
クカード NC-502 および

スキャナユニット SU-502
を装着すると、ネット
ワークツール PageScope 
Web Connection から設定

を行うこともできます。
詳しくは、「PageScope 
Web Connection につい

て」（p. 12-14）をご覧く

ださい。

No. ｿｳｼﾝ ｾｯﾃｲ 内容

1 ﾖﾐﾄﾘ ﾉｳﾄﾞ 原稿を読み取るときの濃度設定の初期値を、
「ｳｽｸ」～「ｺｸ」の 5 段階から選択できます。

用紙の色（下地）が濃いときは「ｳｽｸ」側に、
文字が薄いときや文字に色がついているとき
は「ｺｸ」側に調整してください。

2 ｶﾞｼﾂ 原稿を読み取るときの画質（解像度）設定の
初期値を、「STD（ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ）」、「FINE

（ﾌｧｲﾝ）」、「SF（ｽｰﾊﾟｰﾌｧｲﾝ）」、「ｼｬｼﾝ（ﾊｰﾌﾄｰﾝ） 
+ STD（ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ）」、「ｼｬｼﾝ（ﾊｰﾌﾄｰﾝ）+ FINE

（ﾌｧｲﾝ）」、「ｼｬｼﾝ（ﾊｰﾌﾄｰﾝ）+ SF（ｽｰﾊﾟｰﾌｧｲﾝ）」
の中から選択できます。
• 工場出荷時の設定は「STD（ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ）」で
す。

3 ﾕｳｾﾝ ｿｳｼﾝ 
ﾓｰﾄﾞ

送信のしかたの初期値を、「ﾒﾓﾘｿｳｼﾝ」、
「ｿｸｼﾞｿｳｼﾝ」から選択できます。
• 工場出荷時の設定は「ﾒﾓﾘｿｳｼﾝ」です。

4 ﾍｯﾀﾞｰ 送信時にヘッダー（送信日時、発信元名称、
発信元ファクス番号など）を付けるかどうか
の初期値を、「ON」、「OFF」から選択できます。
• 工場出荷時の設定は「ON」です。
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送信設定メニューを選択する

A 【ユーティリティ】を押します。

「ﾎﾝﾀｲ ｾｯﾃｲ ?」が表示されます。

B 【,】を 7 回押し、「ｿｳｼﾝ ｾｯﾃｲ ?」を選択します。

送信設定の操作を途中で取
りやめたいときは、【No】
を押します。「ｾｯﾃｲ ｦ ﾁｭｳｼ 
ｼﾏｽｶ ?」のメッセージが表示
されたら、【Yes】を押すと、

登録／変更の操作を中止で
きます。

C テンキーの【1】～【4】を押し、送信設定メニューを
選択します。

送信設定メニューは以下のとおりです。

1 ﾖﾐﾄﾘ ﾉｳﾄﾞ
2 ｶﾞｼﾂ
3 ﾕｳｾﾝ ｿｳｼﾝ ﾓｰﾄﾞ
4 ﾍｯﾀﾞｰ
ユーティリティ／ファクス設定
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読み取り濃度を設定する

「送信設定メニューを選択す
る」（p. 9-44）をご覧くださ

い。

A 送信設定メニューを表示させます。

B テンキーの【1】を押し、「ﾖﾐﾄﾘ ﾉｳﾄﾞ」を選択します。

C 【 】、【 】で「ｳｽｸ」～「ｺｸ」の間 5 段階から選択
し、【Yes】を押します。

送信設定メニューに戻ります。
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画質を設定する

「送信設定メニューを選択す
る」（p. 9-44）をご覧くださ

い。

A 送信設定メニューを表示させます。

B テンキーの【2】を押し、「ｶﾞｼﾂ」を選択します。

C 【 】、【 】で解像度を選択し、【Yes】を押しま
す。

画質の種類は、以下のように表示されます。

STD: スタンダード
FINE: ファイン
S/F: スーパーファイン
ｼｬｼﾝ : ハーフトーン

「ｼｬｼﾝ」を選択すると、詳細を設定する画面が表示

されます。（手順 4 へ）

「ｼｬｼﾝ」以外を選択すると、送信設定メニューに戻

ります。
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D 【 】、【 】でハーフトーンの設定を選択し、
【Yes】を押します。

ハーフトーンの種類は、以下のように表示されま

す。
STD: スタンダード
FINE: ファイン
S.FINE: スーパーファイン

送信設定メニューに戻ります。
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優先送信モードを設定する

「送信設定メニューを選択す
る」（p. 9-44）をご覧くださ

い。

A 送信設定メニューを表示させます。

B テンキーの【3】を押し、「ﾕｳｾﾝ ｿｳｼﾝ ﾓｰﾄﾞ」を選択し
ます。

C 【 】、【 】で「ﾒﾓﾘｿｳｼﾝ」または「ｿｸｼﾞｿｳｼﾝ」を
選択し、【Yes】を押します。

送信設定メニューに戻ります。
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ヘッダープリントを設定する

「送信設定メニューを選択す
る」（p. 9-44）をご覧くださ

い。

A 送信設定メニューを表示させます。

B テンキーの【4】を押し、「ﾍｯﾀﾞｰ」を選択します。

C 【 】、【 】で「ON」または「OFF」を選択し、
【Yes】を押します。

送信設定メニューに戻ります。
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9.4 受信設定

ファクス通信でのいろいろな受信機能の設定ができます。

＜受信設定の項目＞

• ユーティリティは LSD
（Local Setup Diagnostic）
から設定を行うこともで
きます。設定できるのは、
1 ～ 3 の項目です。詳し

くは「LSD について」

（p. 12-18）をご覧くださ

い。
• オプションのネットワー
クカード NC-502 および

スキャナユニット SU-502
を装着すると、ネット
ワークツール PageScope 
Web Connection から設定

を行うこともできます。
設定できるのは、1 ～ 3
の項目です。詳しくは、
「PageScope Web 
Connection について」

（p. 12-14）をご覧くださ

い。

No. ﾌｧｸｽ ﾄｳﾛｸ 内容

1 ﾒﾓﾘ ｼﾞｭｼﾝ 
ﾓｰﾄﾞ

メモリ受信をする（「ON」）かしない（「OFF」）
かを選択できます。他の人に見られたくない
文書などがある場合は、受信した文書をいっ
たんメモリに保管し、メモリ受信設定を
「OFF」にしたとき、または指定した時刻にプ
リントできます。
メモリ受信の開始時刻、終了時刻、解除のた
めのパスワードを設定します。開始時刻、終
了時刻の設定は、メモリ受信モードを解除す
るまで毎日有効となります。
• 工場出荷時の設定は「OFF」です。

2 ﾖﾋﾞﾀﾞｼ ｶｲｽｳ 何回着信音が鳴ってから自動着信するかを 1
回～ 16 回の間で設定できます。

3 ｼｭｸｼｮｳ ﾌﾟﾘﾝﾄ 記録紙のサイズより長い文書を受信した場合
のプリント処理を、縮小する（「ON」）、分割す
る（「OFF」）、切り捨てる（「ｶｯﾄ」）から選択で
きます。「ｶｯﾄ」は最大 24 mm カットされま

す。ただし、24 mm 以上長い文章が送信され

た場合は、「ｶｯﾄ」の設定は適用されません。
この場合、文書は分割されます。
• 工場出荷時の設定は「ON」です。

4 ｼﾞｭｼﾝ ﾌﾟﾘﾝﾄ 受信時に、すべての原稿の受信を完了した後
にプリントを開始する（「ｼﾞｭｼﾝｺﾞ」）か、1 枚

目の原稿を受信した時点でプリントを開始す
る（「ｼﾞｭｼﾝﾁｭｳ」）かを選択できます。
• 工場出荷時の設定は「ｼﾞｭｼﾝｺﾞ」です。

5 ｼﾞｭｼﾝ ﾓｰﾄﾞ 自動着信する（「ｼﾞﾄﾞｳ」）か手動受信する
（「ｼｭﾄﾞｳ」）かを選択できます。
自動着信：設定された回数着信音が鳴ってか
ら自動的に受信動作が開始されます。
手動受信：着信音が鳴っても自動的にファク
スには切替わりません。外付け電話機の受話
器をあげる、または【オンフック】を押すと
回線がつながり、【スタート】を押すと受信動
作が開始されます。
• 工場出荷時の設定は「ｼﾞﾄﾞｳ」です。
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6 ﾃﾝｿｳ 受信した原稿を転送するかどうかを選択でき
ます。
転送する（「ON」）：受信した原稿を指定した
ファクス番号、E メールアドレスに転送しま

す。
転送＆プリント（「ON（プリント）」）：受信し
た原稿を指定したファクス番号、E メールア

ドレスに転送すると同時に、本機でプリント
します。
転送しない（「OFF」）：転送しません。
• 工場出荷時の設定は「OFF」です。
※ E メールアドレスへ転送するには、オプ

ションのスキャナユニット SU-502 が必要で

す。

7 ﾌｯﾀｰ 受信した原稿の後端に、着信情報（受信日時、
ページ数など）をプリントするかしないかを
選択できます。
• 工場出荷時の設定は「OFF」です。

8 ﾄﾚｲ ｾｯﾃｲ 受信原稿をプリントするときや、通信レポー
トをプリントするときに給紙可能なトレイを
選択できます。（給紙を禁止するトレイを指定
することができます。）

9 ｸﾛｰｽﾞﾄﾞ 
ﾈｯﾄﾜｰｸ

発信元ファクス番号が本機のワンタッチダイ
ヤルや短縮ダイヤルで登録されているファク
ス番号ではない場合に、ファクスを受信する
かしないかを選択できます。
• 工場出荷時の設定は「OFF」です。

0 ﾃﾝｿｳ ｼﾞｭｼﾝ 外付け電話機のダイヤルから電話を切らずに
ファクス受信するかしないかを選択できます。
• 工場出荷時の設定は「OFF」です。

No. ﾌｧｸｽ ﾄｳﾛｸ 内容
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受信設定メニューを選択する

A 【ユーティリティ】を押します。

「ﾎﾝﾀｲ ｾｯﾃｲ ?」が表示されます。

B 【,】を 8 回押し、「ｼﾞｭｼﾝ ｾｯﾃｲ ?」を選択します。

C テンキーの【0】～【9】を押し、受信設定メニューを
選択します。

受信設定メニューは以下のとおりです。

1 ﾒﾓﾘ ｼﾞｭｼﾝ ﾓｰﾄﾞ
2 ﾖﾋﾞﾀﾞｼ ｶｲｽｳ
3 ｼｭｸｼｮｳ ﾌﾟﾘﾝﾄ
4 ｼﾞｭｼﾝ ﾌﾟﾘﾝﾄ
5 ｼﾞｭｼﾝ ﾓｰﾄﾞ
6 ﾃﾝｿｳ
7 ﾌｯﾀｰ
8 ﾄﾚｲ ｾｯﾃｲ
9 ｸﾛｰｽﾞﾄﾞ ﾈｯﾄﾜｰｸ
0 ﾃﾝｿｳ ｼﾞｭｼﾝ

• 受信設定の操作を途中で
取りやめたいときは、
【No】を押します。「ｾｯﾃｲ 

ｦ ﾁｭｳｼ ｼﾏｽｶ ?」のメッ
セージが表示されたら、
【Yes】を押すと、登録／

変更の操作を中止できま
す。

• 受信設定メニューを終了
するときは、【リセット】
を押します。基本画面に
戻ります。
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メモリ受信モードを設定する

「受信設定メニューを選択す
る」（p. 9-52）をご覧くださ

い。

A 受信設定メニューを表示させます。

B テンキーの【1】を押し、「ﾒﾓﾘ ｼﾞｭｼﾝ ﾓｰﾄﾞ」を選択し
ます。

C 【 】、【 】で「ON」を選択し、【Yes】を押しま
す。

D テンキーでメモリ受信開始時刻を入力し、【Yes】を押
します。

「ON」に設定した時点から手動で解除するまでメモ

リ受信をする場合は、開始時刻を入力しないで
【Yes】を押します。（手順 6 へ）

E テンキーでメモリ受信終了時刻を入力し、【Yes】を押
します。
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F メモリ受信を解除するときのパスワード（4 桁）をテン
キーで指定し、【Yes】を押します。

パスワードを設定しないときは、何も入力せずに

【Yes】を押します。

受信設定メニューに戻ります。
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メモリ受信モードを解除する

メモリ受信モードは終了時刻になると自動的に解除され、受信
原稿がプリントされます。終了時刻が設定されていない場合や、
終了時刻以前に解除したい場合は、以下の手順で解除します。

「受信設定メニューを選択す
る」（p. 9-52）をご覧くださ

い。

A 受信設定メニューを表示させます。

B テンキーの【1】を押し、「ﾒﾓﾘ ｼﾞｭｼﾝ ﾓｰﾄﾞ」を選択し
ます。

C 【 】、【 】で「OFF」を選択し、【Yes】を押しま
す。

パスワードが設定されているときは、手順 4 へ。

パスワードが設定されていないときは、メモリ内の

受信原稿がプリントされ、受信設定メニューに戻り
ます。

D テンキーでパスワード（4 桁）を入力し、【Yes】を押し
ます。

メモリ内の受信原稿がプリントされ、受信設定メ
ニューに戻ります。
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呼び出し回数を設定する

「受信設定メニューを選択す
る」（p. 9-52）をご覧くださ

い。

A 受信設定メニューを表示させます。

B テンキーの【2】を押し、「ﾖﾋﾞﾀﾞｼ ｶｲｽｳ」を選択しま
す。

呼び出し回数は 1 回～ 16
回の範囲で設定します。

C テンキーで呼び出し回数を入力し、【Yes】を押します。

受信設定メニューに戻ります。
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縮小プリントを設定する

「受信設定メニューを選択す
る」（p. 9-52）をご覧くださ

い。

A 受信設定メニューを表示させます。

B テンキーの【3】を押し、「ｼｭｸｼｮｳ ﾌﾟﾘﾝﾄ」を選択しま
す。

C 【 】、【 】で「ON」（縮小する）、「OFF」（分割す
る）、「ｶｯﾄ」（切り捨てる）のいずれかを選択し、【Yes】
を押します。

受信設定メニューに戻ります。
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受信プリント設定を指定する

「受信設定メニューを選択す
る」（p. 9-52）をご覧くださ

い。

A 受信設定メニューを表示させます。

B テンキーの【4】を押し、「ｼﾞｭｼﾝ ﾌﾟﾘﾝﾄ」を選択しま
す。

C 【 】、【 】で「ｼﾞｭｼﾝｺﾞ」または「ｼﾞｭｼﾝﾁｭｳ」を
選択し、【Yes】を押します。

受信設定メニューに戻ります。
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受信モードを設定する

「受信設定メニューを選択す
る」（p. 9-52）をご覧くださ

い。

A 受信設定メニューを表示させます。

B テンキーの【5】を押し、「ｼﾞｭｼﾝ ﾓｰﾄﾞ」を選択します。

C 【 】、【 】で「ｼﾞﾄﾞｳ」または「ｼｭﾄﾞｳ」を選択
し、【Yes】を押します。

受信設定メニューに戻ります。
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転送設定を指定する

「受信設定メニューを選択す
る」（p. 9-52）をご覧くださ

い。

A 受信設定メニューを表示させます。

B テンキーの【6】を押し、「ﾃﾝｿｳ」を選択します。

C 【 】、【 】で「ON」、「ON( ﾌﾟﾘﾝﾄ )」、「OFF」のいず
れかを選択し、【Yes】を押します。

「ON」または「ON( ﾌﾟﾘﾝﾄ )」を選択すると、転送先を

指定する画面が表示されます。（手順 4 へ）

「OFF」を選択すると、受信設定メニューに戻りま

す。

D ワンタッチダイヤルキー、短縮ダイヤル、ダイヤル入
力により転送先のファクス番号を指定し、【Yes】を押
します。

受信設定メニューに戻ります。

ひとこと

オプションのスキャナユ
ニット SU-502 を装着して

いる場合、転送先として E
メールアドレスを指定でき
ます。
詳しくはスキャナユニット
SU-502 のユーザーズガイ

ドをご覧ください。
ユーティリティ／ファクス設定
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フッタープリントを設定する

「受信設定メニューを選択す
る」（p. 9-52）をご覧くださ

い。

A 受信設定メニューを表示させます。

B テンキーの【7】を押し、「ﾌｯﾀｰ」を選択します。

C 【 】、【 】で「ON」または「OFF」を選択し、
【Yes】を押します。

受信設定メニューに戻ります。
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トレイ選択を設定する

「受信設定メニューを選択す
る」（p. 9-52）をご覧くださ

い。

A 受信設定メニューを表示させます。

B テンキーの【8】を押し、「ﾄﾚｲ ｾｯﾃｲ」を選択します。

C 【 】、【 】でトレイを選択し、【Yes】を押しま
す。

D 【 】、【 】で「ｷﾝｼ」か「ｷｮｶ」を選択し、【Yes】
を押します。

受信設定メニューに戻ります。
ユーティリティ／ファクス設定
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クローズドネットワークを設定する

「受信設定メニューを選択す
る」（p. 9-52）をご覧くださ

い。

A 受信設定メニューを表示させます。

B テンキーの【9】を押し、「ｸﾛｰｽﾞﾄﾞ ﾈｯﾄﾜｰｸ」を選択し
ます。

C 【 】、【 】で「ON」または「OFF」を選択し、
【Yes】を押します

受信設定メニューに戻ります。
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転送受信を設定する

「受信設定メニューを選択す
る」（p. 9-52）をご覧くださ

い。

A 受信設定メニューを表示させます。

B テンキーの【0】を押し、「ﾃﾝｿｳ ｼﾞｭｼﾝ」を選択します。

C 【 】、【 】で「ON」を選択し、【Yes】を押しま
す。

転送受信番号は 0 ～ 9 の

いずれかを指定します。

D テンキーで転送受信番号を指定します。

E 【Yes】を押します。

受信設定メニューに戻ります。
ユーティリティ／ファクス設定
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9.5 通信設定

ファクス通信に関する設定をします。

＜通信設定の項目＞

• ユーティリティは LSD
（Local Setup Diagnostic）
から設定を行うこともで
きます。詳しくは「LSD
について」（p. 12-18）を

ご覧ください。
• オプションのネットワー
クカード NC-502 および

スキャナユニット SU-502
を装着すると、ネット
ワークツール PageScope 
Web Connection から設定

を行うこともできます。
詳しくは、「PageScope 
Web Connection につい

て」（p. 12-14）をご覧く

ださい。
•「トーン／パルス」、
「PSTN ／ PBX」の設定

のしかたについては、「回
線種別を設定する」（p. 3-
29）、「通信回線を設定す

る」（p. 3-31）をご覧くだ

さい。

No. ﾌｧｸｽ ﾄｳﾛｸ 内容

1 ﾄｰﾝ / ﾊﾟﾙｽ 回線種別を設定します。ご使用の電話回線の
種別と本機の設定を合わせないと送信できま
せん。ご使用の電話回線の種別をご確認のう
え、回線種別を設定してください。

2 ﾓﾆﾀ ｵﾝﾘｮｳ 通信中のラインモニタ音の音量を「ｵｵｷｲ」、
「ﾁｲｻｲ」、「OFF」から選択できます。
• 工場出荷時は「ﾁｲｻｲ」です。

3 PSTN/PBX 接続している通信回線が、「PSTN（公衆網電

話線）」または「PBX（構内電話交換機）」か

を設定します。
「PBX」の場合、外線接続（または内線接続）
のダイヤル番号を登録します。

4 TEL/FAX ｷﾘｶｴ 着信後、音声応答メッセージを流して自動的
に電話着信とファクス受信を切替える機能で
す。電話機を接続した場合に設定します。
受信設定での受信モードは「ｼﾞﾄﾞｳ」に設定し
ます。
• 工場出荷時は「OFF」です。

5 ﾃﾞﾝﾜ ﾖﾋﾞﾀﾞｼ
ｼﾞｶﾝ

電話の呼び出し時間（秒）を設定します。
TEL/FAX 切替えが「ON」の場合に設定が有効

になります。
• 工場出荷時は「20」です。

6 ﾙｽﾊﾞﾝ ﾃﾞﾝﾜ ｾ
ﾂｿﾞｸ

電話機の留守番電話機能を使う場合に設定し
ます。
受信設定での受信モードは「ｼﾞﾄﾞｳ」に設定し
ます。
TEL/FAX 切替えは「OFF」に設定してくださ

い。
• 工場出荷時は「OFF」です。
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通信設定メニューを選択する

A 【ユーティリティ】を押します。

「ﾎﾝﾀｲ ｾｯﾃｲ ?」が表示されます。

B 【,】を 9 回押し、「ﾂｳｼﾝ ｾｯﾃｲ ?」を設定します。

C テンキーの【1】～【6】を押し、通信設定メニューを
選択します。

通信設定メニューは以下のとおりです。

1 ﾄｰﾝ / ﾊﾟﾙｽ
2 ﾓﾆﾀ ｵﾝﾘｮｳ
3 PSTN/PBX
4 TEL/FAX ｷﾘｶｴ
5 ﾃﾞﾝﾜ ﾖﾋﾞﾀﾞｼ ｼﾞｶﾝ
6 ﾙｽﾊﾞﾝﾃﾞﾝﾜ ｾﾂｿﾞｸ

• 通信設定の操作を途中で
取りやめたいときは、
【No】を押します。「ｾｯﾃｲ 

ｦ ﾁｭｳｼ ｼﾏｽｶ ?」のメッ
セージが表示されたら、
【Yes】を押すと、設定／

変更の操作を中止できま
す。

• 通信設定メニューを終了
するときは、【リセット】
を押します。基本画面に
戻ります。
ユーティリティ／ファクス設定
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モニタ音量を設定する

「通信設定メニューを選択す
る」（p. 9-66）をご覧くださ

い。

A 通信設定メニューを表示させます。

B テンキーの【2】を押し、「ﾓﾆﾀ ｵﾝﾘｮｳ」を選択します。

モニタ音量を選択する画面が表示されます。

C 【 】、【 】で「ｵｵｷｲ」、「ﾁｲｻｲ」、「OFF」のいずれ
かを選択し、【Yes】を押します。

通信設定メニューに戻ります。
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TEL/FAX 切替えを設定する

「通信設定メニューを選択す
る」（p. 9-66）をご覧くださ

い。

A 通信設定メニューを表示させます。

B テンキーの【4】を押し、「TEL/FAX ｷﾘｶｴ」を選択しま
す。

受信設定での受信モードは
「ｼﾞﾄﾞｳ」に設定します。詳
しくは、「受信モードを設定
する」（p. 9-59）をご覧くだ

さい。

C 【 】、【 】で「ON」または「OFF」を選択し、
【Yes】を押します。
ユーティリティ／ファクス設定
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電話呼び出し時間を設定する

「通信設定メニューを選択す
る」（p. 9-66）をご覧くださ

い。

A 通信設定メニューを表示させます。

B テンキーの【5】を押し、「ﾃﾞﾝﾜ ﾖﾋﾞﾀﾞｼ ｼﾞｶﾝ」を選択
します。

C 【 】、【 】で選択します。

• 電話呼び出し時間は 5 秒

～ 240 秒の間で設定しま

す。
• TEL/FAX 切替えが「ON」

の場合に設定が有効にな
ります。
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留守番電話接続を設定する

「通信設定メニューを選択す
る」（p. 9-66）をご覧くださ

い。

A 通信設定メニューを表示させます。

B テンキーの【6】を押し、「ﾙｽﾊﾞﾝﾃﾞﾝﾜ ｾﾂｿﾞｸ」を選択し
ます。

C 【 】、【 】で「ON」または「OFF」を選択し、
【Yes】を押します。

通信設定メニューに戻ります。

• 受信設定での受信モード
は「ｼﾞﾄﾞｳ」に設定しま
す。詳しくは、「受信モー
ドを設定する」（p. 9-59）
をご覧ください。

• 通信設定での TEL/FAX
モードは「OFF」に設定

します。詳しくは、「TEL/
FAX 切替えを設定する」

（p. 9-68）をご覧くださ

い。
ユーティリティ／ファクス設定
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9.6 レポート出力設定

ファクス通信に関する各種レポートの自動出力設定をします。

＜レポート出力設定の項目＞

• ユーティリティは LSD
（Local Setup Diagnostic）
から設定を行うこともで
きます。詳しくは「LSD
について」（p. 12-18）を

ご覧ください。
• オプションのネットワー
クカード NC-502 および

スキャナユニット SU-502
を装着すると、ネット
ワークツール PageScope 
Web Connection から設定

を行うこともできます。
詳しくは、「PageScope 
Web Connection につい

て」（p. 12-14）をご覧く

ださい。

No. ﾌｧｸｽ ﾄｳﾛｸ 内容

1 ﾂｳｼﾝ 
ｶﾝﾘﾚﾎﾟｰﾄ

60 通信ごとに、送受信の結果をレポート形式

で出力できます。60 通信に達した時点で自動

的にレポートを出力するかどうかを選択しま
す。
• 工場出荷時の設定は「ON」です。

2 ﾖﾔｸ ﾚﾎﾟｰﾄ 順次同報送信やポーリング受信などで複数の
相手先との通信を設定した場合、予約内容を
レポート形式で出力できます。自動的にレ
ポートを出力するかどうかを選択します。
• 工場出荷時の設定は「OFF」です。

3 ﾂｳｼﾝ 
ｹｯｶﾚﾎﾟｰﾄ

送信終了後、送信結果をレポート形式で出力
できます。自動的にレポートを出力するかど
うかを選択します。
• 工場出荷時の設定は「OFF」です。

4 ｼﾞｭｼﾝ 
ｹｯｶﾚﾎﾟｰﾄ

親展受信終了後、自動的にレポートを出力す
るかどうかを選択します。（通常の受信が正常
に完了しなかった場合は、この設定に関係な
くレポートが出力されます。）
• 工場出荷時の設定は「OFF」です。
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レポート出力設定メニューを選択する

A 【ユーティリティ】を押します。

「ﾎﾝﾀｲ ｾｯﾃｲ ?」が表示されます。

B 【,】を 10 回押し、「ﾚﾎﾟｰﾄ ｾｯﾃｲ ?」を設定します。

C テンキーの【1】～【4】を押し、レポート出力設定メ
ニューを選択します。

レポート出力設定メニューは以下のとおりです。

1 ﾂｳｼﾝ ｶﾝﾘﾚﾎﾟｰﾄ
2 ﾖﾔｸ ﾚﾎﾟｰﾄ
3 ﾂｳｼﾝ ｹｯｶﾚﾎﾟｰﾄ
4 ｼﾞｭｼﾝ ｹｯｶﾚﾎﾟｰﾄ

• レポート出力設定の操作
を途中で取りやめたいと
きは、【No】を押します。

「ｾｯﾃｲ ｦ ﾁｭｳｼ ｼﾏｽｶ ?」の
メッセージが表示された
ら、【Yes】を押すと、設

定／変更の操作を中止で
きます。

• レポート出力設定メ
ニューを終了するときは、
【リセット】を押します。
基本画面に戻ります。
ユーティリティ／ファクス設定
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通信管理レポートの自動出力を選択する

「レポート出力設定メニュー
を選択する」（p. 9-72）をご

覧ください。

A レポート出力設定メニューを表示させます。

B テンキーの【1】を押し、「ﾂｳｼﾝ ｶﾝﾘ ﾚﾎﾟｰﾄ」を選択し
ます。

C 【 】、【 】で「ON」または「OFF」を選択し、
【Yes】を押します。

レポート出力設定メニューに戻ります。
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予約レポートの自動出力を選択する

「レポート出力設定メニュー
を選択する」（p. 9-72）をご

覧ください。

A レポート出力設定メニューを表示させます。

B テンキーの【2】を押し、「ﾖﾔｸ ﾚﾎﾟｰﾄ」を選択します。

C 【 】、【 】で「ON」または「OFF」を選択し、
【Yes】を押します。

レポート出力設定メニューに戻ります。
ユーティリティ／ファクス設定
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送信結果レポートの自動出力を選択する

「レポート出力設定メニュー
を選択する」（p. 9-72）をご

覧ください。

A レポート出力設定メニューを表示させます。

B テンキーの【3】を押し、「ﾂｳｼﾝ ｹｯｶ ﾚﾎﾟｰﾄ」を選択し
ます。

C 【 】、【 】で「ON」または「OFF」を選択し、
【Yes】を押します。

レポート出力設定メニューに戻ります。
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受信結果レポートの自動出力を選択する

「レポート出力設定メニュー
を選択する」（p. 9-72）をご

覧ください。

A レポート出力設定メニューを表示させます。

B テンキーの【4】を押し、「ｼﾞｭｼﾝ ｹｯｶﾚﾎﾟｰﾄ」を選択し
ます。

C 【 】、【 】で「ON」または「OFF」を選択し、
【Yes】を押します。

レポート出力設定メニューに戻ります。
ユーティリティ／ファクス設定
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PageScope Web Connection の設定画面

PageScope Web Connection の管理者モードにログインすると、
各種ファクス設定の確認や変更を行うことができます。詳しく
は、「PageScope Web Connection について」（p. 12-14）をご覧
ください。

※イメージコントローラ IC-205（オプション）装着時の画面で
す。
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第 10章 こんなメッセージが
表示されたら
10
トナー交換などのメッセージが表示されたときの処置のしかたについて説明します。

10.1「トナー ガ ナクナリマシタ」と表示されたら .............................................. 10-2

10.2「ヨウシ ガ ツマリマシタ」が表示されたら ................................................. 10-5

10.3「ゲンコウ ガ ツマリマシタ」が表示されたら ............................................ 10-14

10.4 主なメッセージと処置のしかた ................................................................. 10-17
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10.1「トナー ガ ナクナリマシタ」と表示されたら

トナーが残り少なくなると以下のメッセージが表示されます。

メッセージが表示されたら、新しいトナーボトルと交換してく
ださい。

トナー補給のしかた

A 前カバーを開きます。

使用済みのトナーボトルは
サービス実施店が回収しま
す。捨てずに個装箱にいれ
て保管してください。

B トナーボトルホルダーを手前に開き、トナーボトルを
引き抜きます。

トナーボトルは、必ず本機
専用のトナーボトルを使用
してください。それ以外の
トナーボトルを使用すると
故障の原因となります。詳
しくはサービス実施店にお
尋ねください。
こんなメッセージが 表示されたら
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C 新しいトナーボトルのシール部を上に向けてから、手
前方向にゆっくりシールをはがします。

D トナーボトルの UP 表示部を上に向けて、トナーボトル
ホルダーに差し込みます。

下図のように、トナーボトルの凸部をトナーボト

ルホルダーの凹部にしっかり差し込んでください。

E トナーボトルの底を軽く 3 回～ 4 回たたきます。

シールをはがすときは、ト
ナーが吹き出るおそれがあ
るので、ゆっくりはがして
ください。
こんなメッセージが 表示されたら 10-3
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F トナーボトルホルダーを閉じ、前カバーを閉じます。
ひとこと

前カバーを閉じると、自動
的にトナー補給を開始しま
す。

トナーボトルの交換直後で
コピーが薄い場合は、ユー
ティリティモードで“ト
ナー補給”を行ってくださ
い。詳しくは「トナー補給」
（p. 8-23）をご覧ください。
こんなメッセージが 表示されたら
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10.2「ヨウシ ガ ツマリマシタ」が表示されたら

コピー／プリント中に紙づまりがおこった場合、以下のメッ
セージを表示し、コピー／プリントは停止されます。

紙づまりの場所を示すメッセージが、ディスプレイ下行に表示
されます。

以下の手順にしたがって、紙づまりした用紙をすべて取り除い
てください。

メッセージ 紙づまりの場所

ﾖｺｶﾊﾞｰ ｦ ｱｹﾃｸﾀﾞｻｲ • マルチ手差しトレイ（p. 10-12）
• 本機内部、第 1 トレイ（p. 10-6）

ﾖｺｶﾊﾞｰ 2 ｦ ｱｹﾃｸﾀﾞｻｲ 第 2 トレイ（p. 10-10）

ﾖｺｶﾊﾞｰ 3 ｦ ｱｹﾃｸﾀﾞｻｲ 第 3 トレイ（p. 10-10）

ﾖｺｶﾊﾞｰ 4 ｦ ｱｹﾃｸﾀﾞｻｲ 第 4 トレイ（p. 10-10）

ﾖｺｶﾊﾞｰ 5 ｦ ｱｹﾃｸﾀﾞｻｲ 第 5 トレイ（p. 10-10）
こんなメッセージが 表示されたら 10-5
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本機内部／第1トレイでの紙づまり処理のしか

た

A 本機の横カバーを開きます。

PC ドラムの表面に触れると、コピー画質が低下す

る可能性があります。
PC ドラムの表面に触れないように注意してくださ

い。

注意
定着部周辺は高温に
なっています。
やけどの原因となり
ますので、手順内で
説明している部分以
外には手を触れない
でください。高温部
分に手などが触れて
しまった場合は、す
ぐに冷たい水で冷や
し、医師にご相談く
ださい。

PC ドラム
こんなメッセージが 表示されたら
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B 定着部の圧着レバーを解除します。

C 用紙をゆっくり引き抜きます。

D ガイド板を押し下げながら、用紙をゆっくり引き抜き
ます。

圧着レバーの解除は、レ
バーのグリーン部を持って
行ってください。

圧着レバー
こんなメッセージが 表示されたら 10-7
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E ローラー部のツマミを矢印方向に回しながら、用紙を
ゆっくり引き抜きます。

F 本機の横カバーを閉じます。

G 第 1 トレイを引き出します。

H トレイ内に残っている用紙を取り出し、再度用紙を
セットしなおします。

• ローラーを回すときは、
必ずグリーンのツマミを
回してください。

• PC ドラムの表面に触れな

いように注意してくださ
い。
こんなメッセージが 表示されたら
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I 用紙サイズにあわせ、ガイド板を調整します。

J 第 1 トレイをもとに戻します。

ガイド板は必ず用紙の端面
にあわせてください。
こんなメッセージが 表示されたら 10-9
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第 2/ 第 3/ 第 4/ 第 5 トレイ（オプション）での紙

づまり処理のしかた

A 横カバーを開きます。

B 用紙をゆっくり引き抜きます。

C 横カバーを閉じます。
0 こんなメッセージが 表示されたら
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D トレイ内に残っている用紙を取り出し、再度用紙を
セットしなおします。

ガイド板は、必ず用紙の端
面にあわせてください。

E 用紙のサイズに合わせ、ガイド板を調整します。

F トレイをもとに戻します。

用紙は ,マークをこえない

ように、ツメの下にセット
してください。
こんなメッセージが 表示されたら 10-11
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マルチ手差しトレイ（オプション）での紙づ

まり処理のしかた

A マルチ手差しトレイ上の用紙を取り除きます。

B 本機の横カバーを開きます。

転写ローラーの表面に触れると、コピー画質が低

下する可能性があります。
転写ローラーの表面に触れないように注意してく
ださい。

転写ローラー
2 こんなメッセージが 表示されたら
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C 用紙をゆっくり引き抜きます。

D 本機の横カバーを閉じます。

E マルチ手差しトレイに用紙をセットしなおします。
こんなメッセージが 表示されたら 10-13
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10.3「ゲンコウ ガ ツマリマシタ」が表示されたら

原稿を給紙中に紙づまりがおこった場合、以下のメッセージを
表示し、原稿の読み取りは停止されます。

以下の手順にしたがって、紙づまりした用紙を取り除いてくだ
さい。

原稿送り装置での紙づまり処理のしかた

A 給紙カバーを開きます。

B 原稿給紙トレイの原稿を取り除きます。
4 こんなメッセージが 表示されたら
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C 原稿送り装置を開きます。

D 原稿送り装置のツマミを矢印方向に回しながら、原稿
をゆっくり引き抜きます。

E 原稿送り装置、給紙カバーを閉じます。
こんなメッセージが 表示されたら 10-15
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F 手順 2 で取り除いた原稿をもとに戻します。

ディスプレイに「ｹﾞﾝｺｳﾄﾚｲ 
ﾆ x ﾏｲﾓﾄﾞｼﾃ ｽﾀｰﾄｷｰ ｦ 
ｵｼﾃｸﾀﾞｻｲ」と表示された場
合は、紙づまりをおこした
原稿をもとに戻してくださ
い。
6 こんなメッセージが 表示されたら
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10.4主なメッセージと処置のしかた

メッセージ 原因 処置のしかた

ﾖｳｼ ｶﾞ ﾂﾏﾘﾏｼﾀ 本機内部で紙づまりをおこしてい
ます。

表示されている箇所のカバーを開
いて紙づまりした用紙を取り除い
てください。「「ヨウシ ガ ツマリマ

シタ」が表示されたら」（p. 10-5）

（交互表示）

ﾖｺｶﾊﾞｰ X ｦ ｱｹﾃｸﾀﾞｻｲ

本機内部で紙づまり用紙の取り忘
れがあります。

表示されている箇所のカバーを開
いて再度紙づまりした用紙を取り
除いてください。「「ヨウシ ガ ツマ

リマシタ」が表示されたら」
（p. 10-5）

ｹﾞﾝｺｳ ｶﾞ ﾂﾏﾘﾏｼﾀ 原稿送り装置内部で紙づまりをお
こしています。
原稿送り装置内部で紙づまり用紙
の取り忘れがあります。

表示されている箇所のカバーを開
いて紙づまりした用紙を取り除い
てください。「「ゲンコウ ガ ツマリ

マシタ」が表示されたら」（p. 10-
14）

（交互表示）

ｷｭｳｼ ｶﾊﾞｰ ｦ ｱｹﾃｸﾀﾞｻｲ

* ﾃｻﾞｼﾄﾚｲ ﾉ ﾖｳｼ ｦ
ﾄﾘﾉｿﾞｲﾃ ｸﾀﾞｻｲ *

シングル手差しトレイに用紙が
残っています。

シングル手差しトレイから用紙を
取り除いてください。

ﾏｴｶﾊﾞｰ ｶﾞ ｱｲﾃｲﾏｽ 本機の前カバーが開いているか、
確実にセットされていません。

本機の前カバーを確実に閉じてく
ださい。

（交互表示）

ﾏｴｶﾊﾞｰ ｦ ｼﾒﾃｸﾀﾞｻｲ

ｹﾞﾝｺｳｵｻｴ ｶﾞ ｱｲﾃｲﾏｽ 原稿送り装置に原稿がセットされ
ていて原稿送り装置が開いていま
す。

原稿送り装置を確実に閉じてくだ
さい。

（交互表示）

ｹﾞﾝｺｳｵｻｴ ｦ ｼﾒﾃｸﾀﾞｻｲ

ｷｭｳｼ ｶﾊﾞｰ ｶﾞ ｱｲﾃｲﾏｽ 原稿送り装置の給紙カバーが開い
ています。

給紙カバーを確実に閉じてくださ
い。

（交互表示）

ｷｭｳｼ ｶﾊﾞｰ ｦ ｼﾒﾃｸﾀﾞｻｲ

ﾄﾅｰ ｶﾞ ﾅｸﾅﾘﾏｼﾀ トナーがなくなりました。
コピー／プリントができません。

新しいトナーボトルをセットして
ください。「トナー補給のしかた」
（p. 10-2）（交互表示）

ﾄﾅｰ ｦ ｺｳｶﾝ ｼﾃｸﾀﾞｻｲ

ﾖｳｼ ｶﾞ ｱﾘﾏｾﾝ 選択しているトレイの用紙がなく
なりました。
“#”はトレイを、“XXX”は用紙サ

イズを示します。

表示されているトレイに表示され
ているサイズの用紙をセットして
ください。（交互表示）

ﾖｳｼ ｦ ﾎｷｭｳ（#XXX）

ｹﾞﾝｺｳ ｦ ｾｯﾄ ｼﾃｸﾀﾞｻｲ 原稿送り装置を使用して行うコ
ピー機能（2in1 コピー、混載原稿

コピーなど）の開始時、原稿送り
装置に原稿がセットされていませ
ん。または、原稿送り装置が開い
ています。

原稿送り装置に原稿をセットして
ください。
原稿送り装置を確実に閉じてくだ
さい。

ｹﾞﾝｺｳ ｦ ﾄﾘﾉｿﾞｲﾃｸﾀﾞｻｲ 割り込みコピーで、ブック分割コ
ピー以外のコピーの開始時、割り
込む前のコピー原稿が原稿送り装
置に残っています。

原稿送り装置から原稿を取り除い
てください。
こんなメッセージが 表示されたら 10-17
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ﾓ / ｼｬ x1.00 1
ä[A]ü#XXX: ﾖｳｼﾅｼ

（コピー設定中）
選択しているトレイに用紙があり
ません。
“#”はトレイを、“XXX”は用紙サ

イズを示します。

表示されているトレイに表示され
ているサイズの用紙をセットする
か、【サイズ】を押して別の用紙サ
イズを選択してください。

ｻｲﾃｷ ﾖｳｼ ｶﾞ ｱﾘﾏｾﾝ • コピーの途中で、選択したトレ
イの用紙サイズが変更されまし
た。

• オート用紙選択モードでの混載
原稿コピー時、最適なサイズの
用紙がありません。
“#”はトレイを、“XXX”は用紙

サイズを示します。

表示されているサイズの用紙を
セットするか、【サイズ】を押して
別の用紙サイズを選択してくださ
い。

（交互表示）

ﾖｳｼ ｦ ﾎｷｭｳ（#XXX）

ﾖｳｼ ｦ ｾﾝﾀｸ ﾃﾞｷﾏｾﾝ オート用紙選択モードでのコピー
時、最適なサイズの用紙がありま
せん。

適切なサイズの用紙をセットする
か、【サイズ】を押して別の用紙サ
イズを選択してください。

ﾊﾞｲﾘﾂ ｦ ｾﾝﾀｸ ﾃﾞｷﾏｾﾝ オート倍率選択モードでのコピー
時、原稿サイズと用紙サイズの組
み合わせによる倍率が ×0.5 ～ ×2.0
の範囲外です。

適切なサイズの用紙をセットする
か、【,】、【+】で倍率を選択して

ください。

ﾖｳｼ ｻｲｽﾞ ｴﾗｰ トレイにセットした用紙がサイズ
エラーです。
“#”はトレイを、“XXX”は用紙サ

イズを示します。

ペーパーフィーダーユニット の場

合、セットした用紙を取り除き
「用紙のセットのしかた」（p. 3-8）
の手順にしたがって用紙をセット
してください。不定形サイズの場
合は「ラベル用紙にコピーする」
（p. 4-27）をごらんください。

手差しトレイの場合、セットした
用紙を取り除き「手差しトレイに
普通紙をセットする」（p. 4-14）の

手順にしたがって用紙をセットし
てください。不定形サイズの場合
は「手差しコピーのとりかた（シ
ングル手差しトレイ）」（p. 4-19）
をごらんください。

（交互表示）

ﾖｳｼ ｦ ｶｸﾆﾝ（#XXX）

ﾒﾓﾘ ﾌｿｸ ﾃﾞｽ スキャナで読み込んだ画像データ
がメモリオーバーをおこしていま
す。

操作パネル上のいずれかのキーを
押してください。または、メイン
スイッチを一度 OFF にして、再度

ON にしてください。（読み込んだ

データはすべて消去されます。）

（交互表示）

ﾅﾆｶ ｷｰ ｦ ｵｼﾃｸﾀﾞｻｲ

* ﾌﾟﾘﾝﾄ *
ﾒﾓﾘ ﾌｿｸ ﾃﾞｽ

PC から受信した画像データがメモ

リオーバーをおこしています。

操作パネル上のいずれかのキーを
押してください。または、メイン
スイッチを一度 OFF にして、再度

ON にしてください。（受信した画

像データはすべて消去されます。）

ﾊｲｼﾄﾚｲ ﾖｳﾘｮｳ ｵｰﾊﾞｰ オプションのセパレータを装着し
ている場合、上段排出トレイの用
紙が最大積載量に達したため、コ
ピー／プリントができません。

セパレータの上段排出トレイから
用紙を取り除いてください。

（交互表示）

ﾖｳｼ ｦ ﾄﾘﾉｿﾞｲﾃ ｸﾀﾞｻｲ

メッセージ 原因 処置のしかた
8 こんなメッセージが 表示されたら



10.4 主なメッセージと処置のしかた

10

bizhub162f_fax_UM_J.book  Page 19  Wednesday, April 27, 2005  5:53 PM
ﾊｲｼﾄﾚｲ ｲﾄﾞｳ ｴﾗｰ オプションのセパレータを装着し
ている場合、電源 ON 時・コピー

／プリント開始時に、セパレータ
の上、下段排出トレイ上で用紙が
容量オーバーをおこしています。

セパレータの上、下段排出トレイ
から用紙を取り除き、操作パネル
上のいずれかのキーを押してくだ
さい。

（交互表示）

ﾅﾆｶ ｷｰ ｦ ｵｼﾃｸﾀﾞｻｲ

ｻｰﾋﾞｽﾏﾝ ﾆ ﾚﾝﾗｸ（M1） メンテナンス時期がきました。 担当のサービス実施店へ連絡して
ください。

ｻｰﾋﾞｽﾏﾝ ﾆ ﾚﾝﾗｸ（M2） 感光体ユニットの交換時期がきま
した。

担当のサービス実施店へ連絡して
ください。

ｷｰｶｳﾝﾀ ｦ ｾｯﾄｼﾃｸﾀﾞｻｲ キーカウンタがセットされていま
ん。

キーカウンタをセットしてくださ
い。

ﾏｼﾝ ﾄﾗﾌﾞﾙ 本機内部でトラブルが発生しまし
た。

本機のメインスイッチを一度 OFF
にして、再度 ON にしてください。

それでもエラー表示される場合は、
担当のサービス実施店へ連絡して
ください。

（交互表示）

（C####）

ﾀﾞｲﾔﾙ ﾃﾞｷﾏｾﾝ
（交互表示）
ｶｲｾﾝ ｦ ｶｸﾆﾝ ｼﾃｸﾀﾞｻｲ

• 回線種別、通信回線が正しく設
定されていません。

• 回線コードが正しくセットされ
てません。

• 回線種別、通信回線を確認し、
ユーティリティモードで設定し
なおしてください。

• 回線コードを正しくセットして
ください。

* ﾂｳｼﾝ ｴﾗｰ *
(####)

• 本機内部でのトラブルなどによ
り通信ができませんでした。

• 相手先ファクスの都合により通
信ができませんでした。

通信結果を確認してください。

* ﾂｳｼﾝ ﾃﾞｷﾏｾﾝﾃﾞｼﾀ * 相手先の回線が話し中、応答なし
などの理由により、リダイヤルが
すべて失敗しました。

相手先の回線状態を確認し、再度
送信を行ってください。

* ﾒﾓﾘﾌﾞｿｸ / ｿｳｼﾝ ｷｬﾝｾﾙ * ファクス送信時、画像データがメ
モリオーバーをおこしてしまいま
した。

• メモリに保存されている受信
データを取り出してください。

• 即時送信でファクス送信してく
ださい。

* ﾒﾓﾘﾌｿｸ / ｼﾞｭｼﾝ ｷｬﾝｾﾙ * ファクス受信時、画像データがメ
モリオーバーをおこしてしまいま
した。

メモリに保存されている受信デー
タを取り出してください。

* ｼﾞｭﾜｷ ｶﾞ ｱｶﾞｯﾃｲﾏｽ * 接続している電話機の受話器があ
がっています。

接続している電話機の受話器を置
いてください。

ﾓ / ｼｬ × 1.00       1
ä[A]ü #XXX: ﾌｧｸｽｴﾗｰ

コピーモードでの操作中にファク
スエラーがおきました。

【ファクス】を押して、エラーの状
態を確認し、適切な処置を行って
ください。

ﾓ / ｼｬ  × 1.00           1
ä[A]ü #XXX: ﾂｳｼﾝｴﾗｰ

コピーモードでの操作中にファク
ス送信エラーがおきました。

【ファクス】を押して、エラーの状
態を確認し、適切な処置を行って
ください。

メッセージ 原因 処置のしかた
こんなメッセージが 表示されたら 10-19
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* ｼﾊﾞﾗｸ ｵﾏﾁｸﾀﾞｻｲ !*
PC ｾﾂｿﾞｸ ﾁｭｳ

LSD、RSD、または PageScope 
Web Connection の管理者モードに

本機がアクセス中です。

• PageScope Web Connection か

らログアウトしてください。
• LSD を切断してください。

• 600 秒間何も操作が行われない

と、基本画面に戻ります。
• RSD 通信はサービス技術者が行

いますので、サービス技術者に
お尋ねください。

メッセージ 原因 処置のしかた
0 こんなメッセージが 表示されたら
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11.1こんなコピーが出てきたら

コピーの状態 おもな原因 処置のしかた

コピーがうすい / 色がうすい コピー濃度の設定が、“ウスイ”
になっていませんか？

コピー濃度調整キー（コイ ）
を使って、お好みのコピー濃度
でコピーしてください。（p. 4-
45）

用紙が湿気をおびていません
か？

用紙を新しいものに交換してく
ださい。（p. 3-8）

コピーがこい / 色がこい コピー濃度の設定が、“コイ”に
なっていませんか？

コピー濃度調整キー（ウスイ
）を使って、お好みのコピー

濃度でコピーしてください。
（p. 4-45）

原稿が原稿ガラスから浮き上
がっていませんか？

原稿が原稿ガラスに密着するよ
うにセットしてください。（p. 3-
15）

コピーがにじむまたはボケる 用紙が湿気をおびていません
か？

用紙を新しいものに交換してく
ださい。（p. 3-8）

原稿が原稿ガラスから浮き上
がっていませんか？

原稿が原稿ガラスに密着するよ
うにセットしてください。（p. 3-
15）

コピーにスジが現れる

コピーの全体が汚れる

原稿ガラスが汚れていません
か？

原稿ガラスを柔らかな布で空拭
きしてください。（p. 12-6）

原稿押さえパッドが汚れていま
せんか？

柔らかな布に中性洗剤をつけ、
原稿押さえパッドを清掃してく
ださい。（p. 12-6）

第 2 原図、OHP フィルムなどの

透明度の高い原稿を使っていま
せんか？

原稿の上に白紙を重ねてコピー
してください。（p. 3-16）

両面原稿を使っていませんか？ うすい紙の両面原稿だと、裏面
の原稿内容が透けて、おもての
原稿に写ってしまうことがあり
ます。コピー濃度調整キー（ウ
スイ ）を使ってコピーの下地
レベルをうすくしてください。
（p. 4-45）

感光体ユニットの寿命です。 サービス実施店へご連絡くださ
い。
故障かな？と思ったら
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コピーの周りが汚れる 原稿押さえパッドが汚れていま
せんか？

柔らかな布に中性洗剤をつけ、
原稿押さえパッドを清掃してく
ださい。（p. 12-6）

原稿サイズより大きな用紙を選
択していませんか？
（等倍 ×1.00 コピー時）

原稿と同じサイズの用紙を選択
してください。（p. 4-9）
もしくは、オート倍率モードを
使い、用紙に合わせたコピー倍
率で、拡大コピーをしてくださ
い。（p. 4-40）

原稿サイズと用紙の向きが違っ
ていませんか？
（等倍 ×1.00 コピー時）

原稿と同じサイズの用紙を選択
してください。もしくは、原稿
と同じ向きに用紙をセットしな
おしてください。

用紙サイズにあった縮小コピー
倍率が選択されていますか？
（マニュアル縮小コピー時）

用紙サイズにあったコピー倍率
を選択してください。（p. 4-41）
もしくは、オート倍率選択モー
ドを使い、用紙に合わせたコ
ピー倍率で、縮小コピーをして
ください。（p. 4-40）

コピーの画像が傾いている。 原稿が正しくセットされていま
すか？

原稿を原稿スケールに、正しく
セットしてください。（p. 3-15）
原稿を原稿送り装置にセットし、
原稿セットガイドを原稿サイズ
に正しくあわせてください。
（p. 3-14）

原稿送り装置に適した原稿が
セットされていますか？

原稿送り装置を開き、原稿を原
稿スケールに正しくセットして
ください。（p. 3-15）

用紙ガイド板がきちんと用紙に
合わせてありますか？

用紙端面にきちんと用紙ガイド
板を合わせてください。

カールの大きい用紙がトレイに
セットされていませんか？

用紙のカールを手でなおしてト
レイにセットしなおしてくださ
い。

コピーの状態 おもな原因 処置のしかた
故障かな？と思ったら 11-3
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11.2コピー機が動作しない

コピー機の状態 おもな原因 処置のしかた

操作パネルに何も表示さ
れない。

【スタート】だけがグリーン点灯し
ていますか？

低電力（スリープ）モードが設定
されています。
操作パネル上のいずれかのキーを
押して低電力モードを解除してく
ださい。（p. 2-20）

オートパワーオフモードがはたらい
ていませんか ?

メインスイッチを ON にしなおし

てください。（p. 2-19）

【スタート】がグリーン
色に点灯しない。

ID（部門）番号を入力しましたか？ “ID（部門）番号の入力のしかた”

の手順にしたがって番号を入力し
てください。（p. 5-19）

【スタート】を押しても
コピーできない。

操作パネル上の［エラー］ランプが
点灯していませんか？

ディスプレイを見て、表示ごとの
処置のしかたにしたがって対処し
てください。

メインスイッチを ON にした直後で

コピー機が準備中です。

メインスイッチを ON にしてから

コピーできるまでに約 30 秒かかり

ます。
しばらくお待ちください。

コピーモードが設定でき
ない。

【割込み】が点灯していませんか？ 割り込みコピーモードが設定され
ています。【割込み】を押し、モー
ドを解除してください。（p. 4-48）

本機の電源が入らない。 電源コードが、コンセントから抜け
ていませんか？

電源コードのプラグを差し込みな
おしてください。

本機を設置してある場所のブレー
カーが OFF になっていませんか？

ブレーカーを ON にしてください。
故障かな？と思ったら
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11.3ファクスがうまく動作しない

うまく送信できない

ファクスの状態 おもな原因 処置のしかた

原稿が読み込まれない。 原稿が厚すぎませんか？ 原稿を原稿ガラスにセットして送
信してください。（p. 6-6）

原稿が薄すぎる、小さすぎません
か？

原稿を原稿ガラスにセットして送
信してください。（p. 6-6）

原稿ガラスが汚れていませんか？ 原稿ガラスを柔らかな布でから拭
きしてください。

原稿が斜めに読み込まれ
る。

原稿セットガイドが原稿の幅に合っ
ていますか？

原稿セットガイドを原稿の幅に合
わせてください。（p. 6-4）

相手先で受信した画像が
不鮮明な場合。

原稿が正しくセットされています
か？

原稿を正しくセットしてください。
（p. 6-4）

原稿ガラスが汚れていませんか？ 原稿ガラスを柔らかな布でから拭
きしてください。

原稿の文字が薄くありませんか？ 読み取り濃度を設定してください。
（p. 9-45）

回線状態か、相手先ファクスに問題
がありませんか？

本機でコピーをとって確認してく
ださい。コピーの画像が鮮明な場
合は、もう一度送信しなおしてく
ださい。

相手先で受信した画像が
白紙になる。

原稿の送信したい面を下にして原稿
をセットしていませんか？（原稿送
り装置使用時）

原稿の送信したい面を上にして原
稿をセットし、もう一度送信しな
おしてください。（p. 6-4）

自動送信できない。 番号が間違っていませんか？ 番号を確認してください。

電話専用の番号にかけていません
か？

番号を確認してください。

相手先に原因がありませんか？（用
紙切れ、自動受信できない設定に
なっている、電源が入っていない
等）

相手先に確認してください。
故障かな？と思ったら 11-5
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うまく受信できない

ファクスの状態 おもな原因 処置のしかた

受信した画像が鮮明でな
い。

指定の用紙を使用していますか？ 指定の用紙を使用してください。

用紙が湿気をおびていませんか？ 用紙を新しいものに交換してくだ
さい。

トナーはありますか？ 新しいトナーボトルをセットして
ください。

回線状態か、相手先のファクスに問
題がありませんか？

本機でコピーをとって確認してく
ださい。コピーの画像が鮮明なと
きは、相手先にもう一度送信しな
おしてもらってください。

受信した用紙が白紙にな
る。

トナーはありますか？ 新しいトナーボトルをセットして
ください。

相手先が原稿を裏表逆にセットして
いませんか？

相手先に確認してください。

自動着信されない。 手動受信に設定されていませんか？ 自動着信に設定してください。
（p. 9-59）

メモリがいっぱいになっていません
か？

用紙がなくなっているときは用紙
を補給し、メモリに蓄積されてい
る文書をプリントしてください。

メッセージが表示されていません
か？

表示にしたがい、メッセージを解
除してください。

受信した用紙に黒いスジ
が入る。

回線状態か、相手先のファクスに問
題がありませんか？

本機でコピーをとって確認してく
ださい。コピーの画像が鮮明なと
きは、相手先にもう一度送信しな
おしてもらってください。
故障かな？と思ったら
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うまく電話できない

ファクスの状態 おもな原因 処置のしかた

外付け電話機から何も聞
こえない。

電話機のコードが本機に接続されて
いますか？

電話機のコードを本機に接続して
ください。

回線コードが本機に接続されていま
すか？

回線コードを本機に接続してくだ
さい。

通信中のとき。 通信が終了してから、もう一度確
認してください。

ダイヤルしても呼び出し
音が聞こえない。

回線種別が正しく設定されています
か？

回線種別を正しく設定しなおして
ください。（p. 3-29）

オンフックダイヤルのと
きに相手の声が聞きとり
にくい。

モニタ音量が小さくなっていません
か？

モニタ音量を大きくしてください。
（p. 9-67）

電話の呼び出しベル音が
小さい（大きい）。

外付け電話機の呼び出し音量が小さ
く（大きく）なっていませんか？

外付け電話機の呼び出し音量を調
整してください。
故障かな？と思ったら 11-7
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故障かな？と思ったら
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12.1おもな仕様

本機　bizhub 162f

仕様

形式 デスクトップ

原稿台方式 固定式

感光体 OPC

複写方式 乾式レーザー電子写真方式

現像方式 HMT 方式

定着方式 ヒートローラ定着方式

解像度 600 dpi × 600 dpi

複写原稿 種類：シート、ブック、立体物
サイズ：最大 A3 w、Ledger w（11 × 17 w）重量：3 kg

複写紙種類 普通紙（60 g/m2 ～ 90 g/m2）、再生紙（60 g/m2 ～ 90 g/m2）

特殊紙：厚紙（91 g/m2 ～ 157 g/m2）、OHP フィルム、官製はがき、ラベ

ル用紙、封筒
※特殊紙は第 1 トレイ、手差しトレイのみ使用可

複写紙サイズ ＜第 1 トレイ＞

メトリック系：
A3 w、B4 w、A4 w/v、B5 w/v、A5 w/v
インチ系：
Ledger w（11 × 17 w）、11 × 14 w、

Legal w（8-1/2 × 14 w）、Letter w/v（8-1/2 × 11 w/v）、
Invoice w/v（5-1/2 × 8-1/2 w/v）
＜手差しトレイ＞
幅： 90 mm ～ 297 mm、長さ： 140 mm ～ 432 mm

用紙積載量 ＜第 1 トレイ＞

普通紙、再生紙：250 枚

特殊紙（厚紙、OHP フィルム、官製はがき、ラベル用紙）：20 枚

封筒：10 枚

＜手差しトレイ＞
普通紙、再生紙、特殊紙：1 枚

ウォームアップタイム 30 秒以下（室温 23 ℃）

ファーストコピータイム 7 秒以下（原稿ガラス、第 1 トレイ使用時）

11 秒以下（DF-502、第 1 トレイ使用時）

複写速度（毎分） 7 枚（A3 w）

13 枚（A4 w）

16 枚（A4 v）
18 枚（B5 v）

複写倍率 等倍： ×1.00
拡大： ×1.22、×1.41、×2.00、×4.00
縮小： ×0.81、×0.70、×0.50、×0.25
ズーム： ×0.25 ～ ×4.00（0.01 ステップ）

連続複写枚数 1 ～ 99 枚

濃度調整 オート濃度、マニュアル濃度
その他
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ファクス仕様

* A4 サイズ 700 字程度の原稿を標準的画質（8 dot/mm × 3.85 line/mm）で高速モード
（33.6 kbps）で送信したときの速さです。これは、画像情報のみの電送時間で通信の制御
時間は含まれていません。なお、実際の通信時間は原稿の内容、相手機種、回線の状態に
より異なります。

** 原稿送り装置での即時送信のみサポートします。

画像欠損 先端 4 mm、後端 4 mm、奥側 4 mm、手前側 4 mm

電源 100 V、10.0 A、50/60 Hz 共用

最大消費電力 1000 W 以下

大きさ 幅 599 mm × 奥行 620 mm × 高さ 487 mm

質量 38 kg

標準メモリ コピー側：32 MB（最大 96 MB まで増設可能）

直流抵抗値 290 Ω（データターミナル 204 Ω）

メモリバックアップ用電
池

ニッケル水素電池（電圧 4.8 V、容量 280 mAh）

仕様

電送モード G3

適用回線 一般加入電話回線、NCC 各回線

結合方式 直接結合（モジュラージャック使用）

伝送速度 33.6 / 31.2 / 28.8 / 26.4 / 24.0 / 21.6 / 19.2 / 16.8 / 14.4 / 12.0 / 9.6 / 7.2 / 4.8 
/ 2.4 kbps（自動切替え）

電送時間 3 秒 *

走査線密度 8 dot/mm × 3.85/7.7/15.4 line/mm、

16 dot/mm × 15.4 line/mm**

原稿サイズ 最大 A3 w　長尺原稿（最大 1000 mm）可

記録紙サイズ A3 w、B4 w、A4 w/v、B5 v、A5 v

メモリ読み込み可能枚数 標準（5 MB）時：280 枚

メモリ増設（64 MB）時：1024 枚

※ A4 標準原稿の場合

帯域圧縮方式 MH / MR / MMR / JBIG

仕様
その他 12-3
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自動原稿送り装置　DF-502

ペーパーフィーダーユニット　PF-502

セパレータ　JS-503

仕様

原稿通紙モード 標準モード：片面原稿
混載原稿モード：片面原稿

原稿種類 標準モード：普通紙　（50 g/m2 ～ 110 g/m2）

混載原稿モード：普通紙　（60 g/m2 ～ 90 g/m2）

原稿サイズ 標準モード：A3 w、B4 w、A4 w/v、B5 w/v、A5 w/v
混載原稿モード：A3 wと A4 v、B4 wと B5 v の混載

原稿積載量 最大 50 枚（80 g/m2）

最大消費電力 36 W 以下

大きさ 幅 598 mm × 奥行 483 mm × 高さ 102 mm

質量 6.3 kg

仕様

用紙種類 普通紙（60 g/m2 ～ 90 g/m2）、再生紙（60 g/m2 ～ 90 g/m2）

用紙サイズ メトリック系：
A3 w、B4 w、A4 w/v、B5 w/v、A5 v
インチ系：
Ledger w（11 × 17 w）、11 × 14 w、

Legal w（8-1/2 × 14 w）、Letter w/v（8-1/2 × 11 w/v）、
Invoice v（5-1/2 × 8-1/2 v）

収容枚数 250 枚

最大消費電力 9 W 以下

大きさ 幅 590 mm × 奥行 558 mm × 高さ 108 mm

質量 5.5 kg

仕様

用紙種類 普通紙（60 g/m2 ～ 90 g/m2）、再生紙

特殊紙：厚紙（91 g/m2 ～ 157 g/m2）、OHP フィルム、官製はがき、ラベ

ル用紙、封筒

用紙積載量 ＜上段トレイ＞
普通紙、再生紙：A4 100 枚、A4 以外 50 枚（高さ 22 mm まで）

特殊紙：10 枚

＜下段トレイ＞
普通紙、再生紙：A4 150 枚、A4 以外 75 枚

特殊紙：20 枚

最大消費電力 24 W 以下
その他
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マルチ手差し給紙ユニット　MB-501

仕様

用紙種類 普通紙（60 g/m2 ～ 90 g/m2）、再生紙（60 g/m2 ～ 90 g/m2）

特殊紙：厚紙（91 g/m2 ～ 157 g/m2）、OHP フィルム、官製はがき、ラベ

ル用紙、封筒

用紙サイズ A3 w、B4 w、A4 w/v、B5 w/v、A5 w/v
（幅： 90 mm ～ 297 mm、長さ： 140 mm ～ 432 mm）

収容枚数 普通紙、再生紙：100 枚

特殊紙（厚紙、OHP フィルム、官製はがき、ラベル用紙）：20 枚

封筒：10 枚

最大消費電力 9 W 以下

大きさ 幅（最大）439 mm × 奥行 435 mm × 高さ 137 mm

質量 3.1 kg
その他 12-5
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12.2日常のお手入れ

ここでは各部の清掃のしかたについて説明します。

清掃時は必ず本機のメインスイッチを OFF にしてください。

外装カバー

柔らかな布に家庭用中性洗剤をつけ、外装カバーの表面の汚れを拭き取ります。

原稿ガラス

柔らかな布で原稿ガラス表面をから拭きし、汚れを拭き取ります。

原稿押さえパッド

柔らかな布にアルコールを付け、原稿押さえパッド表面の汚れを拭き取ります。
その他
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操作パネル

柔らかな布で操作パネルの表面をから拭きし、汚れを拭き取ります。

操作キーを傷める恐れがあるため、家庭用中性洗剤、ガラスクリーナーなどは使用しないでください。
その他 12-7
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12.3おもな機能の組み合わせ一覧表

おもな機能の組み合わせ一覧表

機能の組み合わせ条件

2 ：機能を組み合わせることができます。

× ：同時設定できません。先設定モードは解除されます。

－ ：同時設定できません。後設定モードは受け付けません。

＼ ：機能を組み合わせることはできません。

(1)：自動用紙選択は機能しません。

(2)：ブック分割とソート、グループは同時設定できます。
仕上りの設定に関わらず出力結果は同じです。
その他
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12.4コピー用紙サイズとコピー倍率一覧表

コピー用紙サイズ

名称（センチサイズ） 大きさ（センチ） 大きさ（インチ）

A3 297 mm × 420 mm 11-3/4 × 16-1/2

A4 210 mm × 297 mm 8-1/4 × 11-3/4

A5 148 mm × 210 mm 5-3/4 × 8-1/4

A6 105 mm × 148 mm 4-1/4 × 5-3/4

B4 257 mm × 364 mm 10 × 14-1/4

B5 182 mm × 257 mm 7-1/4 × 10

B6 128 mm × 182 mm 5 × 7-1/4

はがき　POSTCARD 100 mm × 148 mm 4 × 5-3/4

名称（インチサイズ） 大きさ（インチ） 大きさ（センチ）

LEDGER 11 × 17 279 mm × 432 mm

11 × 14 11 × 14 279 mm × 356 mm

COMPUTER 10-1/8 × 14 257 mm × 356 mm

10 × 14 10 × 14 254 mm × 356 mm

9-1/4 × 14 9-1/4 × 14 236 mm × 356 mm

LEGAL 8-1/2 × 14 216 mm × 356 mm

FOOL SCAP GOVERNMENT 
LEGAL

8-1/2 × 13 216 mm × 330 mm

FOOL SCAP 8 × 13 203 mm × 330 mm

FOOL SCAP 8-2/3 × 13 220 mm × 330 mm

FOOL SCAP FOLIO 8-1/4 × 13 210 mm × 330 mm

8-1/4 × 11-3/4 8-1/4 × 11-3/4 210 mm × 301 mm

LETTER 8-1/2 × 11 216 mm × 279 mm

GOVERNMENT 
LETTER

8 × 10-1/2 203 mm × 267 mm

QUARTO 8 × 10 203 mm × 254 mm

STATEMENT INVOICE 5-1/2 × 8-1/2 140 mm × 216 mm
その他 12-9
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コピー倍率

センチサイズ

原稿サイズ コピー用紙 コピー倍率

A3
297 mm × 420 mm
11-3/4 × 16-1/2

A4 × 0.70

A5 × 0.50

B4 × 0.86

B5 × 0.61

A4
210 mm × 297 mm
8-1/4 × 11-3/4

A5 × 0.70

A6 × 0.50

B5 × 0.86

B6 × 0.61

A3 × 1.41

B4 × 1.22

A5
148 mm × 210 mm
5-3/4 × 8-1/4

A6 × 0.70

B6 × 0.86

A4 × 1.41

A3 × 2.00

B4 × 1.73

B5 × 1.22

A6
105 mm × 148 mm
4-1/4 × 5-3/4

A4 × 2.00

A5 × 1.41

B5 × 1.73

B6 × 1.22

B4
257 mm × 364 mm
10 × 14-1/4

A4 × 0.81

A5 × 0.57

B5 × 0.70

B6 × 0.50

A3 × 1.15

B5
182 mm × 257 mm
7-1/4 × 10

A5 × 0.81

A6 × 0.57

B6 × 0.70

A3 × 1.63

A4 × 1.15

B4 × 1.41

B6
128 mm × 182 mm
5 × 7-1/4

A6 × 0.81

A4 × 1.64

A5 × 1.15

B4 × 2.00

B5 × 1.41
0 その他
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コピー倍率＝コピー用紙サイズ÷原稿サイズ

1 inch = 25.4 mm

1 mm = 0.0394 inch

インチサイズ

原稿サイズ コピー用紙 コピー倍率

11 × 17
279.4 mm × 431.8 mm

11 × 14 × 0.82

Legal × 0.77

Foolscap × 0.75

Letter × 0.64

Invoice × 0.50

11 × 15
279.4 mm × 381 mm

11 × 14 × 0.93

Legal × 0.77

Foolscap × 0.75

Letter × 0.73

Invoice × 0.50

11 × 14
279.4 mm × 355.6 mm

Legal × 0.77

Foolscap × 0.77

Letter × 0.77

Invoice × 0.50

Legal
8-1/2 × 14
215.9 mm × 355.6 mm

Foolscap × 0.92

Letter × 0.78

Invoice × 0.60

11 × 17 × 1.21

Foolscap
8-1/2 × 13
215.9 mm × 330.2 mm

Letter × 0.84

Invoice × 0.65

11 × 17 × 1.30

11 × 14 × 1.07

Letter
8-1/2 × 11
215.9 mm × 279.4 mm

Invoice × 0.64

11 × 17 × 1.29

11 × 14 × 1.27

Invoice
5-1/2 × 8-1/2
139.7 mm × 215.9 mm

11 × 17 × 2.00

11 × 14 × 1.64

Legal × 1.54

Foolscap × 1.50

Letter × 1.29
その他 12-11
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12.5消耗品について

本機を維持するには以下のような消耗品が必要です。

コピー品質を最良に保つため、指定の消耗品の使用をおすすめいたします。

また、これらの消耗品の購入、問い合わせにつきましては、販売各社一覧表をご覧いただき
最寄りの販売店にご連絡ください。

コピー用紙

普通紙の他に、再生紙、OHP フィルムなどがあります。

包みから取り出したコピー用紙は湿気を避けるためポリ袋に入れ、冷暗所にて保管してください。

トナーボトル

トナーとは、文字や線を記録する黒い粉末です。

• 本機専用のトナー／トナーボトルを使用してください。
• 使用済みのトナーボトルはサービス実施店で回収しますので、捨てずに保管しておいてください。
2 その他
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12.6保守サービスについて

本機には以下の保守サービスシステムがあります。

コピーキットシステム

本機専用のコピーキットをご購入いただきますと、弊社が機械の性能を維持する為の
保守サービスをご提供し、感光体、現像剤をお貸しするシステムです。専門のサービ
ス技術者を派遣し、点検、整備および交換を行います。

スポットシステム

機械の保守サービスと、感光体、現像剤、トナー、部品その他関連商品の供給をお客
様のご要請の都度、有料でお引き受けするシステムです。

尚、保守サービスの為に必要な補修用性能部品（機械の性能を維持するために必要な部品）
の最低保有期間は複写機の製造中止後 7 年間です。
その他 12-13
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12.7 PageScope Web Connection について

PageScope Web Connection とは？

PageScope Web Connection は、ネットワークインターフェー
スカードに内蔵されている HTTP サーバが提供する、デバイス
管理用のユーティリティ・プログラムです。このユーティリ
ティは、Web ブラウザを通して、本体とネットワークカードを
遠隔管理するために使用します。

※オプションのイメージコントローラ IC-205、拡張メモリ EM-
101、拡張メモリ EM-102、セパレータ JS-503 装着時の画面で
す。

PageScope Web Connection を使って、例えば、次のようなこ
とができます。

設定の変更

ネットワーク設定の変更

ファクス設定の変更

HTTP サーバ

アクセス
4 おつかいになるまえに
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本機の状態の遠隔監視

本機のトレイの状態、消耗品の情報、プリントのトータルカウ
ントなどを確認できます。

プリント中、プリント待機状態など、ジョブの状況確認ができ
ます。（管理者モードにログインすれば、ジョブを削除すること
ができます。）

動作環境

PageScope Web Connection は以下の環境で使用できます。

アクセスのしかた

PageScope Web Connection へは、Web ブラウザを使用して直
接アクセスします。

A お使いの Web ブラウザを起動します。

B アドレス欄に本機の IP アドレスを入力し、［Enter］
キーを押します。
http:// ＜本機の IP アドレス＞ /

（例）本機の IP アドレスが 192.168.0.100 の場合は、

以下のように入力します。
http://192.168.0.100/

PageScope Web 
Connection は、インター

ネットの Web ページと同様

に操作します。画面内のリ
ンクをクリックしてリンク
先へジャンプしたり、［戻
る］または［進む］ボタン
をクリックして表示を前後
に進めたりすることができ
ます。

C PageScope Web Connection の画面が表示されます。

OS Windows 95 (OSR 2.5)、Windows 98、Windows 
98 SE、Windows Me、Windows NT 4.0、
Windows 2000、Windows XP

Web ブラウザ Microsoft Internet Explorer 4.0 以降

Netscape Navigator 4 以降

ひとこと

PageScope Web 
Connection を使用するに

は、事前に本体操作パネル
で IP アドレスを設定してお

く必要があります。
おつかいになるまえに 12-15
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画面の説明

PageScope Web Connection にアクセスすると、以下の画面が
表示されます。

※オプションのイメージコントローラ IC-205、拡張メモリ EM-
101、拡張メモリ EM-102、セパレータ JS-503 装着時の画面で
す。

ひとこと

本書に掲載されている画面
イメージは、実際のものと
異なる場合があります。ま
た、画面は予告なく変更す
ることがありますのでご了
承ください。

No. 名称 説明

1 ロゴ クリックすると、メーカーの Web
サイトにジャンプします。

2 ロゴ クリックすると、PageScope ソフ

トウェアの Web サイトにジャンプ

します。

3 ステータス表示 本機の現在の状況が表示されます。

4 管理者用パスワー
ド

パスワードを入力すると管理者
モードにログインできます。

5 タブ 各種設定のカテゴリを選択します。

6 メニュー 設定項目または表示する情報を選
択します。

7 情報・設定の表示 メニューで選択している項目の内
容が表示されます。

46

3 5

7

21
6 おつかいになるまえに
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管理者モードへのログインのしかた

PageScope Web Connection では、管理者でないと変更できな
い設定があります。それらの設定項目は、管理者モードにログ
インしたときのみ表示されます。

A 画面の左側にある「パスワード」ボックスに、管理者
用パスワードを入力します。

B ［ログイン］ボタンをクリックして、管理者モードにロ
グインします。

※オプションのイメージコントローラ IC-205、拡張メモリ EM-
101、拡張メモリ EM-102、セパレータ JS-503 装着時の画面で
す。

ひとこと

何も操作を行わない状態で
10 分間経過すると、
PageScope Web 
Connection では自動的にロ

グアウトします。

C ログアウトするときは、［ログアウト］ボタンをクリッ
クします。

管理者モードで PageScope 
Web Connection にログイン

しているときは、本体を使
用できません。

管理者モードへのログイン
パスワードの初期値は
「sysadm」です。

管理者用パスワードは、管
理者モードで必ず変更して
おいてください。
おつかいになるまえに 12-17
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12.8 LSD について

LSD とは

LSD とは Local Setup for Diagnostic のことで、このソフトをイ
ンストールした PC を本機に接続すると、PC から本機の設定を
変更したり、カウンタの確認やマシンの状態を確認したりする
ことができます。

LSD を使って、以下のようなことができます。

本機のワンタッチダイヤル、短縮ダイヤル、グループの

登録内容を PC に保存

本機のワンタッチダイヤル、短縮ダイヤル、グループの

登録内容を変更

本機のユーティリティメニューの設定

トータルカウンタの確認

コンフィギュレーションページの確認

LSD の動作環境

LSD を PC にインストールするには以下の環境が必要です。

接続に使用するインターフェイス

USB インターフェース、USB ケーブル

ひとこと

USB ケーブルは A タイプ

（4 ピンオス）-B タイプ（4
ピンオス）のものを使用し
てください。USB ケーブル

は 3 m 以下をおすすめいた

します。

オペレーティン
グシステム

Windows 98 Second Edition 、Windows 
Me、Windows 2000、Windows XP

CPU Pentium ll 以上

メモリ OS が推奨するメモリ容量

OS および使用するアプリケーションにお
いて、メモリリソースが十分であること。

ハードディスク
空き容量

100 MB 以上

Web ブラウザ Internet Explorer Ver 5.0 以降
8 おつかいになるまえに
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セットアップの流れ

LSD を使用する前に本機とパソコンを接続し、LSD を PC へイ
ンストールする必要があります。

A 本機とパソコンを接続します。

インストール手順について
は、プリンタドライバ、
TWAIN ドライバのマニュア

ルをごらんください。

B 本機同梱の TWAIN ドライバ、プリンタドライバをイン
ストールします。

インストール手順について
は、「LSD のインストール」

（p. 12-20）をごらんくださ

い。

C パソコンに LSD をインストールします。
おつかいになるまえに 12-19
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LSD のインストール

A LSD\Setup.exe をダブルクリックします。

B インストーラが起動します。

C ［次へ］をクリックし、画面のメッセージにしたがって
操作します。

D LSD のインストール終了メッセージが表示されたら
［完了］をクリックします。

LSD のインストールが完了しました。
0 おつかいになるまえに
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LSD を起動する

A ［スタート］–［プログラム］–［162f LSD］をクリッ
クします。

LSD 画面が表示されます。
おつかいになるまえに 12-21
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LSD 画面について

No. 名称 説明

1 接続アイコン LSD と本機を接続します。

2 切断アイコン LSD と本機の接続を切断します。

3 アップロードアイ
コン

設定ファイルを本機に送信します。

4 ダウンロードアイ
コン

本機の設定を PC に送信します。

5 開くアイコン 設定ファイルを開きます。

6 上書き保存アイコ
ン

設定ファイルを上書きします。

7 ユーティリティ設
定アイコン

ユーティリティ設定画面を表示し
ます。

8 本機アイコン 本機アイコン をクリックする
と、本機のワンタッチダイヤル、
短縮ダイヤル、グループを表示し
ます。

1 2 3 4 5 6 7
8

2 おつかいになるまえに
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本機と接続する

A をクリックします。

LSD と本機が接続されると「接続状態：オンライン」と表示さ
れます。

本機から登録内容をダウンロードする

ひとこと

「マシン」メニュー –「ダウ

ンロード」をクリックして
もダウンロードできます。

A をクリックします。

ワンタッチダイヤルに登録する

A 本機アイコン をクリックし、ワンタッチダイヤル
をクリックします。

ワンタッチダイヤルには、
27 の宛先を登録できます。

B 表示されたリストから登録したい番号をダブルクリッ
クします。

ひとこと

「マシン」メニュー –「接続」

をクリックしても接続でき
ます。

LSD で操作しているとき

は、本機操作パネルから操
作できません。
おつかいになるまえに 12-23
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C ワンタッチダイヤル登録画面で、必要な項目を入力し
ます。

D ［OK］をクリックします。

ワンタッチダイヤルの登録が完了しました。

入力できる文字は半角カタ
カナ、半角数字、半角アル
ファベットのみです。
4 おつかいになるまえに
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ワンタッチダイヤルを編集する

登録内容を編集するときに、
「編集」メニューから「切り
取り」、「コピー」、「貼り付
け」、「削除」を選択できま
す。

A 本機アイコン をクリックし、ワンタッチダイヤル
をクリックします。

すでに登録されているワンタッチダイヤルを選択

し、設定内容を変更できます。
おつかいになるまえに 12-25
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短縮ダイヤルに登録する

A 本機アイコン をクリックし、短縮ダイヤルをク
リックします。

短縮ダイヤルには、200 の

宛先を登録できます。

B 表示されたリストから登録したい番号をダブルクリッ
クします。

入力できる文字は半角カタ
カナ、半角数字、半角アル
ファベットのみです。

C 短縮ダイヤル登録画面で、必要な項目を入力します。
6 おつかいになるまえに
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D ［OK］をクリックします。

短縮ダイヤルの登録が完了しました。
おつかいになるまえに 12-27
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短縮ダイヤルを編集する

登録内容を編集するときに、
「編集」メニューから「切り
取り」、「コピー」、「貼り付
け」、「削除」を選択できま
す。

A 本機アイコン をクリックし、短縮ダイヤルをク
リックします。

すでに登録されている短縮ダイヤルを選択し、設定

内容を変更できます。
8 おつかいになるまえに
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グループに登録する

ひとこと

ワンタッチダイヤルや短縮
ダイヤルを登録してから、
グループ登録を行ってくだ
さい。

A 本機アイコン をクリックし、グループをクリック
します。

グループには、27 の宛先を

登録できます。

B 表示されたリストから登録したい番号をダブルクリッ
クします。

C グループ登録画面で、グループに登録する番号を選択
し をクリックします。

D グループ名を入力します。

E ［OK］をクリックします。

グループの登録が完了しました。
おつかいになるまえに 12-29
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グループを編集する

A グループリストを表示し、編集したいグループ番号を
選択します。

すでに登録されているグループを選択し、設定内容

を変更できます。

ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤル、グルー

プのリストを印刷する

A 「ファイル」メニュー –「印刷」をクリックします。

以下の画面が表示されます。

B プリントしたい項目にチェックをいれ、［OK］をク
リックします。
0 おつかいになるまえに
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設定内容を PC に保存する

ひとこと

「ファイル」メニュー –「上

書き保存」をクリックして
も保存できます。

A をクリックします。

B 保存先を指定し、ファイル名を入力します。

C ［保存］をクリックします。

設定内容を本機に保存する

ひとこと

「マシン」メニューの「アッ
プロード」をクリックして
も本機にデータを保存でき
ます。

A をクリックし、本機に設定内容を送信します。
おつかいになるまえに 12-31
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ユーティリティの設定をする

本機操作パネルで設定するユーティリティメニューを LSD の
ユーティリティ設定画面から設定できます。

ひとこと

「マシン」メニュー－「ユー
ティリティ設定」をクリッ
クしても表示できます。

A をクリックします。

ユーティリティ設定画面が表示されます。

LSD から設定できる項目は以下のとおりです。

ひとこと

LSD で操作しているとき

は、本機操作パネルから操
作できません。

説明 項目

マシン設定 オートクリア

オートパワーオフ

画質（ADF）

ブザー音量

初期モード

画質（ブック）

スリープ

プリント濃度

LCD コントラスト

言語選択

給紙口設定 インチ / メトリック設定

用紙属性

1 段目トレイ用紙
2 おつかいになるまえに
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コピー設定（1） 優先用紙

優先濃度

濃度レベル（A）

濃度レベル（M）

綴じ代設定

小サイズ原稿

ブック綴じ位置

イレース設定

コピー設定（2） 優先原稿混載

優先 APS/AMS

優先ソート

4in1 ページ順

交互排紙

送信設定 読み取り濃度

画質

優先送信モード

ヘッダー

受信設定 メモリ受信モード

縮小プリント

受信プリントモード

受信モード

転送モード

呼び出し回数

トレイ設定

フッター

クローズドネットワーク

通信 / レポート 通信設定

レポート設定

メール設定（1） 送信者名

メールアドレス

SMTP サーバアドレス

SMTP ポート番号

SMTP タイムアウト

初期タイトル

メールモード

テキスト挿入

説明 項目
おつかいになるまえに 12-33
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メール設定（2） POP3 サーバアドレス

POP3 アカウント

POP3 パスワード

POP3 ポート番号

POP3 タイムアウト

自動受信

転送アドレス

ヘッダープリント

ネットワーク設定 IP アドレス自動設定

IP アドレス指定

DNS 設定

ゲートウェイ送信

管理者 管理者モード

オートパワーオフ

部門管理

リモートモニタ

スキャナ設定 画質

フォーマット

符号化方式

説明 項目
4 おつかいになるまえに
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トータルカウンタを確認する

A 「マシン」メニュー –「トータルカウンタ」をクリック
します。

トータルカウンタが表示されます。

コンフィギュレーションページを確認する

A 「マシン」メニュー –「コンフィギュレーション」をク
リックします。

マシン設定リストが表示されます。
おつかいになるまえに 12-35
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LSD のアンインストール

A ［スタート］–［プログラム］–［162f LSD］–
［Uninstall］をクリックします。

B 表示される画面のメッセージにしたがって操作します。

C 以下の画面が表示されたら、アンインストールの完了
です。
6 おつかいになるまえに
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12.9用語一覧

用語の説明

用語 説明

オートリダイ
ヤル

相手先が使用中などで通信できなかった場合に、自
動的に再呼び出しを行います。メモリ内に送信待ち
の原稿が複数ある場合は、再呼び出しする時間がく
るまで、順次繰り上げて送信します。

ブック原稿 本やカタログなどの綴じられた原稿のことです。

F コード ITU-T（国際電気通信連合）の G3 規格で制定され

た「SUB（サブアドレス）」、「SEP（セレクティブ

ポーリング）」、「SID」「PWD（パスワード）」など

を使用したメールボックス機能です。F コード対応

機種同士で親展通信や中継指示送信が可能です。

G3 通信 G3 規格（ファクシミリの国際規格）で通信しま

す。アナログ回線（一般加入電話回線）を使用して
ファクス通信します。

インターネッ
トファクス

電話回線ではなく、インターネットやイントラネッ
トを利用してファクス通信を行うことです。
相手先とは、ファクス番号ではなく E メールアド

レスを指定して通信を行い、読み取った画像
（TIFF 形式）を E メール書類としてコンピュータや

インターネットファクスに送信できます。また、コ
ンピュータからの E メールを画像として受信でき

ます。

一般加入回線 NTT 東日本・NTT 西日本・NTT コミュニケーショ

ンズや NCC が提供するアナログ電話回線（公衆

網）のことです。

JBIG 符号化方

式

ITU-T（国際電気通信連合）の一部である Joint Bi-
level Image Expert Working Group（ジョイント・

バイレヴェル・イメージ・エキスパート・ワーキン
グ・グループ）で決められた、新しいデータ圧縮伸
長方式のことです。ハーフトーンなどの大量デー
タ・高解像度データの通信の際に威力を発揮しま
す。

手動受信 相手と電話で話したあとに、そのまま原稿を受信す
ることができます。

手動送信 相手と電話で話したあとに、そのまま原稿を送るこ
とができます。

メモリ ファクスやコピーの画像データを記憶します。メモ
リを増設することにより、より多くの画像データを
メモリに蓄積できるようになります。

ネットワーク
スキャナ

読み取った画像をネットワーク経由でコンピュータ
に送る機能です。E メール書類として送信したり、

FTP サーバにアップロードしたりできます。

オンフック 受話器を置いたままダイヤルすることができます。
【オンフック】を使用します。
おつかいになるまえに 12-37
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PBX（構内交

換機）

Private Branch Exchange の略。

会社や工場などで、数本の局線に多数の電話機を接
続したり、これらの電話機の間を内線として自由に
接続できるようにした交換機のことです。

プッシュ信号 電話回線で使用される電気信号の一つで、プッシュ
回線（PB）をお使いの場合に聞こえる「ピッ、

ポッ、パッ」という音の信号のことです。プッシュ
回線で電話をかける場合や、プッシュホンサービス
を利用する場合などに使われます。
テンキーの【 】を押すと、ダイヤル回線でもプッ

シュ信号を使用するサービスを利用することができ
ます。

用語 説明
8 おつかいになるまえに
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